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青天の霹靂




　朝から晴天が広がる八月半ばの朝、出勤すると後輩の三み浦うら佳か奈なちゃんがすでに受付席に着いていて、電話応対をしていた。

「はい、岩いわ瀬せですね。かしこまりました、伝えます」

　そう言って受話器を置いた後輩の背後から声をかける。

「おはよう、佳奈ちゃん。早いね。今の電話、私あて？」

「おはようございます。総務課の朋とも井い課長からでした。澪みおさんが出勤したら総務課に来るようにと伝言を預かりました」

　朋井課長は、受付業務担当である私と佳奈ちゃんの直属の上司になる。

「なにかあったのかしら？」

　課長に朝から呼び出されるなんて珍しい。

「特に急ぎ、とおっしゃってはいなかったですけど……」

　手早く私物バッグをカウンター下の置き場所に収納する。

「とりあえず総務課に行ってくるね」

「はい、こちらは任せてください」

　頼もしい後輩に受付業務をお願いしてエレベーターホールに向かう。上階に行ったエレベーターがなかなか下りてこないので、上司に面会する前に身だしなみを確認しようと近くの化粧室に入った。

　新宿に十階建ての本社ビルをかまえる日向ひゅうが不動産株式会社に勤務して六年。鏡に平均的な身長に面長の輪郭、二十八歳の自分の姿が映る。最近切ったばかりの顎下で揃えた前下がりの髪は、朝の手入れが楽でお気に入りだ。

　焦げ茶色に染め直した髪を手ぐしでサッと整える。

　課長、なんの話だろう？　朝から厄介なやり取りは遠慮したい。

　思わず眉間に寄ってしまう皺を指で軽くほぐしながら、母譲りのタレ目がちの二重が柔らかい印象を与えてくれるように願う。

　そういえば……と、六歳年上の兄、凪なぎの顔をふと思い出した。

　切れ長の目と鋭い眼光のせいで、小さい子どもたちからよく怖がられていたっけ。

　上背もあるので、立っているだけでかなりの威圧感がある。実は誰より面倒見のよい兄は、いつも後ろをくっついて離れない私を嫌がりもせず、幼い頃から可愛がってくれていた。

　懐かしい記憶に浸りながら化粧室を出て、タイミングよくやってきたエレベーターに乗り、総務課のある五階で降りる。

「おはようございます」

「ああ、岩瀬さん、おはよう。朝から悪いね」

　挨拶をしてフロアに入ると、すぐに朋井課長に声をかけられた。四十代半ばの恰幅のよい上司は、今日もトレードマークの水玉ネクタイがぴしっときまっている。

「ちょっと、こっちに」と、パーティションで仕切られた簡易応接スペースに呼ばれ、「はい」と返事をしながら続いた。

　そこには、白い簡素な机と黄緑色の座面が目立つスタッキングチェアが四脚置かれている。

　勧められるまま、課長と向かい合う席に座ると、「確認だけど、岩瀬さんは以前から異動を希望していたよね？」と、落ち着いた声で問われた。

　大学を卒業し、この会社に入社した私は、この総務課に配属になった。

　三年ほど事務に携わっていたのだが、突然、受付担当の先輩方数人が、結婚や家庭の諸事情で同時期に退職。一気に人手不足になり、ピンチヒッターのような状態で私に白羽の矢が立ち、事務から受付業務に異動となった。

　総務事務が好きだったので、人手不足が解消され、後輩が育成された時には元の業務に戻してほしいとこれまでに再三願い出ていたのだ。

「総務課ではないんだけど、岩瀬さんを必要としている部署があるんだよ」

「あの、それは辞令が出ているという意味ですか？」

　唐突な話に驚きを隠せない。

　私が必要？　そんな部署があるのだろうか？

「いや、辞令を出してもいいのだけれど、無理強いではなく、あくまでも希望を聞きたいと言われてね」

　にわかには信じがたいが希望を聞いてくれるのならありがたい話だ。けれど、おそらくほぼ辞令に近いものなのだろう。

「その部署はどちらですか？」

　問いかけると、上司は少し言いにくそうに口を開いた。

「九重ここのえ株式会社の秘書室なんだ」

　九重……？　秘書室……？

　思いもしなかった返答に言葉が出てこない。信じられずに瞬きを数回繰り返す。

「こ、九重って……あの九重、ですよね？　なにかの間違いじゃないですか？」

　九重株式会社を主軸とした九重グループの規模は、日本のホテル業界ナンバーワンともいわれ、海外にも華々しく進出。世界の主要都市に大規模なホテルを幾つも建設、運営し、その名を世界に轟かせている。

　そして九重株式会社は、我が日向不動産の親会社にあたる。社長が九重の経営陣と親戚関係にあるので、他部署とは業務上接点があるかもしれない。けれど一介の受付担当である私には全くない。

　そもそも、秘書室に異動を請われるほどの能力もスキルも私にはない。グループの中心的な役割を担う九重の秘書室に勤務する方々は、それこそ精鋭揃いだろう。私が戦力になるとも必要とされているとも、到底思えない。

　ゴクリと喉が鳴る。

「あの、私、秘書資格も持っていませんし、秘書経験もありませんが……」

　念のために告げる。おそらくすでに人事資料に目を通している上司に話しても意味はないだろう。それでも言わずにはいられなかった。

「それは承知のうえで、どうしても岩瀬さんに来てほしいらしくてね。なんでも先月、秘書室の女性がご主人の海外赴任で退職されて、ほかにもやむを得ない理由で退職予定の方もいるらしく、人手不足で困っているそうだ」

　以前、私が受付に異動した時と同じような状況だ。大変さは理解できるが、まずは自社で検討すべきでは、と勝手ながら思ってしまう。グループ会社とはいえ、私は一応他社の人間だ。

「課長もご存知とは思いますが、私、九重の方と接点もなにもないのですが……」

　なんで私なの？　親会社に異動の希望を出した記憶はないし、そもそも足を踏み入れた経験すらないのに。

「どうやら強力な推薦があったらしいんだ。先方の秘書室長も君の仕事ぶりをご存知みたいでね、知らない間に視察に来られていたのかもしれないな」

　推薦？　視察？　全く身に覚えがないし、意味がわからない。

　思わず取り乱しそうになり、慌ててお腹に力を入れてこらえる。

「あの、そのお話、断るという選択は……」

　言った瞬間、課長の表情がほんの少し強張ったのがわかった。

　ないですよね、と心の中でひとりごちる。

　元々異動願いを出しているわけだし、親会社の要請、しかも直々に指名までされて、おいそれと断れないのは、わかっている。それでも、どこか理不尽さとイラ立ちを感じてしまうのは自分勝手だろうか。やはり社内で異動したいと願ってしまう。

「どうだろう。考えてもらえないか？　……岩瀬さんがどうしても嫌だと言うなら先方にお断りをするから」

　困ったような表情で言われ、ため息をつきそうになる。

　わかっている、課長は悪くない。伝えるように言われただけで、私を総務事務に戻そうと、ずっと働きかけてくれていたと知っている。そんな、穏やかで部下からの評判もよい上司を困らせたいわけではない。

　ただ、突然の出来事すぎて気持ちの整理がつかないだけ。

「……週明けの月曜日までお時間をいただけますか？」

　今はそう答えるだけで精一杯だ。膝の上に置いた手をギュッと握りしめる。内心の動揺と憤り、落胆がにじみ出ないよう意識しながら。

「ああ、もちろん。朝から悪かったね。もう戻ってくれてかまわないよ」

　快諾してくれた課長に一礼して立ち上がる。ともに簡易応接から出て、この話は他言しないようにと最後に念押しをされたあと、持ち場に戻った。

　呼び出された私を心配してくれる後輩に、「以前手続きをした引っ越し休暇申請に不備があったから」と無難な言い訳をしていつもと同じ業務をスタートさせる。

　佳奈ちゃんは特に疑う素振りもなく、「そうですか」と安心した表情を見せてくれた。少しだけ罪悪感を抱き、取り繕うのがうまくなった自分に少し落胆する。

　器用にやり過ごせるのは自分が少しずつ社会人として慣れてきたからだろうか。大人になったからだろうか。この年齢になると感情のままには話せない。

　秘書室への異動を率直に断れる自分でいられたら、と叶うはずのない願いを抱く。

　せめてもの抵抗とばかりに月曜日まで返事を引き延ばしたけれど、状況が変わるとは思っていない。ただ、その場ですぐに受けたくはなかった。ひとりで冷静にこの事態を整理したかった。

　以前、受付に異動するよう辞令を受けた時はそこまで考えなかった。

　仕方ないと思う反面、どうして私が、という反発心に似た気持ちもあった。だから異動の条件のように『落ち着いたら絶対に戻してくださいよ』と簡単に口にできたし、それどころか『約束していただけないと困ります』などと強気な発言さえしていた。

　今思えばあの頃の私はまだ幼くて、怖いもの知らずだったのだろう。自分の希望や意見は必ず通るものと信じて疑わなかった。

　今はそこまでの気概がない。それは年齢を重ねて成長したからなのか、諦めを覚えたからなのだろうか。




「お疲れさまです。澪さん、途中まで一緒に帰りましょう」

　朝の一件以外は、特に大きな問題もなく一日が終わった。地下のロッカールームで着替えを済ませ、社員通用口から会社の外に出る。エアコンで冷えた身体にムッとむせ返るような暑さが一気に押し寄せた。今も気温は三十度を超えている気がする。

「佳奈ちゃん、どこかに行くの？」

　私と同じ路線の電車時刻をスマートフォンで調べている様子を不思議に思い、尋ねた。後輩の最寄り駅は私の実家の最寄り駅の三つほど手前だ。ひとり暮らしを始めた、今の私とは逆方向になる。

「今日は学生時代の友人と女子会の約束があるんです」

　佳奈ちゃんはふわり、と淡いブルーの涼やかなワンピースの裾を翻し、スマートフォンの画面を暗転させた。

「そうなの」と返事をし、連れ立って歩く。

　手にしていた会社のＩＤカードをバッグに入れようとした時、スマートフォンに手が触れた。

　着信を知らせるランプが点灯していたため、手に取って履歴を確認すると知らない番号が表示されている。着信があったのは二時間前と一時間前、三十分前だ。

　今日は誰とも会う約束はなかったはず。一体誰だろう？　一度の着信なら間違い電話かとも思うけれど、こう何度も着信が残っているとそうも思えない。

「どうかされました、澪さん？」

「知らない番号から何度か電話があったみたい」

　着信画面を見せると後輩も同様に訝しげな表情を浮かべる。

「留守番電話に伝言とか残ってないんですか？」

「……設定し忘れてた」

　私の返答に佳奈ちゃんが小さく肩をすくめる。

「澪さん、本当にそういうところは無頓着ですよね……。三回も着信があるので間違い電話じゃなさそうですし、なにか急ぎの用事でしょうか？」

「かけ直してみる」

　そう言って画面をタップすると、佳奈ちゃんが隣で大きな目を見開いて驚いた表情をしていた。

　呼び出し音が数回鳴るけれど、すぐに留守番電話に切り替わってしまう。知らない相手にメッセージを残すのは躊躇ためらわれて通話を切った。

「びっくりしましたよ！　いきなり折り返し電話をかけるのは無防備すぎます。変な勧誘や詐欺の電話だったらどうするんですか」

　真剣な表情で怒られる。

「え、ああ、ごめん。そっか、そういう可能性もあるのね」

「もう本当に、これだから澪さんは。仕事はしっかりこなされるのに意外に天然ですよね。佐さ久く間まさんが心配される理由がよくわかります」

　……なんでここで、世話好きの幼馴染みの名前が出てくるのだろう。

「でもかけ直さないとなんの電話だったかわからないでしょ？　大丈夫よ、番号非表示にしてかけたから」

「そうかもしれませんけど、変なところで逞しすぎるんですよ、澪さんは」

　後輩がため息をつく。

　この言われよう……なんだか居たたまれない。

「そういえば今日、九重グループの新副社長が来社されたんですよ！」

　お説教はここまで、と言うように弾んだ声で後輩が言う。

「九重の新しい副社長……帰国されているの？　海外事業の引継ぎでしばらく戻られないって噂を聞いたけど……」

　この夏から、九重グループの副社長にグループの御曹司が就任したという話は各所で聞いていた。日本で一番難しいといわれる大学を首席で卒業したあと、九重のグループ会社に就職し、めきめき頭角を現しているという、業界では有名な人物だ。

　ただ、ここ数年は海外での事業に就いていたためほとんど帰国していなかったらしく、あまり話を聞かなかった。

　我が社の社長は確か九重新副社長の従い兄と弟こにあたる。年齢も当社社長が三十五歳、九重新副社長が三十歳でふたりは親しいと、総務課の先輩に以前教えてもらった。

　親会社の新副社長がわざわざ子会社の当社を訪問したのは、そういった関係性もあるのだろう。

「さすが澪さん、親会社の情報に詳しいですね。帰国されていたみたいで、非公式のプライベートに近い訪問だそうです」

　後輩の賛辞に首を横に振る。

「知っているのは関わりのある部分だけよ。九重グループの方が当社にお見えになる機会はあまりないし。それにしても佳奈ちゃん、その方が九重新副社長だって、よくわかったわね」

　関わりのある会社や頻繁に来社される方の名前や顔を覚えるのは業務上、必須事項だ。そういった情報はできるだけ頭に入れておかなければ、と常々思っている。ただ、新副社長の帰国を知らなかったせいもあり、顔までは把握していなかった。

「わからなかったですよ。とんでもないイケメンに驚いて周囲に聞き込みをしたら、新副社長だったんです！　もうこの辺りの女性全員が釘づけでした！　あんなに完璧な外見の人っているんですね。顔は小さいし、足も長くて芸能人もびっくりしますよ」

　興奮冷めやらぬ状態でまくしたてる佳奈ちゃんは、自他ともに認めるかなりの面食いだ。その後輩がこれほど褒めちぎるのは珍しい。きっととても整った面立ちをしているのだろう。

「あれだけカッコよかったらすごくモテますよねえ、あんな恋人が欲しいです！」

「そこは新副社長ご本人の恋人になりたい、とかではないの？」

　思わず尋ねると、「絶対叶わなさそうなので、そうは思わないですね」と可愛らしく唇を尖らせる。

「私、昼休みに新副社長について検索して、九重の秘書室の知り合いに尋ねたんです。そうしたら学生時代から女性にモテモテだったわりに、華々しい女性遍歴もなし、恋人も現在いらっしゃらないみたいです。あんなに王子様然とされているのに」

「そ、そうなの？」

「新副社長は女性に全く興味がないのか、もしくはものすごく理想が高いのかも……」

「まさか」

　そのまま情報通の後輩は私の最寄り駅まで、いかに新副社長がカッコよかったかという観察結果を延々と話し続け、おかげで私も、会ったこともない男性についてやたらと詳しくなってしまった。




　後輩に手を振って下車し、改札を通り抜ける。幾つかのオシャレなカフェや店の明かりが夜道を照らす。

　実家の改築工事の間、私だけ駅近マンションを借りて半月が経った。

　引っ越し荷物はあらかた片付いた。通勤時間は以前に比べずいぶん短縮されて、起床時間は少し遅くなった。でも、まだこの風景には慣れない。生まれた時からずっと利用していた実家のある最寄り駅に微かな郷愁を感じてしまう自分がいる。

　マンションに隣接している商業施設内のレンタルショップで以前より観たかった映画のＤＶＤを借りる。でも、気持ちは全く盛り上がらない。異動の件は他言しないように言われているので、誰にも相談できない。ましてや両親にも言えない。

　コンビニでおにぎりを買うと、エレベーターで最上階まで上がった。そして、『MIO　IWASE』とローマ字で表記されたドアプレートを横目に鍵を取り出す。

　この最上階フロアには私が借りている部屋しかないから、フルネームを記載していても防犯上の心配はそれほどない。

　玄関を開けてすぐのところにある、家主の私物が置かれている部屋の焦げ茶色のドアを見るともなしに眺める。ただ、ここは開けてはいけないと部屋を借りる時に言われているので、そのまま通り過ぎ、そのふたつ隣にある自分の部屋に入った。

　部屋着に着替え、おにぎりを持って長い廊下の突き当りにあるリビングに向かう。食欲はあまり湧いていないが、落ち込んでいるのは空腹だからだろう。こんな時はとにかく、なにかお腹に入れるべきだ。

　キッチンでお茶を淹れてから、Ｌ字型をした革張りのソファに座る。座り心地のよい、見るからに高級なチョコレート色のソファの値段は想像もつかない。

　ここの所有者で九重グループの人間である家主、九重 遥はるかさんは、相当仕事がデキる女性なんだろう。なんといっても、幾つもの広い個室と広々としたＬＤＫのある高級マンション最上階に、ひとりで住んでいるのだから。私とは全然違う。

　おにぎりは冷めているせいか、どこか味気ない。帰宅しても当たり前のように温かな食事が用意されているわけでも、洗濯物や片付けが済んでいるわけでもない。今頃になって母のありがたさが身に染みる。

　実家が懐かしい。でも、改築工事が終わっても、私に今までと同じような居場所はなく、戻れない。さらに今朝の異動の打診を思い返し、日向不動産で私の立ち位置はこれからどうなるのだろう、と、暗い気分になった。

　会社員なのだから異動があるのは当然だと理解している。受付業務は元々ピンチヒッターのようなもので、現在二十五歳の佳奈ちゃんをはじめとした同僚は全員、私より年下だ。いつまでも、受付業務を務められるとは思わない。

　ただ、どうして親会社に異動なのか。課長には『光栄な話だよ』とも言われたけれど、全く嬉しくない。秘書のスキルも能力も皆無な自分が、やっていけると思わない。

　ただ穏やかな毎日の繰り返しを望んでいるだけなのに、多くを望まないのに、どうしてこんな展開になってしまうのだろう。

　もっとも将来を考えると、この異動が嫌だからという理由だけで会社を辞める気にはなれない。情けないとわかっていながらも、気持ちが落ち込むのを否定できない。

　その時、ガチャッと玄関ドアが開く音がした。

　身体がビクッと跳ねる。

　なんで？　ちょっと待って……まさか私、鍵をかけ忘れた？

　帰宅した時は異動の件で気もそぞろだったけれど、きちんと施錠はしたはずだ。

　だったら、どうして？　まさか空き巣？　こんなにセキュリティがしっかりしているマンションなのに？

　ドクドクドクと、恐怖で心臓の鼓動がうるさく響く。指先が冷たくなり、落ち着いて物事を考えられない。叫び出さずにいるだけで精一杯だ。

　どうしたらいい？　玄関に確認に行くべき？　それともスマートフォンで警察に連絡する？　待って、スマートフォンはどこ？

　完全にうろたえ、冷静な判断ができない。足がすくむ。カタカタと震えだす身体を必死で抱きしめる。頭の中では嫌になるくらい、今、自分がすべき行動を考えているのに、身体は全く言うことを聞いてくれない。

　叫ばなきゃ。助けを呼ばなきゃ。

　自分を叱咤するのに、手足が思うように動かない。冷や汗が身体を伝う。

　どうしよう、どうしよう……！

　フローリングの床を歩く侵入者の足音がどんどん近づいてくる。恐怖で膝を抱えて下を向き、ギュッと目をつぶる。

　カチャリと軽快な音がして、リビングに続くドアが開く気配を感じる。

　鼓動が信じられないくらい大きな音をたてる。

「……いないのか？」

　突然頭上から響き渡る、知らない男性の低い声。強い口調ではなく、穏やかで心地よささえ感じるような声音になぜか安あん堵ど感かんを覚え、そっと目を開けた。縮こまっていた身体を、恐る恐る伸ばす。

　トン、と床に足をついた音に気づいたのか、男性が私の座っているソファに目を向ける。そこで初めて、ソファの背もたれ越しに侵入者の姿を真正面から見た。

　その人物は、驚くほど美麗な容貌だった。

　無造作にツーブロックに分けられた漆黒の前髪は、やや長めで緩くウエーブがかかり、サイドは短く整っている。幅の広い二重の目を縁どるまつ毛は細く、驚くほど長い。高い鼻すじに薄い唇、すべてが、小さな顔にバランスよくおさまっている。さらに、濃いグレーのスーツは、均整の取れた身体にぴったりフィットしていて……。

　無意識に、隅々まで観察するかのように凝視してしまっていた。

「……誰だ？」

　整った眉をひそめて男性が声を発した。漆黒の目がまっすぐに私を捉える。心なしか声に剣呑さが混じっている。

「聞こえなかったか？　お前は誰だ？　どうしてこの部屋にいる？」

　呆ける私に言い聞かせるように、もう一度問う。詰問口調に思考が混乱する。男性の眉間の皺がどんどん深くなる。美形に凄まれるとこんなに迫力があるのかとトンチンカンな思考が頭の中を巡る。

「答えろ」

　美形男性は焦れたように言って、目の前に立った。信じられないくらい足が長い。

　そこで、やっと我に返った。

「あ、あなたこそ誰ですか!?　ここは私が借りている部屋です！」

　若干声が裏返ってしまったのは仕方ない。これほど綺麗な面立ちの男性を見たのは初めてだし、なにより先ほどまでの恐怖からまだ完全には立ち直っていないのだから。

　この人のスーツは、見る限りとても仕立てがよさそうだ。腕時計も高級ブランドのものだし、私に危害を加えるような素振りは見られない。ただし、明らかに不機嫌な様子だけど。

「ここは俺の部屋だ。お前に部屋を貸した覚えはない」

　王子様のような外見には似合わない冷たい声で一蹴されて、息を呑む。

　……言っている意味がわからない。私はこの部屋を遥さんから正当な手順で借りているし、契約書だってある。

「わ、私はここをきちんと家主の方から借りています。契約だって済ませました！」

　まだ震えの残る足で必死に立ち上がり、正面から向き合う。やはり背が高い。きっと百八十センチは余裕で超えているだろう。

　私の返答に目の前の男性がピクリと片眉を上げる。

「……契約？」

「そうです！　あなたこそ、誰ですか？　いきなり入ってきて、こんなの不法侵入ですよ！」

　キッと美形男性を見上げて睨にらみつける。

　いくら凄まれたって、そんな簡単には引かないんだから。

「……お前、その契約日いつだ？」

　質問には一切答えず、淡々と尋ねてくる。嫌な予感がした。

「ええっと……ちょっとここで待っていてください。契約書を取ってきます」

　そうよ、それを見せれば一目瞭然だ。私が正当な借主だと主張できるわ。どうして早く思いつかなかったんだろう。

　男性をその場に置き去りにして、自室に引き返す。サイドボードの引き出しの中から契約書を取り出した。最初はこんな仰々しいものが必要なのかと思っていたけれど、こういう場面に遭遇すると必要な措置だったのだなと改めて感じる。

　きちんと書面での契約を交わしたいと申し出てくれた遥さんに、今さらながら感謝した。さすがは大企業・九重に勤務するやり手のキャリアウーマンと、変なところで感心してしまう。

　リビングに戻ると、男性は先ほどと同じ場所に立っていた。悔しいけれど、遠目に見てもカッコいい。

　私が戻ってきた気配に気づいたのか、視線を向けられる。

「……俺が言うのもなんだが、不用心だと思わないのか？」

　不用心？

　呆れたような声で言われて、瞬きを繰り返す。

「もし俺が本当に悪い人間だったらお前が自室に引き上げた瞬間に逃げるか、襲うぞ。隙がありすぎだろ」

　ええっと、これは助言をされているのか、それともバカにされているの？

「……でも、あなたはそんな風には見えなかったので」

「どういう意味だ？」

「もし私に危害を加えるのが目的だったなら、この部屋に入ってすぐに実行していたでしょう？」

　これは本心だ。全く知らない人だが、なぜかこの人は信じられると思った。忠告を切り返した私を一瞥し、男性は小さく息を吐いた。

「……契約書はあったのか？」

　どこか威厳のある声に、この人はもしかしたら高い役職に就いている人なのか、と思う。そうした人たちは、無理難題を強引に通そうとしがちだ。そうはさせるものかと若干警戒しつつ、立っている場所まで近づく。

「もちろんあります。これです」

　クリアファイルに入った契約書を差し出す。さすがに手渡して破かれでもしたら困るので渡すつもりはない。

「見せろ」

　それなのに、ひょいっと私の手中からファイルが取り上げられてしまった。

「か、返してください！」

　慌てて手を伸ばすけれど、そこは身長差という悲しい現実が立ちはだかる。必死に背伸びをしても、高く掲げられて届かない。男性らしい骨ばった指が数枚の契約書のページをめくる。指まで長くて綺麗だなんて、もう嫌味としか思えない。

「お前……岩瀬澪れいじゃないのか？」

「岩瀬ですけど、『れい』ではなく『みお』です。ネームプレートにも、そう書いてあります」

　なにを言っているの？

　確かに、時折私の名前を『れい』と間違える人がいる。おそらく同じ漢字でそういう名前の人が知り合いにいるのだろう。

「そんなもの、見ていなかった……。嘘だろ、女なのか」

　美形男性は愕がく然ぜんとした表情を浮かべ、自身の目を大きな手で覆っている。しばらくして手を外したあと、あっさりファイルを返してくれた。

　対する私は全く意味がわからないし、この人がなににそれほどショックを受けているのかも理解できない。

「ええと、あの、すみません。私が正当な借主ってわかってもらえました？」

　男性は言葉を発さずに胡う乱ろんな目を向けてくる。返事をもらえていないけれど、この際かまってはいられない。

「すみませんがお引き取り……」

　ください、と言おうとした途端、男性がどさっとソファに腰を下ろした。

「あの……？」

「俺が九重 遥だ」

　私の声にかぶさるように抑揚のない声で言い放つ。

　九重 遥？

　その名前は知っている。この家の持ち主で契約相手だ。そしてあの九重グループの人間だ。

　え、でも、遥さんって女の人だよね？

　目の前のこの人はどう見ても男性だ。理解できない現実に混乱する。

「遥さん、って女の人じゃ……？」

　無意識に呟くと、律儀に返される。

「俺は男だ。そして現在、九重家に遥という名は俺しかいない」

　鋭く言い切られて、返す言葉を失う。

　遥さんが男性……嘘でしょ？　じゃあ、この人が家主なの？　本当に？

　思わず息を呑む。衝撃で声が出ない。それはソファに腰掛けた彼も同じようで、さっきの発言から私を男性だと勘違いしていたらしい。

「これが証拠だ」

　そう言ってスーツの上着からパスポートとスマートフォンを取り出す。渡されたパスポートのページには、眼前の男性とうりふたつの写真と『九重 遥』という名前の記載があった。

「これでもまだ信用できないなら圭けい太たに確認するか？」

　スマートフォンを骨ばった長い指で持ち、腰に手をあてながら問う。圭太とは、九重に勤務する私の幼馴染み、そして家主である九重 遥さんの大学の後輩で、この部屋を借りる仲介をしてくれた人物でもある。

　確かに、この人物が九重 遥さんの〝なりすまし〟という可能性もある。

　けれど、この人は玄関から堂々と部屋に入ってきた。わずかとはいえ施錠した記憶があるから、きっと部屋の鍵を持っているのだろう。

　それに、ひと言も話していないのに圭太の存在を知っている。契約書に圭太についての記載はない。知り合いでなければ、この状況で幼馴染みの名前なんて出てこないはずだ。こうした事実を鑑みると、この人は正真正銘の九重 遥さんだ。

　大きな目を見つめ返し、否定の意味を込めて首を横に振った。丁重にパスポートを返却する。幼馴染みに確認する必要はない。

「もしかして、私たちお互いに誤解をしていた……？」

　独り言のように呟くと、彼はクシャリと前髪をかき上げた。その仕草に漂う色香にこんな状況だというのに見み惚とれそうになる。

「そのようだな。俺もわざわざ性別確認をしなかったし、まさか圭太が信用している幼馴染みが、女だとは思いもしなかった」

　私も似たようなものだ。実家の改築工事が迫っていたし、なにより圭太の信頼する先輩で会社の上司と説明され、名前を聞いて女性だと思い込んでいた。

「あ、あの、初めまして。岩瀬 澪です……先ほどは大変失礼いたしました」

　今さらだけど、名乗って頭を下げた。この部屋の持ち主に挨拶をする必要があるし、なにより先ほどの非礼を詫びなくてはならない。

「……九重 遥だ」

　不機嫌そうに腕を組んだままだが、再度名乗ってくれた。

「帰国、されていたんですか？　この部屋に帰ってこられる時は事前に連絡をくださると圭太には聞いていたのですが……」

　おずおずそう言うと、氷のように冷たい目を向けられた。

「今日、何度も連絡をした」

「えっ、でもスマートフォンには着信が……」

　そう言った途端、スマートフォンは自室のバッグの中だという事実を思い出す。

　先ほどはうろたえていて思い出せなかった置き場所も、今なら簡単にわかる。そういえば、帰宅してから一度もスマートフォンを手に取っていない。自分の失態に思わず額に手を置いて、男性から目を逸らす。

　でも、電話帳に登録している番号からは着信がなかったはず……。

「この番号から着信がなかったか？」

　ご丁寧に自身のスマートフォンに番号を表示してくれる。画面を覗き込んだ目に映ったのは、どこか見た覚えのある数字の列。佳奈ちゃんとの帰り道にかけ直した見知らぬ番号だ。

「……もしかして、何回か、かけてくださいました？」

　恐る恐る尋ねると、無言で頷かれた。

「……電話番号、違いませんか？」

　家主の電話番号はきちんと登録してある。苦しまぎれに言うと、再び胡乱な目を向けられる。

「仕事用とプライベート用とふたつあるって契約書に記載しているだろ？　二種類の番号が書かれてあったはずだ」

　冷たく言われ、慌てて契約書を見直す。確かに記載されている。ただし仕事用の電話番号はわかりやすく書かれているけれど、もうひとつのプライベート用の番号は少し離れて補足のように小さく書かれていた。

　……こんなの見落とすわよ！

　そう言い返したいけれど、明らかに私のミスなので言えない。ああ、どうしてもっとよく確認しなかったんだろう。

「すみません……以後気をつけます」

「……以後？」

　私が発した単語に、首を傾げながらすっと立ち上がる。なにかおかしな発言をしただろうか。

「話を聞いていたか？　俺は、帰国したんだ」

　眼前に立ちはだかる美形男性はもはや不機嫌さを隠そうともしない。

「聞いてますよ。帰国されたんですよね？　いつまで滞在されるんですか？　その間、私は実家に戻りますから」

　要するに私が邪魔なんでしょ？　それくらいわかるわよ。

　いくら貸主で身元に全く問題がなくとも、よく知りもしない異性だ。ひとつ屋根の下で寝起きするわけにいかない。今回の件は着信に気づかなかった私のミスでもある。この人が海外に戻るまでは、不便だけど実家の仮住まいマンションに泊めてもらおう。

「ずっとだ」

　家主が淡々と言う。

　……この人、今なんて言った？　ずっと？　ずっと、ってどういう意味？

「あの、おっしゃっている意味がよくわからないんですけど……海外に戻られるんですよね？」

　確認するかのようにおずおず問う私に口角を上げる。ふわりと緩められた目がとても魅力的だ。

「戻らない。俺は引継ぎを終えて帰国した。これからはずっと日本で暮らす。その件も含めた報告と相談で、お前の勤務する会社を訪問したはずだが」

　無知な私に説明するかのように、一語一語ゆっくり区切りながら話してくる。どこかで聞いた話に首を傾げる。脳裏に後輩の顔が浮かんだ。

　そうだ、佳奈ちゃんが九重新副社長の姿を見たって言っていて……とんでもないイケメンで小顔で……その特徴を思い出して、血の気がひいた。

　まさか、まさか……！

「こ、九重の新副社長……？」

　パサリと手にしていたファイルが床に落ちる。

　小さく頷かれて愕然とする。

　嘘でしょ？　この人が？

「で、でもここは空き部屋になるって……圭太が」

　しどろもどろで言う私。

　圭太は、この人が帰国して副社長に就任するって知らなかったの？　話が違う！

　今すぐ幼馴染みに電話して、どういうことなのか問いただしたい衝動にかられる。

「……予定ではな。帰国ももう少し先になるはずだったし、この部屋に滞在するつもりもなかった」

　眉をひそめながら新副社長が言う。

「もうひとつの部屋に戻ろうと思ったら、隣のビルが取り壊しになるらしく騒音と埃ほこりがひどい。ホテルに滞在してもいいんだが面倒な女が寄ってくる」

　心底迷惑そうに口にする。

　……急にそんな話をされても、どうしたらいいの？　これってまさか出ていけと暗に言っている？

「というわけでしばらくここに住もうと思って、お前に連絡をしたんだ」

「あの、ほかに部屋はないんですか？」

「別の人間に貸している。お前は実家もあるから問題ないだろう。悪いが実家に戻ってくれ。引っ越し費用は支払うから」

　突然の話に開いた口が塞がらない。事情はわかるし、言い分もわかる。元々この部屋はこの人の部屋だし、私は家賃もなにも支払っていない。なので、どう考えても文句を言いにくい状況だ。それでも一応、契約をしている。

「……急に言われても困ります。私にだって事情があるんですから」

　必死にうったえると、ここに来て初めて優しい微笑みを向けられる。その極上の笑みにドキリと鼓動が大きく跳ねた。

　新副社長は優雅な所作で足元に落ちた契約書を拾い上げ、パラパラめくる。

「ここ。事情により俺が帰国して住む事態になった際は速やかにこの部屋を出ていくって記載してるだろ」

　長い指で契約書の一部分を指差された。目を見開いて手の中の契約書を覗き込む。

　……確かに書いてある。目を通した記憶も微かにある。

　それでも、そんな事態はそもそも起きないだろうと思っていた。万が一の時は女同士だし、一時的に同居をお願いしようかと楽観的に考えていた。けれど今の状況では反論はおろか、譲歩もお願いできそうにない。

　あの頃の自分の軽率さを恨みたい。

「……どうしよう……」

　完全に血の気がひいた私に、彼は軽く肩をすくめる。

「俺も鬼ではないし、今日はもう遅い。明日から早急に考えろ。引っ越し先が決まるまでは置いてやる。俺は自室で寝るし、一日のうちほとんどは会社にいて、ここには寝に帰るだけだから余計な心配もいらないだろう」

　威圧感たっぷりに言われて、きつく唇を噛みしめる。

　悔しいが家主はこの人だし、従うほかない。そもそも知り合いですらない男性と同居はできない。

　佳奈ちゃんの話だと、確か新副社長は独身なので倫理的な問題はない。

　とはいえ、男女がひとつ屋根の下で過ごすというのは、あまりよろしくない。しかも親会社の副社長だ。子会社の社員と同居しているなんて醜聞もいいところだろう。

　悶々とする私の手に契約書をあっさり返して、彼は何事もなかったかのようにリビングを出ていった。

　こんな時に頼れる人物はふたりしかいない。自室に引き上げ、まず幼馴染みに電話をかけた。新副社長との契約の経緯を確認したいし、人柄についても教えてほしい。幼馴染みにも都合はあるだろうけれど緊急事態だ、時差もなにもかまっていられない。

　圭太は今、ロサンゼルスに滞在している。おそらく現地は朝の六時か七時前くらいだろう。普段から早起きなので起きているはず。けれど数回のコール音も虚しく留守番電話に切り替わってしまう。すでに家を出て出勤途中なのかと落胆する。

　次に中学校時代からの親友である桝ます田だ亜あ由ゆ美みに電話をすると、いつも通りの明るい声が響いた。

『もしもし、澪？』

「……亜由美、どうしよう」

　聞き慣れた声に緊張が解けて、思わず情けない声が出てしまう。

『どうしたの？　なにかあった？』

　声の響きになにかを感じたのか、亜由美は心配そうに尋ねてくる。親友には引っ越しの件は伝えてあった。

「もうここに住めないの……」

　私の弱々しい声に、驚きながらも話を聞いてくれた。

『……なるほどねえ、まあ、それは仕方ないというか不運というか……』

　事のあらましを聞いた親友は、なんとも言いがたい、といった口調で返事をする。

「突然出ていけなんて言われても困るよ。実家はまだ工事中だし、両親が今暮らしている仮住まいのマンションは通勤には不便だし。そもそもそのせいもあって、ひとり暮らしを選択したのに」

『部屋を今から探すにしてもすぐには見つからないし、お金がかかるもんね』

　私の懐事情に詳しい親友の指摘が胸に重くのしかかる。

『でも、引っ越し費用は出してくれるんでしょ？』

「そう言っていたけど、さすがにもらえない。ただでさえ家賃は無料で、家具家電も使わせてもらっている状況だし」

　今さらだが、私はかなりの好待遇でこの部屋に住まわせてもらっているのだ。ひとりの社会人女性として、これ以上甘えるわけにはいかない。しかも、相手は親会社の副社長。

『でもそうするとひとり暮らし用の家電を買い揃えなくちゃいけないわよね？　家具もご両親のところから運ばなくちゃいけないし、費用がさらにかさむんじゃない？』

　現実的な指摘にさらに気持ちが沈む。正論すぎて泣きたくなる。

『私と同居する？』

「ううん。隼はや人とくんとの同棲を邪魔したくない」

　私の職場近くのマンションでひとり暮らしをしている、優しい親友の申し出をやんわり拒否する。

　化粧品会社の美容部員として現在、渋谷の百貨店に勤務している亜由美は、近々恵比寿の店舗に異動の可能性があるらしい。それを機に、大学の頃から交際をしている隼人くんと同棲、もしくは結婚を考えていると以前話していた。

『まだ当分、同棲はしないわよ』

　素っ気なく返事されて苦笑する。とはいえ、さすがにふたりの幸せな未来を邪魔するわけにはいかない。

『ねえ、この際、実家の改築が終わるまでその部屋に住まわせてもらったら？』

「ええっ？　無理だよ。恋人でもないのに、不自然すぎる。それに社員と同居なんて周囲に反対されるでしょ」

　そもそも本人に断固拒否されるに決まっている。

『不自然じゃないわよ。同居するケースが皆、恋人とは限らないじゃない。ルームシェアだとでも思えばいいのよ』

　あっけらかんと言われて唖あ然ぜんとする。確かに異性とルームシェアをする人はいるが、状況が違いすぎる。そもそもここは副社長の部屋で、私は単なる迷惑な居候でしかないのだから。

『それが一番いいと思うわよ。その新しい副社長だって女性を家から追い出した、とか変な噂を立てられたら困るでしょ。あくまでも実家の改築工事が終わるまでの、期間限定同居よ。行き先が決まるまでいてもいいって言ってくれたんでしょ？』

「……でも、それはせいぜい一ヵ月かそこらの仮住まいって意味だと思う」

　まさかそんなに長い時間住みつかれるとは思っていないはずだ。少なくとも現時点で改築工事が終了して引っ越せる状況になるまで、半年近くはかかるだろう。

『でもそれしか最適な方法はないんじゃない？　改築工事が終わるまで時間がもらえたら新たにひとり暮らしをする物件も探せるし、資金も少しは貯められるわよ。どうしようもなかったら実家に戻るっていう選択肢もあるんだから』

「けど、お兄ちゃんと圭太には同居とか反対されそうよね……」

　弱々しく呟くとフフッと親友は声を漏らした。亜由美も圭太も同じ中学、高校出身でお互いに仲の良い友人同士だ。

『多分ね。特に圭太は凪さんより過保護なところがあるから、ここは黙ってるしかないんじゃない？　まだ今回の件は話していないんでしょ？』

「うん、電話したけど繋がらなかったの。でも、今頃もしかしたら副社長が圭太に連絡してるかもしれない」

『その時はその時ね。とにかく、ぐずぐずしていないで交渉してきなさい』

　きびきびと指示されて電話を切った。『あとでしっかり報告してよ』と最後に言い添える亜由美は本当に頼もしい。




　スマートフォンをベッド脇のサイドボードに置いて、自室を出る。向かう先はもちろん家主の部屋だ。まだ十一時前なので眠ってはいないだろう。

　洗面所や浴室の電気が消えているのを部屋に向かう途中で確認したので、入浴中でもないはず。部屋をノックすると室内から低い声が聞こえた。予想通りだと安堵して、小さく息を吐く。

「なんだ？」

「あの、お話があるのですが、少しお時間をいただけませんか？」

　閉められた焦げ茶色のドアの前で告げると、家主が姿を見せた。

　すでに着替えて入浴を済ませたのか、髪が濡れて額にかかっている。先ほどのかっちりとしたスーツ姿とは違い、シンプルな黒いＴシャツにストレートのブルージーンズというラフな装いに一瞬見惚れてしまう。

　近い距離からふわりと漂った柑橘系の香りはシャンプーかなにかだろうか。この家で香ることのない爽やかな香りに、ほんの少し鼓動が跳ねた。幼馴染みや兄のものとも違う男性の香り。

　ただ、堅苦しさが消えても、そのにじみ出る威圧感と色香は変わらない。端正な面差しからは、相変わらず感情が読めない。

「リビングで聞く」

　それだけ言って後ろ手に部屋のドアを閉めた。小さく頷いて後ろに続く。

　Ｌ字型のソファにひとり分の隙間を空けて右隣に座る。立って話そうとしたのだが、座るように促され、少しだけ副社長の座っている方向に身体を傾けて腰を下ろす。

「あの、図々しいのは承知で申し上げるのですが、実家の改築工事が終わるまでここに住まわせていただけませんか？」

　緊張しながらも率直な希望を伝える。膝に置いた自身の手が震えそうになるのを必死に隠す。

「……なんのために？」

　冷たい綺麗な二重の目に射抜かれる。平坦なのにどこか凄みのある声に怯みそうになって、ゴクリと喉が鳴る。

　怖がっている場合じゃない。きちんと話をしなくちゃ。ここを追い出されたら困るのだから。

　自身に言い聞かせて恐る恐る口を開く。圭太が私の事情についてはきちんと説明したと以前に話していたので、この人は私がひとり暮らしをするに至った理由を知っているはずだ。

　先刻の亜由美との会話の内容を思い出しながら、まるでプレゼンでも行うかのごとく説明する。家主は全く表情を変えずに黙って聞いていた。

「話はわかった。それで、そこに俺のメリットはなにかあるのか？」

　話を聞き終えた途端、問いかけられる。

　メリット？

　思わず瞬きをする。

「メ、メリットですか？」

　聞き返す声が上ずる。副社長にとってのメリットなんて、あるわけがない。むしろ迷惑のみだ。

　それなら……家賃を支払う？　絶対に無理だ。こんな高級マンションの家賃を支払う余裕があるなら、今すぐ引っ越している。

　ならばほかには……拙い家事くらいしか思いつかない。

「ええと、家事を、掃除と料理を……」

「料理は勉強中って、圭太に聞いていたが？」

　もうっ、圭太、余計な話をしないでよ！

　ここにはいない幼馴染みに心の中で思い切り悪態をつく。

「……料理は下手ですが練習して頑張りますから、お願いします。実家の改築が終わったらすぐに出ていきますので」

「事情はわかるが、家族でも恋人でもないのに一緒に住むのは不自然だろ。妙な噂が立ったらどうするんだ？」

　幾分穏やかな口調で言われてしまう。それは私も考えた件なので、よくわかる。

「それはそうですけど……その点は気をつけますし、そもそも副社長と私の関係を勘違いする人なんていないと……」

　そう、それこそ皆無で杞憂だ。接点もなければ、九重グループの御曹司なんて、一般市民の私とではつり合いが取れない。分不相応もいいところだ。そもそも玉の輿こしなんて夢見る気すらない。

「……わかった。じゃあ、お前、俺の恋人になれ」

　必死に言い募る私をしばらく黙って見つめていた副社長が、なにかを思いついたように言った。

「え？」

　恋人？

「すみません、今、なにか……恋人とか言いました？」

　聞き間違いに違いないと思い、尋ねる。

「言った。お前が俺の恋人になるんだ、結婚前提の」

　フッと口角を上げて、副社長がゆっくり言い含めるようにして繰り返す。

　ありえない展開に瞬きをするしかできない。頭の中に疑問ばかりが浮かぶ。

　なにを言っているの？　結婚前提の恋人？　どうしていきなりそんな話になるの？今は同居のお願いをしていただけよね？

「勘違いするな、偽装だ。本物の恋人じゃない。圭太に聞いていないか？　俺の周囲には財産や九重の名声、人脈目あてで妻の座を狙う女が多い。だが俺は、会社の利益や、家の繋がりのためだけの政略結婚なんてする気は更々ない」

　言われてみればそんな話を聞いた覚えがある。

「それはわかりますけど、それと恋人になるのとどういう関係があるんですか？」

「カムフラージュだよ。結婚前提の恋人、つまり婚約者がいるとわかれば、やたらと近づいてくる女が減るだろ。こういう噂はひとり歩きするから、あえて自分から『婚約者です』と申告する必要もないぞ。お前にとっても、俺にとっても好都合だ」

　諭すように言われるが、どこか上から目線の言い方が引っかかる。

「……無理がありません？　副社長と私、接点もなにもないんですよ？　どうやって恋人になるんですか？」

　出会い方すら思い浮かばない。そもそも、こんな外見も経歴も完璧な人の恋人役なんて務まるわけがない。信しん憑ぴょう性せいがなさすぎるし、全力でお断りしたい。

　この人の妻の座を狙っているという女性はきっと完璧なご令嬢なのだろうし、そんな争いになんて絶対に巻き込まれたくない。

　……さらに言うなら、こんな不遜な態度の恋人は、いくら御曹司でも願い下げだ。

「そんなもの、どうとでもなるだろ。圭太に紹介されたとでも適当に言えばいい。俺は海外で生活をしていたから、遠距離恋愛で今まで大っぴらにはできなかったとか」

　全く興味がなさそうなうえにどこか投げやりに返事をしながらも、自分の案に納得している様子の副社長。

　いやいや、無理でしょう……副社長のお眼め鏡がねにかなう女性なんて、どう考えても完璧な大和やまと撫子なでしこみたいな人に違いない。私では皆、納得しないはずだ。

「……設定が強引すぎですし、そもそも、私にそんな大役が務まるとは思えません」

「じゃあ、お前、今すぐ引っ越す？」

　端的に言われてグッと返答に詰まる。

「卑ひ怯きょうです、それとこれとは話が別じゃないですか？　副社長ならわざわざ私なんかを恋人役にしなくても、喜んで演じてくださる女性が大勢いらっしゃるでしょう」

　若干の嫌味を込めて反論する。

　そうよ、これだけの容姿だしモテないわけがない、女嫌いでもあるまいし。

「下心丸見えの女には興味がないし、取り繕ってばかりの女もうんざりなんだよ。結婚前提の恋人役にするなら、諸々わかりやすい女がいい、お前みたいに」

　褒められているとは到底思えないひどい言われように、二の句が継げない。そんな選ばれ方、全然嬉しくない。

　そもそも、『諸々』ってなに？　一体私を、ううん、世の女性をなんだと思っているのだろうか。

「……世の中、そんな女性ばかりではないと思いますが？」

　刺々しく言い返すと、ハハッと声をあげて白い歯を見せた。歯並びまでいいなんてまったく、どこまで完璧なのか。

　さらに言うなら、なぜ機嫌がいいのかよくわからない。

「そんな風に言い返してくる女も珍しい。同居を願い出たくせに、条件を出したら思い切り迷惑だって空気を隠そうともしないなんてな」

　……嘘、そんなにわかりやすかった？　こらえてたつもりなのに。

　慌てて頰に両手をあてる。一気に恥ずかしさが込み上げてくる。

「いえ、あの、迷惑というかその、私には務まらないというか……所作とかも優雅ではないですし……華道や茶道の経験もないので……」

　言い訳めいたものをしどろもどろに口にすると、目を細め、なにかを企むようにニッと口の端を上げる。

「恋人にそんなものを求めるわけないだろ。そもそも気にするところはそこなのか？」

「気にします、ただの恋人じゃなくて、副社長の結婚前提の恋人役ですよ？」

　当の本人が中身はともかく、外見は完璧な王子様なのだ。どれだけ完璧さを求められるのか気が気じゃない。言い返すと、相変わらずクックッと楽しそうに声を漏らす。

「いや、お前はそのままでいいよ。気に入った」

　その言い方になぜか胸が高鳴った。胸の奥が熱くなる。一体どうしたんだろう。

　なにより気に入られる要素が全くわからない。困惑する私をよそになぜか楽しそうに相好を崩している。

「……念のために伺いますけど、命の危険があるとかないですよね？」

　変な嫉妬に巻き込まれるのはごめんだし、うまい話には裏があるのもよく聞く話だ。身の危険が及ぶような依頼なら、いくら事情があっても全力でお断りしたい。

「当たり前だろ。お前、俺の周囲をなんだと思ってるんだ」

　ムッと不愉快そうに言われる。意外に感情豊かな様子になぜか心が揺れ動く。

「……なにかあったら、俺の全部で守ってやるから心配するな」

　ぽん、と頭を撫でてゆったりした口調で言う。ドキン、と心臓がひとつ大きな音をたてた。頰に熱がたまっていくのがわかる。あくまで恋人役を引き受けさせるために言っているだけだと理解している。

　なのにどうしてこんなにドキドキするの？

　初めて会った時とは似ても似つかない優しい目で見つめられて、目が逸らせない。

「じ、自分の身くらい自分で守れます」

　無理やり絞り出した声は思った以上に弱々しい。

　おかしい、なにをこんなに動揺しているの？　からかわれているだけなのに。

「へえ？　こんな状況になっても？」

　トン、と副社長が私の右肩を大きな手で軽く押す。ポスンと背中が簡単にソファに沈み込む。

　え……？

　仰向けに倒れた目に映るのは、白い天井と私の両肩近くに両腕を置く美麗な面差し。私は今、その腕の中に囲われて閉じ込められている。

「な、なに……？」

　状況が理解できず、ヒュッと息を呑み込んだ。喉がカラカラに渇いていく。

　副社長は屈み込むと、そっと私の額にかかる髪をかき分ける。触れる指先は驚くほど優しく、触れられた場所が燃えるように熱い。

「……逃げられない、だろ？」

　耳元にかたちのよい唇を近づけてそっと囁ささやく。色香を含んだその声に背中にしびれが走る。先ほどの柑橘系の香りが、再び鼻腔をくすぐる。

　漆黒の髪がわずかに頰を掠め、どこか熱を帯びた目が瞬きもできずにいる私をじっと捉える。

「俺なら、女性のお前の力ではどうしようもない事態を防げるぞ」

　そう言って私の両肩をつかんで、そっと抱き起こす。

　ふわりと一瞬だけ抱きしめられた気がするのは、勘違い？

　伝わる高めの体温に身体が強張ってしまう。

「い、いきなりこんなことをする人はいません！」

　声が上ずる。初対面に近い人に押し倒されるなんて、普通はありえない。

　座りながらも後あと退ずさりする私を見て、悪びれもせず肩をすくめる。

「そうか？」

　その余裕の態度が憎らしい。きっと私の顔は今、情けないくらいに真っ赤だろう。

「で、どうするんだ？　この恋人役、引き受けるのか？」

　何事もなかったかのような落ち着き払った態度がしゃくにさわり、副社長をキッと睨みつけた。

「……受けます、やります」

　このまま、この人のいいようにされるのは悔しすぎる。なにより、私には毎日の生活がかかっているんだから。

「それはよかった。じゃあ契約成立だな。ああ、そういえばお前、辞令が出てたな？」

　ふと思い出したように冷静な口調で問われる。こっちはまだ心臓がドキドキしているというのにこの差はなんだろう。

「辞令？　辞令なんて……」

　言いかけて、今朝課長に呼ばれていた一件を思い出す。

「……まさか、あれも副社長の差し金ですか？」

「俺がそんなに暇に見えるか？」

　しれっと呆れたように言い放つこの人に、あなたのスケジュールなんて知りません、と言い返してやりたい。

「だったら、どうして辞令が出ているなんてご存知……」

「秘書から報告を受けたに決まっているだろう」

「では、なぜ子会社の私が、こちらに異動なのかを教えていただきたいんですが」

　できるだけ落ち着いた声を出して話す。この人は私が聞きたい話をわかっていて、わざとはぐらかしている。その余裕がどうにも腹立たしい。

「圭太に推薦されたんだよ。お前なら俺の秘書も務まるってな。まあ、当時はお前を男だと誤解していたが」

　どうやら前々から秘書室に私を転籍させたらどうかと進言していたそうだ。

　……圭太、今度会ったら覚悟しなさいよ。

　心の中で固く誓って、ギリッと奥歯を強く噛む。

　今日だけで幼馴染みに何度翻弄されたんだろう。まったく、とんでもない推薦をしてくれたものだ。なぜ私に秘書が向いているなんて思ったのか甚だ疑問だ。

　あれ？　でも今、とんでもないセリフを言ってなかった？

「あの、俺の秘書とか聞こえたような……？」

　恐る恐る尋ねると、それはそれは魅惑的に口角を上げる副社長がいた。

「退職したのは俺の秘書のひとりだからな、俺に秘書が必要なんだよ」

『俺』を強調するかのように繰り返し言われて、反応が遅れる。

「そ、そんな話は聞いていません」

「今、初めて言ったからな」

　なにか問題か、とでも言いたげな端正な面立ちを睨む。

　どうして、いちいちこの人はこんなに神経を逆撫でする言い方ばかりするの？　私を怒らせて楽しんでるの？

「どうせ秘書室に来たらわかる話だから、いいだろう？　それと性別を勘違いしていたからといって取り消しにはならないから安心しろ。俺は優秀な秘書が来てくれれば、それでいい」

「よくないです。私にだって心構えがあるんです。それに秘書業務未経験ですし、辞退を願い出る可能性だってあるんですよ？」

　辞令なので、いち社員の自分が断るなんてありえない。ただ、悔しまぎれにそう反発すると、「さあ、どうかな」と、笑いを含んだ声で返される。

「大体、秘書が結婚前提の恋人だなんて、公私混同も甚だしい――」

「会社では、あくまでも上司と部下として接しておけばいいだろう。さっきも言ったが。偽装恋人が必要なのは俺のプライベートな場面でのことだ。あちこちで結婚前提の恋人と名乗る必要はない」

「……副社長って、意地悪ですよね！」

　面白がるように軽くいなされて、子どものかんしゃくのようだと思いながらも、悔しまぎれに言い返す。

「そうか？　一応、周囲には王子様みたいで優しい、と言われてるぞ？」

　自分で王子様とか言わないでほしい。誰に対しても物腰柔らかく平等だ、とべた褒めしていた後輩のセリフを今こそ全否定したい。

　どこが、物腰が柔らかいの？　どこが王子様なのよ？　外見は極上かもしれないけれど、ただの嫌味な男性だ。

「……まさかの二重人格ですか？」

　不機嫌さを露あらわにすると、副社長は唖然とした表情を浮かべたあと、クシャリと相好を崩した。

「本当にお前は……圭太の言う通りだな。まっすぐにぶつかってくるし、全く予想がつかない」

「……どういう意味ですか？」

　思わず距離を取っていたことも忘れてにじり寄ると、綺麗な指が私の髪を撫でた。

「今度教えてやるよ。そういうわけだからこれからよろしくな、澪」

　いきなり名前を呼ばれて呼吸が止まりそうになる。思わず目を見開く。きゅうっと胸がしめつけられた気がした。

「な、名前……」

「恋人なんだから当たり前だろ？　じゃあ、俺はまだ仕事があるから戻る」

　そう言って話は終わった、とばかりにすっと立ち上がる。

　諸々の衝撃から立ち直れずに、私はその場にしばらく座り込んでいた。










波乱の幕開け




　今日一日で状況が信じられないくらい、がらりと変わってしまった。目の前に広がる夜景が揺らいで見える。

　そもそも、なんでこうなってしまったんだろう。

　すべては二ヵ月ほど前、梅雨入りしてしばらく経ったあの日、父のひと言から始まったのだ。




＊　＊　＊




　仕事を終え、帰路につく。会社の最寄り駅である新宿駅までは徒歩十五分ほどだ。ここから自宅の最寄り駅までは電車を乗り継いで一時間以上はかかる。

　私は、父方の祖父が先祖代々の土地に建てた二階建ての住居に、両親とともにつましく暮らしている。兄の凪は同い年の妻である瑠る香かさんと二歳になる息子の昌あきらくんと三人、実家近くのマンションに住んでいた。

　帰りの電車はいつものごとく混雑していて、私を含め乗客のほとんどは濡れた傘を手にしている。周囲の人に当たらないように、赤いストライプ柄の傘を自身の身体に引き寄せる。

　車窓からは雨に濡れた街並みが見えた。雨粒が容赦なく窓ガラスを叩いている。

　こんな時、電車を何本も乗り継ぐ必要もない場所に住んでいたら楽だろうな、とつくづく思う。その瞬間、好条件の場所でひとり暮らしをしている同い年の幼馴染みの姿が脳裏に浮かんだ。

　圭太の実家と私の実家の距離は徒歩五分もかからず、生まれた時からずっと一緒に育ってきた。もっとも、あちらは土地の名家で旧家、我が家はそこに古くから住んでいるだけ、だけど。

　ホテル業界で知らない人はいない、佐久間グループのひとり息子の彼はいわゆる御曹司だ。きっと幼馴染みでなければ会話すらできなかっただろうと大人になった今、つくづく思う。

　社会人になった今も付き合いは健在で、食事の約束をした時など、わざわざ会社まで迎えに来てくれる。そのせいか以前、佳奈ちゃんに『澪さん、佐久間さんの花嫁候補なんですよね？』と、目をキラキラさせて聞かれたのは苦い思い出だ。

　私たちの間に色恋沙汰は全くない。男性として意識したことすらない。おそらく圭太も同じような考えを持っているはずだ。幼い頃から一緒にいすぎているせいか、お互いをそういう対象には考えられない。むしろ姉弟のような感覚だ。

　人当たりもよく、容姿も整っている幼馴染みは、恋と疎遠な私とは対照的にとにかくモテる。そのせいで、小さい頃からそばにいる私は何度もとばっちりを受けている。

　幼稚園から高校までともに進学し、さらには一緒に通学していた私を、恋人だと勘違いして逆恨みする女の子は大勢いた。進学した学校がすべて同じだったのは偶然だし、通学時間や通学路が重なってしまうのは私のせいではない。

　圭太の恋人はいつもころころ変わる。基本的に熱しやすく冷めやすい幼馴染みは、相手に興味がなくなればすぐに別れる。高校生の頃からその繰り返しで、本気で恋をしたなんて話はいまだ聞いた記憶がない。

　そういう私も恋愛事からはずいぶんと縁遠い。ここ数年、恋人と呼べるような特別な存在はいない。

　最後に付き合ったのは三年ほど前だ。当時の恋人は趣味や友人との付き合いをなによりも優先し、ふたりで会う時間を捻出するのもひと苦労だった。直前の予定キャンセルは当たり前で日増しに小さな諍いが増え、深まっていく溝を埋められずに別れた。

　最寄り駅に到着して、改札を出ると星の見えない真っ暗な夜空が見えた。いまだ雨はやむ気配がない。

　傘をさし、水たまりを避けて自宅までの道をゆっくり歩く。駅からは徒歩十分もかからない。駅前には幼い頃から通い慣れた商店街があり、遅くまで営業している店舗の照明が夜道を仄ほのかに明るく照らしてくれている。

「ただいま」

　古くなり幾分重たくなった玄関の引き戸を開けると、少し軋きしんだ音がした。

「おかえりなさい。お父さんもさっき帰ってきたの。一緒に食事をしましょう。話したいことがあるのよ」

　玄関で迎えてくれた母がおっとりとした口調で言う。父は大手食品会社に勤務している会社員だ。

「そうなの？　じゃあ急いで着替えてくる」

　そう言って玄関から続く廊下をまっすぐに進み、突き当りにある階段を上がる。私の部屋は二階で、階段を上り切ってすぐ右横。

　自室に入り、バッグを机の上に無造作に置く。部屋着のワンピースに素早く着替えてダイニングに向かうと、父はすでに四人掛けの食卓についていた。父の真向かいに座りながら、「ただいま」と声をかける。

「おかえり、澪。雨は大丈夫だったか？」

　父が目を優しく細めて言う。頷きながら母の支度を手伝ってから夕食を食べ、ガラスコップに入った冷たい麦茶に手を伸ばす。

「この家を建て直そうと思うんだ」

　母が自身の左隣に腰を下ろしたのを確認した父が、唐突に言った。

　建て直す……改築？

　この家は築六十年以上は経っているので、改築は賛成だ。

「いいんじゃない？　水回りとか小さなリフォーム工事はしてたけど、さすがにいろいろ古くなってきているから」

「そうなの。階段も勾こう配ばいが急だし、今後、二階に上るのが大変になるかもしれないでしょ？　それでね……」と、母が目を輝かせて言い放つ。

「どうせ建て直すなら二世帯住宅にしようと思うのよ」

　……二世帯住宅？　確かに庭をなくして、一戸の家の規模を今より少し小さくしたら不可能な話ではない。

　でも、それよりも、まず確認したい事案がある。

「ええっと、誰と住む二世帯住宅なの？」

「もちろん、お父さんと私と凪たちよ」

　母が当たり前でしょ、と言わんばかりの表情を見せる。

　お兄ちゃん？　なんでいきなりお兄ちゃんの話が出てくるの？

「ちょっと待って、どうしてお兄ちゃんなの？　私はどうなるの？」

「澪はいずれ嫁ぐだろ」

　父が落ち着いた声で返す。

　どうしてそう言い切れるのか、心底教えてもらいたい。嫁ぐ予定も、そもそも娘に現在、恋人すらいないと、わかっているはずだ。

「そうよ。一緒に暮らしてもいいけど、そろそろひとり暮らしをしたらどう？」

　満面の笑顔で勧められる。

　……もしかして、私、実家を追い出されそうになってる？

「なんで、そんな話になるの？　お兄ちゃんは結婚して、ほかの場所に住んでるんだから、わざわざ二世帯住宅にして呼び戻さなくたっていいでしょう」

　兄一家の住むマンションは、この家から自転車で十五分ほどの距離にある。

「凪は、今の住まいがもうそろそろ更新の時期で、手狭になってきたから引っ越しを考えているらしいんだ。私たちも建て替えを検討していたし、今後なにかあった際に近くにいたほうがお互いに便利で安心だろう。ここなら家賃も必要ないし」

　父はニコニコと機嫌よく話す。

　もっともだし、理にかなった話だ。とはいっても、いきなり二世帯住宅だなんて、瑠香さんが嫌がるはずだ。

　脳裏にいつも朗らかな義姉の顔が浮かんだ。すると、私の考えを読んだかのごとく母が言う。

「瑠香さんはとても喜んでくれていたわよ。職場に近くなるし、保育園がお休みの時は私が昌ちゃんを預かる予定なのよ」

　……そうだった。我が家の嫁と姑は、昔からとても仲が良かった……。

　ガックリとうなだれる。

　義姉は保育士をしているため多忙だ。自身の保育園で昌ちゃんの預かりは不可なので、毎日少し離れた保育園に預けていると聞いた記憶がある。

　だとしたら……このままでは、とても肩身が狭いのは私だけではないだろうか。

　こうなるともう、嫌な予感しかしない。

　昔から兄は結婚願望がとても強い人で、就職したらすぐに結婚したいと学生時代から口癖のように言っていた。対する私は学生時代から、兄ほど結婚に夢を見ていなかったので、圭太にはよく両極端な兄妹だな、と呆れられていた。

　同居になったら、間違いなく四六時中結婚を勧められる。今でさえ顔を合わせるたびに言われるのだから。

　最悪だ……。下手をしたら、お見合い話さえ持ってきかねない。

　嬉しくない予感にサーッと身体中から血の気がひく。

「基本的な図面はできてるの。全面的に取り壊すつもりだから、引っ越し準備を早めにしておいてほしいのよ」

　母の嬉々とした言い方から、この計画がずいぶん前から立てられていたと思い知る。

「どうしてもっと早くに言ってくれなかったの？　せめてひと言相談くらいしてくれたって……」

　仏頂面で睨むと、向かい側で並んで座る両親は穏やかに言う。

「話したら絶対に反対するでしょ。いい機会だし、そろそろひとり立ちを考えなさい。亜由美ちゃんもひとり暮らしをしてるんだから」

「亜由美は勤務体系がシフト制で不規則だし、退社時間も夜遅くてなにかと不便だからって言ってたわよ。私とは事情が違うじゃない」

「でもひとり暮らしをしている事実に変わりはないでしょう。ああ、それと新居が完成するまでの仮住まいは、この図面のマンションになるから」

　もう仮住まいの場所まで決まってるの？

　両親の用意周到さに舌を巻く。差し出された紙には仮住まいとなるマンションの詳細が記載されていた。目を通して、驚きの声をあげてしまう。

「ここからずいぶん離れてるじゃない！　この住所だと駅までバスに乗らなきゃいけないし、しかもこの路線ってバスの本数がすごく少なくなかった？」

　仮住まいのマンションは、近くに大きなショッピングモールがあるので、通勤などで駅に出る必要がない人には便利な物件だ。

　だが、このマンションから職場に通うとなると、バスの時間も含め、二時間以上はゆうにかかってしまう。今でも通勤時間が長いと感じているのに、苦痛以外のなにものでもない。

「ここしか空きがなかったんだから、仕方ないでしょ。それに、佐久間さんのおかげで好条件で貸してもらえたのよ。建て直している間だけの住まいなんだし、多少の不便は我慢してちょうだい」

　会話に出てきた名前に即座に反応する。用紙には『佐久間グループ管理物件』との記載があった。

　……まさか圭太、この話を知っていたの？　なんで教えてくれないの。

　嫌な推測にギリッと奥歯を噛む。

　この状況では、ひとり暮らしをする以外の選択肢がない……けれど、いざひとり暮らしをするとなると、お金もかかるし家事スキルも必要になる。家事スキルは練習すればなんとかなる可能性は高いが、お金はすぐには増えない。就職してから少しずつ貯金しているとはいえ、潤沢にあるわけではない。

　できるだけ職場に近い場所に住みたいけれど、家賃はどれくらいなのだろう。引っ越し費用や生活費は、どの程度必要になるのだろう。

　……頭が痛い。どうして、こうも唐突なの？

　もはや、この鬱憤を誰に伝えていいかわからず、両親への挨拶もそこそこに自室に引き上げた。背後から母に「三ヵ月以内にはマンションに引っ越すわよ」と声をかけられたけれど、返事をする気力はすでにない。




　自室に入り、ドアを閉め、ごろんとベッドに横になった。真上に古い木の低い天井が見えた。

　両親の主張は一理ある。この自宅は設備も老朽化しているうえに冬は寒いし、夏はとても暑い。

　断熱材ひとつとっても、現在の我が家の設備より優れたものがたくさんあるはずだ。さらに兄夫婦がすぐ近くにいてくれたなら、いろいろな意味で両親も安心するだろう。

　ふと思い立って起き上がり、バッグに入れっぱなしになっていたスマートフォンを取り出して幼馴染みに電話をかける。

　現在午後十時前。多忙な圭太もさすがに帰路についているだろう。

『澪？　こんな時間に珍しいな』

　呼び出し音数回で圭太が出た。明るい低音が響く。ザワザワと人の話し声が聞こえるが、まだ外にいるのだろうか。

「圭太……私、絶体絶命なんだけど」

　神妙な声で呟くと、幼馴染みの声が真剣なものにがらりと変わった。

『どうした!?　なにかあったのか？　今どこにいるんだ？』

　どうやら心配してくれる気持ちは変わっていないようで、ホッとする。

「自分の部屋にいるわよ。まだ帰ってないの？」

『今、マンションのエントランスに入った。それより絶体絶命ってなんだよ？』

　途端に周囲の喧騒の音が消えて、声がはっきりと届く。

「この家、建て直すってさっき言われたんだけど」

　不ふ貞て腐くされたように口にすると、安心したように息を吐く音が聞こえた。

『ああ、その話か。そういや、母さんがおばさんからマンションの相談を受けたって言ってたけど……今回は本気だったんだ』

「本気も本気で、二世帯住宅にするって言われたの。知ってたなら教えてくれてもいいのに」

『二世帯住宅？』

　素っ頓狂な声をあげた圭太の反応に、もしや知らなかったのかもしれないと思った。

　よくよく確認すると、建て替えとマンションの相談を受けたという部分だけを聞いていたそうだ。それらについては以前から時折出ていた話なので、気にとめなかったという。先ほどの両親との会話を伝えると、さらに驚いていた。

『……それはまあ、思い切った話だけど、その家の具合からすれば必要な措置だな』

　冷静に返事を返された。私も同感なので全面的に反対ができない。それに両親と兄夫婦が近い場所に住むのは、将来を考えるといいことだ。

　おそらく、今回の件で切羽つまっているのは私くらいだ。

　建て替えた実家に暮らすとなれば、兄からの〝結婚しろ〟攻撃と仮住まい期間中の通勤問題に直面する。ひとり暮らしを選択すると、金銭面、生活スキルと引っ越しなどの手間や時間的な面で苦労する羽目になる。

　どっちを選択してもあまりいい結果にならない。

「……せめて亜由美と暮らせたらよかったな」

『澪と同居したら、彼氏が来にくくなるだろ』

　冷たく言い切られて返答に窮する。亜由美と隼人くんの休日はなかなか合わないので、どちらかの家で過ごす時間が圧倒的に多い。その邪魔はできない。

　再び頭を抱えた。電話の向こう側からガチャリとドアを開ける音がする。どうやら自宅に着いたようだ。

「……おかえり、お疲れさま」

『ただいま、ありがとう。なあ、澪。俺、お前の力になれると思うぞ』

「……どういう意味？」

　思わずベッドに座り込んでいた体勢を整える。

『俺も近々異動になりそうなんだよ。で、この家が空き家になるんだ』

　淡々と言う圭太。

　空き家になるって……引っ越すの？

「関西や九州にでも転勤するの？」

『いや、アメリカ。まずはロサンゼルス』

　あっさりと言われて驚く。

「アメリカ!?　海外じゃない。なんで、そんなところに急に行くの？」

『急じゃないんだ。前々から海外の支社に行くようには言われてたんだよ。もちろん業務上で必要な措置だけど、なにより今後の勉強にもなるからさ』

　迷いなく話す幼馴染みの声はどことなく大人びていて、まるで知らない男性のようだった。

　こういう時、圭太はやはり御曹司で跡継ぎなのだなと思う。自分がなすべきことや責任をきちんと理解している。

　普段は私の心配をしてくれたり好みの女の子の話をしていたりで、そんな素振りは一切見せないけれど、有能さは長い付き合いで嫌というほど知っている。

　早ければ、再来月中にはアメリカに赴任する予定らしい。つまり現在暮らしているマンションが空き家になるので、住む人を探していると言う。

「そこ、賃貸でしょ？　どうして圭太がわざわざ次の借り手を探す必要があるの？」

　素朴な疑問が湧く。確か圭太は今のマンションに去年引っ越したばかりのはずだ。大学卒業と同時にひとり暮らしをしている幼馴染みは、これまでに何度か引っ越しをしている。

『ここ賃貸じゃないんだ。同じ会社に勤務している大学時代の先輩が持ち主で、海外赴任中だから借りてるんだ』

「そうなの？　知らなかった」

　圭太は日本で一番難しい国立大学を卒業している。

『家って人が住まないと傷むだろ？　先輩が帰国する時に自宅に置いたままの服とか書類とかを取りに来る場合もあるから、留守を預かるような感じで住んでるんだ。……もっとも、俺も出張が多いし、先輩も多忙だから、実際に会うのは年に数回もないけどな』

　確かに圭太はよく出張で全国津々浦々を訪れている。そのため私も学生の頃ほど、会っていない。

「それで代わりに住んでくれる人が必要なんだ」

『そう、ちょうどよかったよ。澪なら安心して引き渡せるし』

　機嫌よく言われて、段々気持ちが上向きになってくる。――でも、ちょっと待って。圭太の住んでいる場所って都内の一等地だよね？

　過去に一度だけ亜由美と遊びに行った時の記憶が蘇よみがえる。

　今の職場から乗り換えなしの山手線で一本、しかも駅から徒歩五分もかからない。マンションの隣に建設された商業施設内には高級食材を扱うスーパーマーケットもあったはずだ。

　そんな便利かつ立派なマンションの家賃は、一体どれくらいするのだろう。分譲だったとすれば、幾らの物件だったんだろう。考えるだけで恐ろしい。

「……ねえ、そこの家賃は？　言っておくけど私、そんなにお給料高くないし、貯金だってないよ？」

　幼馴染みは私の懐事情をもちろん知っているだろうけど、念のため口にする。

『ああ、それは大丈夫。俺、家賃支払ってないから。光熱費と管理費だけでいいって言われてる』

「ええっ？」

　そんな超高級物件に実質的な家賃無料で住めるなんて、もしかしたらすごく運がいいかも？　これはもう、運命の神様が味方をしてくれているとしか思えない。

『とりあえず先輩に話してみる。そのあと連絡するから待ってろ』

　穏やかに話す圭太の声に、心を弾ませながらスマートフォンを耳にあてたまま何度も頷いた。明るい希望が持てて、ご機嫌な気持ちで眠りにつく。

　その日の夢は、超高級マンションで悠々自適に暮らすという、なんとも素敵なものだった。




　翌日の夜遅く、いつもと同じ時間帯に帰宅し、夕食も入浴も終えて自室で雑誌を読んでいると圭太から電話がかかってきた。

「お疲れさま。もう家にいるの？」

『ああ。ついさっき帰ってきた。澪もお疲れさま。昨日の件なんだけどさ、今日先輩と運よく話ができたんだ』

　どうやらその先輩、偶然にも今日の昼に帰国をしていたらしい。会社で会った際に、私の事情も含めて話をしたところ、圭太の幼馴染みならと快諾してくれたらしい。

「本当に？」

『タイミングがよかったんだ。先輩の今日の予定にキャンセルがあって、話す時間を取ってもらえたから。俺は信用もあるし』

　少し得意げに言う。どうやら圭太同様にその先輩は多忙な人のようだ。

「ありがとう、圭太！　本当に助かるよ」

　持つべきものは優秀な幼馴染みだ。

『それでどうする？　一度きちんと部屋を見に来るか？　通勤時間と周囲の環境の確認も必要だろうし、部屋の設備についても教えたいから。そのあと、この部屋でひとり暮らしをするか、決めたらどうだ？』

「うん、ぜひそうさせて。両親には話をしておくから」

　それから会う日を決めて、通話を終えた。そのあと、まだ起きている両親に話をすべく、階下に向かう。

　先日と同様に両親と食卓に向かい合って座り、先ほどの話を伝えた。両親、特に母は昔から圭太に全幅の信頼を寄せているので、私以上に賛成して安心していた。

「圭太くんが、澪をお嫁さんにもらってくれたらいいのに」なんて、意味のわからないセリフまで口にしていた。

　父はひとり暮らしを勧めたものの、やはり心配なのか、二世帯住宅にはなるけれどそのマンションが不服なら実家暮らしのままでかまわないから無理をするな、と言ってくれた。

　とりあえずは部屋を下見させてもらって決めるという方向で家族の意見は一致した。兄一家にはそのあと、話をするつもりだ。




　約束をしていた日曜日になり、マンションに向かう。

　暦通りに休日がある私とは違い、圭太は、日曜日は休日だが、土曜日は出勤の場合がある。ごくまれに日曜日も仕事が入りドタキャンされるケースがあるので、今日はきちんと休みを確保してもらっていた。

　マンションの最寄り駅の改札前まで迎えに来てくれている幼馴染みの行動は予想通りで、自然と眉尻が下がった。

　実家の事業を将来担う存在の圭太は、学業や習い事に幼い頃から忙しかった。彼のご両親はとても温和で、私たち兄妹をよくお屋敷のような家に招いてくれた。圭太の勉強や習い事が休みの時は三人でともに遊び、本物の兄弟のように時には喧嘩もしつつ、仲良く育ってきた。

　小さい頃の圭太は些さ細さいな出来事にすぐ泣いて、ひとりで習い事教室に行くのすら怖がっていた。そのため、私はいつも自主的に付き添いや送り迎えを買って出ていた。

　中学生くらいになると立場は逆転して、どこかに外出する時などひとりで大丈夫と言っても、大抵自宅まで迎えに来てくれていた。

　大きな柱にもたれて立っている長身の幼馴染みを改めて見つめる。相変わらず容姿が整っている圭太は、周囲の女性たちから注目の的となっていた。

　サイドをすっきりさせたマッシュスタイルの髪型に今日は大きめの黒縁眼鏡をかけている。朝からあいにくの小雨が降っているため傘を持ち、色の抜けたデニムにベージュの襟付きシャツというラフな装いがとてもよく似合っている。

「圭太」

　改札を抜けながら名前を呼ぶと、手を振ってくれた。途端に周囲の女性の無遠慮な視線が突き刺さる。

『私は、ただの幼馴染みで、彼女ではありません！』

　周りに大声で叫んで否定したい。それにしても、最近ふたりで会う機会はあまりなかったので、この痛い視線を浴びるのは久しぶりだ。

「迎えに来てくれてありがとう。これ、お土産」

　そう言って、圭太が幼い頃から好きな洋菓子店のプリンが入った紙袋を手渡す。圭太は甘いものが好きなのだ。

「ここのプリン、久しぶり。ありがとう」

　嬉しそうに口元を綻ばせる姿や嗜好も、昔と変わらない。泣き虫で寂しがりやだった記憶は懐かしくも鮮明で、そのせいかお互いに成人しても幼馴染みはどこか弟のように思えてしまう。

　百八十センチ以上はあるであろう圭太と並んで歩く。幸いにも雨はやんでいた。さりげなく車道側を歩いてくれる心遣いも変わらず、温かな気持ちになる。

　道すがら周囲の施設、営業時間など、自身がここに暮らして得た知識を教えてもらう。やはり周囲は店も多く、駅の雰囲気も明るく、人通りも多い理想的な環境だった。夜も街灯が多いので明るいそうだ。

「……やっぱりすごいね……」

　マンションのエントランスに着いて、思わず感嘆の声をあげてしまう。

　以前の微かな記憶通り、驚くほど豪華な物件だった。エントランスの前に敷かれた石畳、そこを囲むように植えられた植栽は青々とした葉を茂らせ、色鮮やかな花を咲かせている。

　マンションの外観は落ち着いた赤茶色のタイルで、エントランスは一面ガラス張り。センサーによって触れもせずにオートロックが解除され、足を踏み入れた広い空間には、革張りのソファや大ぶりの花瓶が置かれている。

　高い天井と壁には木の装飾があり、とても上品だ。

「まあな、都内のこの場所に、わざわざタワーマンションではない集合住宅を建設したくらいだから」

　眉尻を下げる圭太。高さが足りないとか眺望や日当たりが悪いというわけではない。周囲を植栽や駐車場で使用し、広い敷地を有しているため、日照を遮られる心配は全くない。

　都内の一等地に、よくこれだけの場所があったなと感心する。

　このマンションは八階建てで部屋は最上階。しかもワンフロアすべてが彼の部屋。一階のエレベーターホールももちろんゆったりとしていて、自宅の鍵を持っていないとエレベーターに乗れないという、徹底したセキュリティぶりに驚くしかない。

　実際に自分が暮らす前提として見学すると、恐れ多くなってしまう。部屋のなにかを破損したら、弁償できる気がしない。私の怯えを察したのか、自宅の玄関ドアを開けてくれた幼馴染みが肩をすくめる。

「そんなに緊張しなくて大丈夫だって。澪が遥さんと住むわけでもないんだし」

　遥さん？　家主は女の人なの？

「お名前、遥さんっておっしゃるの？」

　まさか彼女とかじゃないよね？

「うん、九重 遥さん。俺たちの二歳年上で仕事もデキるし、憧れの先輩なんだ」

　圭太がここまで人を褒めるなんて珍しい。きっと素敵な人なんだろう。

「その人に恋人はいるの？」

　圭太の恋人なの？と直接的には尋ねにくいので、婉曲的に質問する。

「恋愛より仕事、の人だからな。婚約者候補は山のようにいるって話を以前に聞いた気がする」

　興味がなさそうに曖昧な答えをくれる。

　その口ぶりから察するに恋人ではないのか。でも、遥さんはどうなんだろう？　恋愛感情はないのだろうか？　同じ会社で部屋も貸してる仲だし……けれども今日まで『遥』なんて女性の名前は、幼馴染みから聞いた記憶がない。

「圭太は遥さんと仲が良いの？」

　ふたりの関係をどう表現するのが正しいのか悩みながら、おずおずと尋ねる。

「それなり、かな。今は直接的ではないけど、一応上司だから」

　そっか、上司……あれ？

「……まさか、遥さんって九重家の人？」

「当たり前だろ。今頃気づいたのか？」

　無言で頷くと呆れた表情を見せる。九重家の人ならこの豪華なマンションを購入していても不思議ではない。

「そもそもこのマンション、九重グループが開発、分譲したものだぞ」

　……知らなかった。まったく……どれだけ巨大なのよ。

　自身の知識のなさに落ち込むが、それも仕方ないと思う。

　圭太のお父さんと九重グループの社長は古くからの友人同士だそうだ。その縁もあり、修行の意味も込めて自社ではなく、九重グループへの就職を息子に勧めたらしい。

　とはいえ、一般人の私には幼馴染みを含めた御曹司の話なんて雲の上の世界すぎて見当もつかない。そもそも、九重グループの社長や御曹司に拝謁する機会もない。

　九重グループ関係者の氏名なんて、会長や社長を務めている方しか知らない。それすら過去に圭太に教えてもらったくらいなのだから。

「まあ、とにかく。ちょっと散らかっているけど部屋を見ろよ。基本的な家具家電は全部遥さんのものだから、そのまま使用可能だし、設備の説明もするから」

　そう言われて、恐る恐る足を踏み入れる。玄関は真っ白でマンションとは思えないほど広い。案内されるがままに見学していく。

　玄関脇の壁には等身大の鏡に、シューズインクローゼット。玄関を入ってすぐに二部屋があり、長い廊下の途中にも二部屋。ほかにはトイレに浴室、その隣には納戸のような部屋まであり、廊下の突き当りがリビングとダイニング。リビングの大きな窓からは、都心にもかかわらず緑の美しい眺望が広がる。

　今日はあいにくの天気だが、採光をよく考えたつくりになっているせいか、部屋はかなり明るい。そして、とにかく豪華で広い。

　玄関を入ってすぐの二部屋は遥さんの部屋で、荷物などが置かれているらしい。ここに泊まる日もあるという。家主である遥さんは部屋の鍵を持っているし、当然ながら入室を許容しなくてはいけない。その際には事前に連絡をくれるそうだ。

　基本的に友人といった他人の入室は禁止だが、許可された場合は可能。以前、私と亜由美が入室できたのも、圭太が事前に申告したから。

　掃除が苦手な圭太は、遥さんの指示でハウスキーパーさんをお願いしていたという。

　そういった細かい特殊な取り決めがあるためか、家賃は無料になっているのだとか。

「つまり、ひとり暮らしだけど完全なひとり暮らしではない、ってこと？」

「ああ。でも、澪の私物に勝手に触れたりはしないし、私生活について口出しもしない。もちろんお互いの自室には無断で立ち入らない。家具家電を増やす場合や、遥さんのものを処分する時は許可がいるけど」

　要するに、他人である遥さんの出入りを許容できるかどうかの問題よね？　圭太の信用する憧れの女性なわけだし……あまり気にならない。

　それよりも、光熱費と管理費だけでいいというのは魅力的すぎる条件だ。しかもこんなに豪華な物件。この機会を逃したら、二度と住めないだろう。

「了解。ぜひここに住まわせていただきたいです」

　頭を下げると、圭太が嬉しそうに言う。

「よかった、じゃあ早速、報告しておく。ああ、それとこの部屋の持ち主については他言無用にしてほしいんだ」

　不意に神妙な顔つきで言われた。

　どうしたんだろう、なにかあるのだろうか？

「もちろんそれはかまわないけど、どうして？　うちの両親にはすでに話してしまったんだけど……」

「おじさんとおばさんや凪さんたちは、かまわないよ。でも一応、口止めしてもらえるかな。遥さんはとにかくモテるうえ、九重グループの人間だろ？　熱狂的なファンというか自宅を知りたがっている人が多くてさ」

　困ったような幼馴染みの口調に、合点がいく。

　ひとり暮らしの女性の家に、見知らぬ人が訪ねてくるのは怖い。たとえ訪問相手が女性であったとしても。配達などの正当な理由のあるものではなく、ファンだというだけで押しかけられるのも怖いし、ほかの住民に迷惑にもなる。

「だから万が一、マンション付近で遥さんについて誰かに質問されても『知らない』と言ってほしいんだ。それが直接の理由ではないけれど、そういった出来事が引き金になって、引っ越しも数回してるから」

　そんな経験があるなら、自宅の場所を隠したくなるのも当然だろう。元々、遥さんは幾つか物件を所有していて、そのうちのひとつに自身が住んだり貸したりしていたらしい。中には売却しているものもあるという。

　熱烈なファンがいるなんてすごいと思うけれど、節度もなく追い回されると大変だ。

「任せて。もし怪しい人が来ても撃退するから」

　力強く返事をすると、「それは危ないからいい」と真剣な面持ちで断られた。




　そのあと、設備の説明やごみの出し方などを教えてもらった。

　圭太の部屋の片隅には幾つかの段ボール箱が置いてあり、渡米準備をしているのだなと少し寂しくなった。

「俺の引っ越し日が決定したら連絡するよ。その前に澪が自身の荷物を運んできてもかまわないし、そこは任せる。おそらく遥さんからは、今説明した件を確認するための契約書の提出を求められると思う」

　少し申し訳なさげに言われた。きっと細々した契約という部分を気にしてくれているのだろう。

「大丈夫、きちんとサインするから。あとになっていきなり高額な家賃を請求されたり、追い出されても困るもの」

　わざと茶化すように話すと、安心したように幼馴染みは眉尻を下げた。契約書は遥さんから預かって、後日圭太が郵送してくれるらしい。

「追い出される心配は不要だよ。遥さん、しばらくは海外生活が続くだろうから」

　幼馴染みの返答に、私は小さく安堵した。




＊　＊　＊




　リビングのＬ字型ソファの上で、懐かしいとも言いがたい出来事をいろいろ思い返していたら、頭がくらくらしてきた。緊張が解けて少し気が抜けたからだろうか。身体が重たいし、若干だが寒気もする。仮眠して、それからお風呂に入ろうか。

　そう考えたのを最後に記憶がぷつりと途切れてしまった。




　額に触れる誰かの手の感触に安心する。そっと大切に頭を撫でられている気がする。ずっと感じていたはずの寒気は和らいで、なにか食欲をそそるいい香りが漂っている。

　ゆっくりと重たい瞼まぶたを少し開けると、目の前に大きな手の平が見えた。

　誰の手だろう。

「……圭太？」

　無意識に幼馴染みの名前を呼ぶと、低い声が耳に届いた。

「残念だが、圭太はここにはいない」

　素っ気ない言い方に瞬きを数回繰り返すと、端正な面差しに不機嫌な表情を貼りつけた副社長が眼前にいた。私の額の上には大きな手が乗せられている。

「な、なんで、ここに副社長が……？」

　近すぎる距離に思わず声をあげると、喉の奥が微かに痛んだ。周囲に視線を彷さ徨まよわせると、ここは八畳ほどの広さがある私の部屋だとわかった。

　見覚えのある家具類と、ふたつの大きな窓にかかる淡いミントグリーンのカーテンが目に入る。なぜか私は自室のベッドの中にいた。

「どうしてベッドに……？　私、確かリビングにいて……」

　その続きを全く思い出せない。考えようとすると頭に鈍い痛みが走る。起き上がろうと身体を起こしかけたら、今度はくらりと目め眩まいに襲われた。

「危ない、まだ熱が下がっていないんだ。無茶をするな」

　後ろに不安定に傾きかけた身体を、がっしりとした腕が受け止めてくれる。ふわりと漂う柑橘系の香りになぜか鼓動が速くなる。

　彼はゆっくりと、私の身体をベッドに横たわらせてくれた。口調も表情も厳しいのに、その手は驚くほど優しい。

「お前は、リビングで熱を出して倒れていたんだ」

　屈み込んで私の顔を覗き込みながら、淡々と抜け落ちている記憶を補ってくれる。自室から飲み物を取りに出てきた副社長は、ソファの近くで倒れている私を見つけ、部屋まで運んでそばについていてくれたそうだ。

　にわかには信じられない事実に言葉を失う。

　副社長に運んでもらうなんて……。

「一応、お前が眠っている間に知り合いの医者に診てもらった。発熱は疲労の蓄積によるものだろうとの見立てだ」

「……そうですか……すみません……」

　自分が驚いているのはわかるが、どこか他人事のような気もする。熱のためか頭がうまく回らない。

　深夜、自室まで運んでもらって、往診までしていただいたなんて、どれほど迷惑をかけてしまったのだろう。いくら家主とはいえ、赤の他人である私のために、ここまでしてくれるなんて……。

　その事実に胸がいっぱいになると同時に謝罪の気持ちが込み上げる。

「ご迷惑をおかけしてしまって本当に申し訳ありません。ずっと看病してくださっていたんですよね？」

　壁掛け時計の針は午前五時半をさしていた。リビングで話し合っていた時刻からずいぶん時間が経っている。部屋の中央にある小さめのテーブルの上には体温計と薬や水、冷却ジェルが置かれていた。

「謝らなくていい。澪が悪いわけじゃない。……急激な環境の変化に疲れてしまったんだろう。追いつめるような真似をしてしまって悪かった」

　ほんの少し気まずそうに言われて目を見開いた。当たり前のように『澪』と呼ばれて胸の奥がなぜかくすぐったくなる。

　……もしかして私が熱を出した責任を感じているの？　自分が言い出した条件や辞令のせいだと思ってるの？

「どうして副社長が謝るんですか。今回の件は、完全に私の体調管理の未熟さが招いたものです。気になさらないでください。お疲れのところ看病してくださってありがとうございます」

　小さな声で精一杯の感謝を告げると、副社長は困ったような顔をした。そんな表情を目にしたのは出会ってから初めてだ。

「それでも、その直後に倒れたんだから、俺の態度が引き金になったことにかわりはないだろう」

　きつい口調とは裏腹に副社長の表情がつらそうに見えるのは気のせいだろうか。

　まさか大企業の御曹司である彼がつきっきりで看病してくれるなんて思わなかった。数時間前に出会ったこの人は、外見こそ極上だが、傲慢で自分勝手な冷たい人だと思っていた。

　けれど私を見下ろす目には、今もわずかに心配の色が浮かんでいて、綺麗な面差しには疲労の色がにじんでいる。

　無理もない、副社長は確か帰国したばかりのはずだ。自身のほうが何倍も多忙で疲れているはずなのに、私を気にかけてくれている。

　心の中に表現しがたい温かな気持ちが広がっていく。

「澪、どうした？」

　急に黙り込んだ私を、訝しむように声をかけられた。

　いけない、こんな調子ではさらに心配をかけてしまう。

　出会った頃に感じた威圧感や冷淡さは、もう気にならなくなっていた。

「いえ、あの、診察していただいた料金は後日お支払いしますので……」

　慌てて話題を変えると、なぜかきつく睨まれた。

「必要ない。知り合いの医者だと言っただろう。病人が余計な気を回さなくていい」

　でも、と反論しかけて副社長の鋭い眼光に、開きかけた口を一旦閉じる。

「あ、あの、もう大丈夫なので、どうぞお休みになってください。本当にありがとうございました」

「いや、目が覚めたらなにか食べさせるように医者に言われている。お粥かゆを作ってみたから少しでも口に入れろ」

「お粥、ですか？」

　お粥って……副社長が？　私のために作ってくれたの？　……圭太なんて料理は全くできないのに。

「……初めて作ったから味の保証はしかねるが」

　眉間に皺を寄せて言う副社長に思わず頰が緩む。この人が初めての手料理を披露する相手になれて嬉しいと素直に思った。

　よく見れば、長い指には絆ばん創そう膏こうが巻かれ、ヤケドしたようなあともある。

　……もしかして、怪我をしたの？　そんなに一生懸命作ってくれたの？

　目にした事実に胸の奥が熱くなって言葉が出てこない。泣きたいような、笑いたいような、表現しがたい気持ちが込み上げてくる。

「用意してくるから待ってろ」

　素っ気なく言って部屋を出ていく後ろ姿に、なぜか胸が震えた。

　本来の副社長はとても温かく親切な人なのかもしれない。幼馴染みが目標とするほどの人物なのだ。そういえば、圭太は昔から人を見る目がある。

　この人と一緒に暮らす日々は、もしかしたら楽しいかもしれない。毎日起こった出来事や悩み事も相談したりして、寂しさも感じないかもしれない。

　ふと、頭の中に浮かんできた考えに自分でも驚く。

　こんなのはおかしい。

　さっきまでこの同居には不安しか感じていなかったのに、一体どうしたんだろう。熱があって、身体の節々も痛いのに、どうしてこんなにも穏やかな気持ちになっているんだろう。

　しっかりしなくては。これはお互いの利益を追求した期間限定の同居なのだ。ずっと続くわけじゃないし、副社長にはいずれ本物の恋人だって現れる。

　きっと思いがけない姿を目にして焦ってしまっただけ、久しぶりに熱を出してしまって気弱になってしまっているだけよ。

　力の入らない指を小さく握って、自分自身に何度も言い聞かせる。

　ふう、と大きなため息をつくと、副社長が部屋に戻ってきた。手には小さな土鍋とお茶碗などが載せられたお盆を持っている。そういえば土鍋を台所の棚の片隅で見かけたな、と思い出す。

「……どうした？　苦しいのか？」

　苦い表情を浮かべる私を心配する声に小さく首を横に振る。

　些細な変化ひとつ見逃さない態度に、鼻の奥がツンとするのはどうして？

「……大丈夫ですよ」

「それならいいが、無理をせずに身体がつらくなったら遠慮しないで言えよ。食べられそうか？」

　私が頷くと、近くのテーブルの上にお盆を置き、土鍋の蓋を開けて茶碗にお粥をよそってくれる。温かな湯気が立ち上って、ふわりと優しい匂いが辺りに漂った。夢の中でおぼろげに感じていたのは、この匂いだったのだろうか。

　起き上がろうとすると、なにも言わずに慎重な手つきで背中に手を差し入れて身体を起こしてくれた。さらにベッドサイドに置いてあったクッションをそっと背中にあてがってくれた。

「あ、ありがとうございます」

　当たり前のように差し出してくれた手に、感謝の気持ちを伝える。

「礼はいらない。ほら、熱いから気をつけろよ」

　手渡された茶碗には真っ白なお粥と梅干し。ねぎの薬味も添えられている。これを切る時に、怪我をしたのかも？

　れんげでそっとすくって口に運ぶと、優しい味が広がった。

　誰かに作ってもらう温かな食事は久しぶりで、胸の奥が熱くなった。実家で暮らしていた日々が脳裏を掠める。

　……私、寂しかったのかな。

　ひとつひとつは仕方のないことだったとはいえ、立て続けに訪れた変化に心が疲弊して、悲鳴をあげていたのかもしれない。

　小さな子どもでもないのに『寂しい』だなんて少し情けない気もする。久しぶりに熱を出して心が弱っているのか。

　幼い頃から滅多に熱も出さず、風邪もあまりひかなかったのに。熱を出したのなんていつ以来だろう。しかも、倒れてしまうだなんて信じられない。

「……口に合わないなら、無理に食べなくていいぞ」

　出来栄えを心配している様子の副社長に、慌てて向き直る。

「違います……！　嬉しくて感動していたんですよ。副社長がいてくださって、本当に助かりました、ありがとうございます」

　素直な気持ちを口にするとふい、と目を逸らされた。心なしか副社長の耳が赤い気がする。

「……それならいい」

　素っ気ない返答に自然と口角が上がる。

「副社長も召し上がりますか？」

「俺は台所で味見ついでに食べたから不要だ。食べたらもう一度休め」

　ぶっきらぼうな気遣いの言葉に無言で頷く。こんな優しさは反則だ。この人の認識を変えざるを得ない。

　食べ終えた食器類を私の手から取り上げて、副社長は再び私をベッドに寝かせてくれた。両親にもここまで甘やかされた経験はなく戸惑ってしまう。

「またあとで様子を見に来るから、気にせずに寝ていろ。なにかあったら電話しろよ」

　もう平気なので自室に戻ってください、と口にする前に言われてしまう。ご丁寧に枕元にスマートフォンを置いてくれた。

　確かに広い家だし、リビングや自室にいたら声は届きにくいだろう。どこまでも完璧な心遣いに頭が下がる。

　胸の奥に湧き上がる温かな気持ちを噛みしめながら、これからの同居生活はうまくやっていけるかもしれないと淡い期待を抱いた。頰が燃えるように熱いのは熱のせいに違いないと言い訳を繰り返しながら、下がってきた瞼をそっと閉じた。










同居生活




　そんなこんなで同居生活が始まった。

　亜由美には約束通り、体調が戻ってすぐに報告を済ませると『これで心置きなく新居探しができるわね』と喜んでくれた。ただ、『結婚前提の恋人役』についてはなぜか一切心配されず、もういっそのこと本物の婚約者になればいいのに、なんて面白がるように言われてしまった。全く意味がわからない。

　圭太に聞いていた通り、副社長は多忙で看病してもらった日以来、ゆっくりと話す機会はほとんどなかった。私が眠りについてから帰宅している日も多く、あの日から一週間ほど経った今も、きちんと話ができていない。

　看病のお礼はなんとか伝えたけれど、同居するうえでの約束事項、婚約間近な恋人役としてなにをすればよいのか、居候の身となった私の家賃をどうするのか、といった具体的な内容さえ決まっていない。

　とはいえ、せめて自ら条件に挙げた家事はしようと掃除などをしているが、副社長の部屋はしなくていいと言われている。スーツはクリーニングに出しているようだけど、いつ、どの店舗に出しているのかもわからない。

　食事については必要な時は声をかけると告げられたけれど、いまだに言われていない。お粥まで作ってもらったというのにこれでは申し訳ない気がする。

　そもそも私は恋人設定というのに、副社長についてほとんど知らない。

　副社長には是これ川かわさんという三十代後半の細身の有能な男性秘書がついている。切れ長の目に銀縁眼鏡姿は一見冷たい人のようだが、実際はとても穏やかな気性の人だ。九重の秘書室長だと先日正式に紹介された。

　元々は社長秘書を務めていたそうだが、昔からの縁と人員不足もあり、彼が副社長に就任した際に担当を変わったそうだ。

　是川さんは副社長と違い、なぜか私の性別を知っていたようで全く驚かれなかった。それどころか『秘書室と人事課では皆、岩瀬さんが女性だと認識しています』と、訝しむ副社長にあっさり返答していた。

　……わかっていたなら最初から教えておいてくれたらいいのに、なにがどうなってこんな事態になっているのだろう。

　同じ考えなのか、傍らの副社長も苦虫を噛み潰したような表情を浮かべていた。

　その是川さんは、ほぼ毎朝、副社長を迎えに来るので顔を合わせる機会は多い。副社長の出勤時間は早く、午前八時過ぎに家を出る私より早い日もあるくらいだ。そして、帰宅時間は私よりずいぶん遅い。深夜になる日もある。

　さらに是川さんは、同居に必要な、生活に関する質問にも丁寧に答えてくれる。例えば『副社長のスーツのクリーニングはどうされていますか』『お弁当は必要ですか』などといった細々した疑問も、すべて解決してくださった。

　是川さんの生家は曾祖父の代から九重家に仕えているそうだ。そうした深い繋がりもあり、普段から自身の意見を忌憚なく伝えているという。ふたりのやり取りを見ていると強い信頼関係が築かれているのがよくわかる。

　ただ数日前、『尋ねてくださるのはかまわないのですが、たまには直接しつこいくらいに副社長に連絡して問いただしてください』と、なぜか楽しそうな表情で言われてしまった。

『ええと、お仕事が忙しい様子ですし、ご迷惑なのではと思うのですが……』

　看病してもらってから副社長の印象は変わり、苦手意識はずいぶん薄れているけれど、本人を前にすると妙な緊張感とともに心がざわついて落ち着かなくなる。伝えたいと思う言葉がうまく出てこない時だってあるくらいだ。

　たどたどしく返事をすると、是川さんはゆっくりと眼鏡のブリッジを押し上げた。

『いえ、岩瀬さんは結婚を視野に入れた恋人ですので、もっと堂々と接してください』

　あの威圧感漂う凄絶美形の副社長に堂々と意見を言うなんて無理に決まっています、そもそも本物の恋人ではありません、と突っぱねたい気持ちでいっぱいになる。

　優しい姿を見せられたとはいえ、眉間に皺を寄せて返事をされる回数はいまだにとても多いし、やたら不機嫌な表情をしている日だって数えきれない。

『……ただ強引に住みついているだけなので、難しいと思うのですが』

　できるだけ無難な返答をした。もちろん是川さんは恋人役を引き受けた件も含め、この同居の経緯をすべて知っている。

『副社長は自分にも他人にもとても厳しい方です。しかし、対外的にはそういった部分はおくびにも出されないので、あのご容姿も相まって、まるで物語の王子様のように思われておりますが、本質は全く違います』

『そうですね……』

　その件については同感だし、そもそも王子様になんて到底思えない。

『ありのままのご自身の姿をひと握りの方にしか見せない方です。これまでどんな女性もその仮面ははがせませんでした。それなのに、あなたには当たり前のように自然な態度で接しておられる』

　……どういう意味だろう。

　軽く首を傾げながら尋ねてみる。

『ええと、それは私が取り繕う必要のない相手だからではないでしょうか？』

　契約者でもあり、圭太の幼馴染みでもある私に気遣いは不要という結論、それ以外に考えられない。

『答えはあなたが直接尋ねてみてください。無意識かもしれないので驚かれるかもしれませんが』

　珍しく眼鏡の奥の目を楽しそうに細めて言われた。誰がなにを、とは確認できない。

　そもそも、是川さんが私になにを伝えたいのかわからない。副社長が実は、とても親切で懐が深い人だと教えてくれようとしたのだろうか？　是川さんの真意を、私はいまだにはかりかねている。




　結局、早めに確認しなければ困る事案については直接、副社長に尋ねることにした。

　意外にも、ひとつひとつ丁寧に答えてくれて、さらには家事と結婚前提の恋人役を引き受けてくれるのだから家賃は不要だとまで言われてしまった。同居に必要な生活費、雑費についても、副社長は自分が負担するからと強引に押し切ろうとする。

『そこまでしていただくわけにはいきません』と言い返すと、かなり不機嫌になっていた。最終的に、是川さんに仲裁をお願いして、その必要経費の一部を私が負担すると決まったけれど、やはり不服さを露にされて納得ができない。

　そのあと、是川さんには、こんなことを言われた。

『いつも申し上げていますが岩瀬さんは結婚前提の恋人ですので、副社長に、もっと堂々と接してください』

　……そうだった。半ば強引な成り行き同居の条件とはいえ、私は恋人役を引き受けた。ならば、私なりにその責任は果たそう。

　完璧な恋人役を演じるためにも、今より距離を縮めたほうがいいだろう。

　そう思って、まずは朝食を作ることを決めた。私が少し早起きをすれば、一緒に過ごす時間を今より取れる可能性があるだろう。

　夜は急な接待もあるようだし、なにより私自身も異動前で残業など不確かな予定が多い。一緒に食事ができる機会は少ないように思う。

　成り行きとはいえ同居しているのだから、一日に一度はきちんと顔を見て話がしたい。それが食事の時であれば、なお嬉しいと思う。

　よく母が『食事はひとりで食べるより、ふたりや皆で食べたほうが美味しいでしょう』と言っていた。食事をする姿を見るだけで、母は父の体調の変化にすぐ気づいていたなあ、と懐かしい出来事を思い出した。




「おはようございます」

「……おはよう、どうした？」

　平日の朝、洗面所を出てきたばかりの副社長が、なぜ起きているのかと言わんばかりの訝しげな表情を向けてくる。

「朝食を一緒にいかがですか？」

「……は？」

　鳩が豆鉄砲を食ったような表情を浮かべる彼を、強引にダイニングに案内する。今朝は梅と昆布のおにぎりに豆腐の味噌汁、卵焼きとほうれん草のおひたしだ。料理の腕が半人前の私には精一杯の献立だ。

　副社長の出勤時間まであと四十分近くはある。着替えに十分ほど費やしたとしても、三十分くらいは余裕があるだろう。

「朝食は一日の活力の元です。いくら多忙でも、コーヒーだけでは体調を崩されます。一日に何杯も飲んでいると伺いました。たまにはお茶を飲んでください」

　温かいほうじ茶を淹いれるとふわりと香ばしい香りが漂った。私はほうじ茶のこの香りが大好きだ。そっと彼の前に湯呑を置いた。

　堂々と言い切ったけれど、内心では緊張していた。テーブルに向かい合わせに座って膝の上に隠した指は微かに震えている。

　食べてくれなかったらどうしよう？　余計な真似をするなって言われない？

　ゆっくりと副社長が湯呑を長い指で持ち上げた。

「……いい香りだな」

　予想外の穏やかな声にトクン、と鼓動が小さく跳ねた。そのままほうじ茶を飲み、箸を取る。

「美味い、な」

　フッと表情を崩して言われた言葉に、目を瞠った。

「お、お口に合いますか……？」

「ああ。朝から大変だっただろう。……ありがとう」

　思いがけない労いの言葉に胸の奥が熱くなった。

　いろいろ口出ししたのに図々しい、とか思わないの？

「……なんで和食なんだ？」

「是川さんに、最近接待が続いていたと伺ったので。できるだけ胃に優しいものを召し上がっていただきたいと思ったんです」

　そう返答すると一瞬、困ったような表情を浮かべて前髪をクシャリとかき上げた。

　……なにか変なことを言っただろうか？

　再び緊張しつつも、お茶のおかわりを注ぐ。そして、すうっと息を吸い、一番伝えたかったセリフを口にする。

「……これから毎朝作りますから、一緒に食べましょう」

　返事をもらうまでの時間がとんでもなく長く感じられる。トン、と副社長が静かに箸を置く。

「お前に無理のない範囲で、そうしよう」

　すっと伸ばされた長い指が私の右手を取って、甲の部分を自身の口元にあてた。今朝、慌てていたせいで軽くヤケドをしてしまったのだ。少し赤くなっているがたいした傷ではない。

「……えっ」

　一気に頰が熱くなる。甲に触れる唇の柔らかな感触にうろたえてしまう。心臓が壊れそうだ。

「ヤケドをしてまで、用意する必要はない」

　素っ気ない言い方だけど、私を見つめる目には心配の色が濃く浮かんでいた。

　ああもう、これだからこの人はズルい。なんでこんな小さな傷に気づくの？　どうしてあなたがそんな苦しそうな表情をするの？

「……き、気をつけます」

「ああ」

　そう言って何事もなかったかのように私の手を離し、食事を続けた。もちろんすべて残さずに食べてくれた。最後に『ごちそうさま』、そして改めて『ありがとう』と言うのも忘れずに。

「いってらっしゃい、どうぞ気をつけて」

　薄いグレーのスーツに着替え、是川さんとともに玄関を出た副社長に明るく告げる。なぜか驚いたような表情を浮かべていたけれど、すぐに目元をふわりと緩めて返事をくれた。

「いってくる。お前も気をつけろよ」

　ぽん、と大きな手が私の頭を撫でた。その仕草があまりにも自然で優しくて、胸がざわめいてしまった。バタン、と閉じたドアを見つめて、その場に崩れ落ちる。

「……なんであんな優しい目で見るの……」

　頰は燃えるように熱く、動どう悸きが激しい。あくまで私は恋人役。

　なのに勘違いをしてしまいそうになる。……ううん、ありえない。私はただの居候。私がこの家を出ていくまでの期間限定の仕事。副社長は私を無料で住まわせてくれているんだもの、その親切にはむくいなければならない。




『おかえりなさい』は言える日と言えない日があるけれど、基本的に挨拶はしましょうと、その日帰宅した副社長に提案した。

「挨拶は大事です。同じ屋根の下で暮らしているんですから、コミュニケーションをきちんと取って、お互いが快適に暮らせるように考えるのは当たり前です」

　居候の私が言うのは憚はばかられるけれど、ここは譲れない。『結婚前提の恋人役』としての距離感を維持するためにも必要なはずだ。

　とはいえ、さすがにこんな言い方をしたら怒るかなと、こわごわ表情を盗み見る。

「ハハハッ」

　予想に反して聞こえてきたのは低い笑い声。

「本当に予想外なことばかりだな……お前が恋人でよかった。じゃあ、お前も俺と、きちんとコミュニケーションを取れよ？」

　どこか楽しげな面持ちで返答されて驚く。

『恋人役』だから、と心の中でしっかり訂正する。本当の恋人じゃないのに。どうしてそんなに嬉しそうな顔をするの？




　この日から私たちの距離は以前に比べ、ずいぶん近くなった。きっちりしているように見えて、家の中のことにかなり無頓着な彼の姿は新鮮で意外に感じられる。

　私はといえば、副社長や是川さんが話してくれる内容から、おのずとスケジュールや身の回りを少し管理するようになった。

『明日は子どもたちとのイベントに出る』と言われた際は、明るい色のネクタイにしては？と提案し、お葬式などの急な冠婚葬祭の時は、香典を準備するなどの支度を手伝った。深夜の帰宅が続く場合には朝食メニューを変更したり、接待が多い時は会社で食べられる軽食を渡したり。

　そのすべてに、副社長はいつも『ありがとう』と言ってくれる。その律儀さと優しさに心が揺れ動いていた。さらに様々な装いについても相談を持ちかけられるようになり、頼られる喜びを感じていた。

　まるで、自分が必要とされていると思えるくらいに。




　そんな中、私の九重への異動が正式に辞令として発表され、九月から着任する運びとなった。

　なによりも驚き悲しんでくれたのは後輩の佳奈ちゃん。そして、誰よりもうらやましがってくれたのも、彼女だった。

　最終勤務日に開いてくれた送別会では、しっかり合コンを頼まれたうえ、「噂の副社長に、私も会いたいです！」と、紅潮した頰で叫ばれて困り果ててしまった。

『外見は極上だけど、中身は噂とは違って全く王子様ではないわよ』

　そう言いたい気持ちを必死でこらえた。余計なことを言って『なんで、そんなことを知っているんですか？』と聞かれれば、真相を話さなくてはならない。あくまでフリではあるものの、私が結婚前提の恋人というのは、自然と広まればいいのだから、ここは黙っているのが正解だ。

　送別会も終わり、店の前で皆と別れて佳奈ちゃんと駅に向かった。可愛い後輩は最後まで別れを惜しんでくれた。

「じゃあ澪さん、プライベートで女子会をしましょうね！」

　駅に着き、お互いのホームに向かう前に朗らかに言って、佳奈ちゃんはタイミングよくやってきた電車に飛び乗る。私は反対側のホームから小さく手を振り、後輩を乗せた電車が遠ざかるのを見つめていた。

　八月末の夜は蒸し暑く、生ぬるい風が薄手のワイドパンツの裾を揺らす。しばらくして大きな音とともにホームに入ってきた電車に乗り込み、帰路についた。

　電車を降りて改札を抜けた時、バッグの中でスマートフォンが振動した。画面に表示された名前は副社長のもの。

「なにかあったんですか？」

　今は午後十一時過ぎ。こんな時間に連絡があるなんて珍しい。確か今日は取引先と会食だと言われた記憶がある。もう終わったのだろうか。

『……お前、今日、送別会か？』

　問いかけに答えもせず、唐突に尋ねられて少し面食らった。低い声が機械越しに伝わってくる。

「そうですけど、どうかしました？」

『……なんで言わないんだ？』

　なにを？　送別会の件を？

「どうして今日が送別会だって、副社長がご存知なんですか？」

　話がよくわからないので、とりあえず疑問を投げかける。

『是川に聞いた。もう終わったのか？』

　外の喧騒が聞こえたのか、なぜかきつい口調で問われる。声がどんどん低く、不機嫌になっているように感じるのは気のせいだろうか。

「はい。今、改札を出たところなので、もう少ししたら帰宅します。副社長は会食ですよね？」

『……まさか、今ひとりで歩いているのか？』

「もちろん、ひとりで歩いていますよ」

　私の問いかけを無視し、大きなため息をつく。

『迎えに行く。そこで待ってろ』

　一方的に告げられ、通話が切られた。その反応がよくわからず、戸惑ってしまう。駅からマンションまでは徒歩五分もかからない。人通りも多く街灯だってあるこの場所に、わざわざ迎えに来る必要はない。

　もしかして……と、慌ててバッグにスマートフォンを入れて走りだす。

　迎えに来るだなんて、きっとなにかあったに違いない。気づかない間に私、部屋のものを壊していた？　もしやクリーニングに出すスーツを間違えた？

　思いつく事柄を頭の中で検証しながら走る。

　マンションのエントランスが見えてきた時、入口のすぐそばに佇たたずむひとりの女性の姿が見えた。背中に半分くらいかかる、艶のあるまっすぐな髪に華奢な身体つきのその人は、じっとマンションを見上げている。

　オレンジ色の屋外灯にぼんやり照らされた横顔には、思いつめたような表情が浮かんでいた。膝丈の白いワンピースに小ぶりのバッグを手にしている姿は、楚々とした雰囲気を感じさせる。

　このマンションの住人？　それとも誰かを待っているの？

　いくら人通りがある場所とはいえ、こんな時間に女性がひとり、ずっと誰かを待ち続けるのは不用心だ。もしや、なにか困っているのかもしれない。

「あの……」

　そっと近づいて遠慮がちに話しかけると、女性は一瞬私を見た。慌てたように目を伏せ、踵きびすを返してあっという間に走り去ってしまった。

　警戒させてしまったのだろうか。そんな考えを巡らせていると、背後から名前を呼ばれた。

「澪」

　夜気を震わす低音に振り返ると、スーツ姿の副社長が立っていた。ネクタイはなく、喉元のワイシャツのボタンがふたつほど外されていて、普段とは違う雰囲気が漂う。ふわりと夏の夜風に長めの前髪が揺れる。

「副社長、今、ここに女性が……」

　話しだすとなぜか厳しい表情を向けられて、長い指が私の右手首をつかむ。怒っているような顔つきに言葉が詰まり、続きを話せなくなる。

「……帰るぞ」

「え、あの、はい」

　引っ張られて後ろをついていくように歩く。エレベーターの中でも手は離されず、玄関を抜けリビングに入った途端、私に向き直った。

「遅くなるならなぜ言わない？　いくら駅から近いとはいえ危ないだろう。大体、どうして是川には送別会の話をして、俺にはなんの報告もないんだ？」

　整えられた眉をひそめて言われ、驚きを隠せない。手首をつかむ指に、若干力が込められる。

　是川さんには世間話の延長で話したようなものだし、そもそも今日は副社長の帰りが遅くなると聞いていたから、わざわざ私の送別会の話はしなくてもいいだろうと思っていただけだ。

　まさかそれで怒ってるの？　でも……この表情はそれだけではなくて……。

「もしかして、心配してくれたんですか？」

　微かな期待を抱きながら尋ねる。

「恋人を気にかけるのは当たり前だろ」

　口調は素っ気ないのに、怖いくらい真摯な目で見据えられて、うまく頭が働かない。

　恋人――。その単語がどこかくすぐったくて気持ちが振り子のように揺れ動く。本当の恋人ではなく、『恋人役』だとわかっているのに、当たり前のように心配してもらって嬉しく思ってしまう。

　そんな感情を抱くなんておかしい。あえて『恋人』と言い切るこの人の真意もはかれないというのに。

　心臓の音がうるさい。怖いくらい整った容貌を直視できずにうつむく。

「だ、大丈夫です。これまでも、なにもなかったんですから」

　内心の動揺を隠すように早口で言う。

　その瞬間、つかまれていた手首を強く引っ張られ、身体が前に傾くと、もう片方の手で腰を支えるように受け止められる。思わず頭を上げた私の目と、彼の目が合う。

　妖艶さをたたえた目が近い。瞬時に腰を引こうとするのを遮られ、手首を解放した手が私の髪をそっとひと房つかむ。

　吐息を微かに感じ、壊れそうな心臓の音がこの人に聞こえてしまうのが怖くて動けない。今ではすっかり慣れてしまったはずの香りに、心を乱される。

　副社長の行動の理由がわからず、戸惑っていると「……この間、教えたと思うけど足りなかった？」と、囁かれた。

　耳に響く低音には仄かな色香が漂い、目が逸らせなくなる。脳裏にソファで押し倒された記憶が蘇った。髪にそっと口づけられ、鼓動が身体中に響く。

　どうしてこんな気持ちになるの？　なぜ髪にキスをするの？

　質問はたくさんあるのに唇が震えて思うように動かない。

「大事な人を守りたいという気持ち、わからない？」

　そんな言い方はおかしい。私はただの居候で、本物の恋人でも婚約者でもない。心配する必要なんてないのに。

「……本物の恋人じゃないのに、どうしてそんな言い方をするの？」

　ゴクリと喉が鳴って、あまりの緊張に丁寧な物言いができない。

「一緒に暮らしている相手を気にかけたら、おかしいか？」

　副社長が、かたちのよい唇の端を持ち上げる。まるで試されている気分だ。

「……圭太に頼まれたの？　だから心配するの？」

　こんな可愛げのない質問をしたいんじゃない、圭太について尋ねたいんじゃない。まるで、僻ひがんでいるみたいだ。ギュッと下唇を噛む。

「さあ、どうしてだと思う？　……澪、唇を噛むな、傷になる」

　髪から指を外し、骨ばった指が私の下唇にそっと触れる。意地悪な口調とは裏腹にその繊細な触れ方に心が揺さぶられる。

　動悸が激しくなっていく。

　気まぐれならやめてほしい。なんでこんなにも振り回すの？

　心の変化についていけない。困り果てて泣きそうになると、フッと口元が柔らかな弧を描く。その表情は、とろけそうなくらいに甘くて、胸が苦しくなる。

「……圭太の言う通り、目が離せないな。これから遅くなる日は迎えに行く。きちんと連絡しろ。それとお前の予定はどんな些細なものも直接、俺に言うんだ。お互いが快適に暮らせるようにコミュニケーションを取るのは、当たり前なんだろう？」

　穏やかな声でそっと囁いて、唇から指を離す。心に余裕のない私は素直に頷く。早くここから解放してほしい。この人はやはり危険だ、そばにいると心が落ち着かない。

　……まるで本当に恋をしているみたいだ。

「結婚前提の恋人なんだから、いい加減に副社長と呼ぶのはやめろ……話し方も仕事じゃない時はそのままでいい」

　どことなく拗ねたような口調が耳に響く。

「で、でもなんて呼んだら……？」

「圭太は呼び捨てだろ？」

「それは……幼馴染みなので。副社長は上司で、年上ですし」

　口にした瞬間、軽く鼻をつままれた。

「な、なにを」

「役職で呼ぶなと言っただろう」

　なんで、いきなりこんな子どもみたいな真似をするの？　わけがわからない。

「……遥さん、でいいですか？」

　渋々呼ぶと、了承したとばかりにふわりと緩く表情を崩す。その瞬間、胸をなにか強い力でギュッとつかまれたような気がした。

「澪、話し方も早く直せよ」

　表情に負けない甘い声でそう言って、腰から手を離す。ぽんと頭を軽く撫でて何事もなかったかのようにリビングを出ていく。

「おやすみ」

　力の抜けた私は、返事もできず、熱い頰を両手で隠してその場に佇むしかなかった。

「……なんなの？　意味がわからない……」

　あの人の行動理由がわからない。私は厄介な居候、ただそれだけのはずなのに、どうしていつも優しくするの？　甘い声で囁くの？

　意識したりしない。勘違いなんかしたくない。惹かれたりしないし、叶わない恋心なんて欲しくない。

　今ならまだ大丈夫。これは見目麗しい極上男性に不意打ちばかりされて戸惑っているだけよ……そう何度も言い聞かせる。

　この時の私は自分の気持ちを持て余していて、マンション前に佇んでいた女性の件をすっかり忘れてしまっていた。




　自室に引き上げると、バッグの中でスマートフォンが振動しているのに気づく。のろのろと取り出すと、表示されていた名前はずっと話したかった幼馴染みのものだった。思わずスマートフォンを両手でつかんで画面をタップし、耳にあてる。

　亜由美には止められていたけれど、やはりこの同居の件は報告しなければいけない。勘のいい幼馴染みは、私が言わなくてもどこかから情報を仕入れてそうだ。今まで秘密がバレなかった試しはない。

「も、もしもし！」

　話したいことが多すぎて焦る。どこから話せばいい？

『澪、同居生活はどう？』

　私とは対照的に、のんびりした幼馴染みのひと言に目を瞠り、その声とセリフで瞬時に気づいた。

「……知ってたわね？」

　怒りを込め、剣呑な声で答える。あえて、なにを、とは口にしなかった。

『落ち着けって。これには事情があるんだ。悪かった、説明するから怒るなよ』

　慌てて弁解する幼馴染みに、問い詰めたい気持ちを抑えつつ、話を黙って聞く。

　どうやら圭太の海外赴任は、遥さんの関わっていた仕事の一部を引継ぐものだったらしい。遥さんの副社長就任は以前から内々に決定はしていたけれど、もう少し先の予定だったそうだ。

　ただ、社長より引継ぎを任された新ホテル建設計画が予想以上にうまく纏まとまり、遥さんは帰国を余儀なくされた。それならば、副社長就任も早めようと話がトントン拍子に進んだという。

『この時点で、もうすでに俺はアメリカに赴任していたし、澪は引っ越してしまっていたんだよ』

「……それなら、その時点で教えてよ」

『いや、それが忙しくてなかなか連絡できなくてさ。先輩は、お前がそこに住んでいるのは知ってるから、賃貸に出していないもうひとつのマンションに住むだろうと思ってたんだ』

　楽観的な見解に、思わず額に手をあてる。

　まったく、圭太は……気遣い上手なくせに、細かいところは適当なんだから。

『それにしても、まさか澪を男だと勘違いしてたなんてなあ』

「なんできちんと確認しなかったのよ？」

『俺はずっと女として説明してたんだ。間違えてるなんて、普通思わないだろ。是川さんからの連絡で初めて知ったんだよ』

　是川さんは私の異動手続きを進めるうえで、性別の勘違い……というか食い違いに気づいたらしい。日向不動産に視察に来ていたのは是川さんだという。おまけに圭太と是川さんは、古くからの知り合いだそうだ。

「圭太の説明がまぎらわしいの。私は遥さんを女性だと思っていたのよ？」

『それは澪の勝手な思い込みだろ？　俺はひと言も女性だとは言ってないぞ』

　男性だとも言われていない！と言い返したい気持ちを、グッと抑える。今さらそんな話をしても仕方がない。

『大体――』

「ちょっと待って。それよりもまず、確認したいんだけど、私の秘書室異動の件も圭太のせいって聞いたわよ？」

　話を続けようとする幼馴染みに待ったをかける。

『だってお前、異動したいって言ってただろ？』

　悪びれもせずに言われて、全力で否定する。

「それは、総務事務に戻りたいっていう意味なの！　九重に異動したいとは、一度も言ってないでしょ。秘書経験なんてないって知ってるくせに……そもそも、なんで人事に圭太の意見が通るのよ？」

　そんな私的ともいえる推薦なんて、大企業では通常ありえない。

『今回は突発的な事態だったからな。後任選びが難航してると社内でも噂になっていて、誰かいないかって秘書室の先輩から相談されて、澪を推薦したんだよ。その人の上司が人事資料とか確認したうえで、お前を気に入って打診したんだ』

　なんでも急を要する事態の時は内部からの推薦で打診したり決定する場合もあるらしい。特に人事にパイプがある場合は、話が通りやすいそうだ。

『俺の推薦は、あくまでも推薦であって、決定権はなかったんだ。お前の意思も資質も問われるし、最終的に選ばれたのはお前の実力だ。違う業務に携わるのはいい経験になるぞ』

「それはそうかもしれないけれど……」

『お前、日向不動産への入社志望動機覚えているか？』

「……急に、なにを言い出すの？」

　唐突に尋ねられて眉をひそめる。

　日向不動産の業務は多岐にわたるが、その中でも特に、個人への住宅販売に力を入れている。

　多くの人にとって自宅を購入する機会は一生に一度だ。そのかけがえのない機会を大切にしたい、お客様の要望にできるだけ寄り添いたいという真摯な姿勢を会社説明会で感じ、この会社に入社したい、と素直に思った。

　たとえ直接的ではなくても誰かの役に立つ仕事、誰かを笑顔にできる仕事に携わりたかったのだ。

『お前は入社してからもずっとその気持ちを忘れずにやってきただろ。総務の仕事を気に入っていたのは知っている。不本意な異動でも、受付は最初にお客様と出会う場所だから大事にしたいと言って、頑張っていただろ』

「……よく覚えているね、そんな何年も前の話」

『あの時、さすが澪だと思ったからな。お前は一度引き受けた仕事を途中で投げ出さないし、真剣に向き合う。どんな困難な状況でもその中で自分が守るべき大切なものをきちんと見つけて諦めない』

「そんな立派な人間じゃないけど、私」

　褒められ、恥ずかしくなって小さな声で返答する。

『そんな澪だから、俺は迷わず推薦したんだ。分野は違っても、お前なら立派に秘書を務められるよ』

　……なんだか、うまく言いくるめられているような気がする。昔からこの幼馴染みは人をその気にさせるのがうまい。どうにも悔しくて、反論しようと口を開く。

「だからって突然すぎるでしょ。あの九重の副社長秘書だよ？　務まるとは到底思えないし、気が重い」

　今さら泣き言を言っても仕方ないし、往生際が悪いとは思う。でも、言わずにはいられない。どうせ、この幼馴染みの前では取り繕っても無駄なのだ。

『完璧な秘書なら是川さんがいてくれるし、教えてくださいってお願いすればいいんだよ。それに』

　圭太は一旦、言葉を切った。

『……俺が推薦した一番の理由はほかにある。なあ澪、最初、先輩に会ってどう思った？　完璧な王子様みたいだったか？』

「まさか！」と、思わず大声をあげてしまった。

「威圧感丸出しで、最悪の出会いだったわよ。誤解されていたせいもあるから仕方ないとは思うけど、容姿以外は王子様要素なんて皆無よ！　無愛想でつかみどころはないし、人の話を聞かないうえに強引だし」

『ハハッ、相変わらず正直だな。外見以外に褒めるところはないのか？』

「……優しくて、思いやり深くて、親切。あとは……」と、口調がどんどん尻すぼみになってしまう。

『うん？』

「心配性」

　褒めるところではないかもしれない。でも、どんなに小さなことも質問したら丁寧に答えてくれるし、突拍子のない同居と、それに関わる様々な提案を了承してくれた。さらには熱を出した私を心配して、夜通し看病までしてくれた人だ。

『澪』と、優しい口調で圭太は話しかけてきた。

『先輩はいつだって完璧で、人あしらいも場の空気を読むのもうまい。誰かに気を許して、感情的になった姿なんて俺は今まで見た記憶はない。それは、ずっと自分の内面を見せまいと日々、努力を怠らないからだ』

　独り言のように呟く声はどこか寂しそうだった。

『あの人はずっと俺の憧れで目標なんだ。仕事面でもたくさん学ばせてもらったし、今後の生き方に悩んでいた時、誰よりも親身になってくれた人だ』

　いつになく真剣な声だ。私の知らない圭太の世界、葛藤……それを支えてくれた人なんだろう。意外な一面を知ったが妙に納得できた。

「そっか……」

『だから、恩人ともいえる遥さんに澪を会わせたかった』

　突然、話の矛先を向けられて驚く。

「え、私？　なんで？」

『お前は人を色眼鏡で見ないし、誰に対しても裏表がない。毎日気を張り続けている先輩の息抜きというか力になってくれると思う。勝手だとはわかっているけど、お前にしか頼めない。澪はいつまでも俺の自慢の幼馴染みだろ？』

　茶化すように話すけれど、その声は優しい。言わんとする内容はわかる。

「私じゃ力不足でしょ……」

『いや、澪にしかできない。きっと是川さんもそう思ったから、女と知っても打診したんだ。あの人の、人を見る目は確かだからな』

　滅多に私を褒めない幼馴染みにそこまで言われると、さすがにむずがゆくなるし、その責任の重さに居たたまれなくなる。けれど、恩人を心配する彼の気持ちは、理解できた。ただ、そうは言っても――。

「婚約者役はありえないでしょ？」

『あの人、本当にモテるんだよ。立場上、女性とは一線を画して、失礼にならない程度に接しているけど、相手は諦めないんだ。本命がいないせいか、アピールも凄まじくてさ。過去には勝手に恋人を名乗られたり、ストーカーまがいの行為もあったよ』

　それは……かなり壮絶だ。

『恋人役を務めれば、澪は当面住居には困らないし、問題ないだろ。お前、今、決まった相手もいないんだし』

　明るく言われて脱力する。

　モテる人にはモテる人なりの苦労があるのかと納得するとでも？　普段の過保護はどこに消えたの？　しかも、『相手がいない』は余計なお世話だ。

「同居の条件が恋人役っておかしいでしょ……」

　もう一度確認するかのように伝えてみる。

『じゃあ、実は俺の恋人だから、そんな役は引き受けられないって今から断るか？』

「冗談でしょ、ありえない。なんでそんな展開になるのよ」

　即座に否定すると、ハハッと明るい笑い声が響いた。私たちの間に恋愛感情は成立しないし、そんな風にお互いを想う日はこない。それは暗黙の共通認識だ。

『そう言うとは思ったけど、傷つくなあ。俺だと即断できるのに先輩には迷うんだから、全く考えられない状況じゃないだろ』

「〝恋人〟と〝結婚前提の恋人役〟は違うでしょ……そもそも住居問題があるんだし」

『似たようなものだよ。ふたりとも婚約者がいるわけでもないし、問題ないだろ。先輩は男の俺から見てもイイ男だし、せっかくだから久しぶりに恋愛してみてもいいんじゃないか？　応援するぞ？　面倒くさがらず、新たな恋への一歩を踏み出せよ』

　まさかの応援までされて、二の句が継げない。

「……男性と一緒に暮らしているなんて、お兄ちゃんや両親にバレたらどうするのよ」

『もしもの時は、先輩に挨拶でもなんでもしてもらえよ。おじさんもおばさんも、きっと大喜びだぞ』

「……挨拶って、なんの？」

　聞き返した途端、また、楽しそうな声が電話の向こうから響く。

『先輩に言えばわかるって。俺は今から出かけるから、またこっちから電話する。じゃあ、頑張れよ』

　軽快に話を終えられてしまい、首を傾げる。

「……なにを、どう頑張れって言うのよ」

　結局、事態の解決はしていない。おまけに、新しい恋へのあと押しまでされてしまい、ますます意味がわからない。










正しい距離感




　九重の秘書室への異動まであと数日となった帰り道。定時退社をした私のスマートフォンが、電話の着信を告げた。画面に遥さんの名前が表示されている。

「遥さん？」

『澪、今どこだ？』

「会社を出て、駅に向かっているところですけど」

『今から迎えに行くから、駅前で待ってろ』

　唐突なセリフに驚く。細やかな気遣いや面倒見のよい一面があると知ったけれど、強引なところは相変わらずだ。あの送別会の日以来、細かに予定を伝えているので、今日の私になんの約束もないとわかっているのだろう。

「どうしてですか？　なにかあったんですか？」

　もしや悪い出来事や、急を要する事態が発生した？　不安になって尋ねると、落ち着いた声が返ってきた。

『いや、なにもない。着いたら話す』

　それだけ言われて、電話を切られてしまった。

　しばらくして社用車でやってきた遥さんは、私を隣に座らせた。「お疲れさまです」の挨拶のあと、すぐに尋ねる。

「どこに行くんですか？」

「視察を兼ねたデート、だな」

　しれっと言われて返答に窮する。

　デート？

「考えてみたら、結婚前提の恋人なのにお前とデートした記憶がないな。今日は仕方ないが、ほかの日にまたきちんと計画をたてよう」

「……恋人役、です」

　ひとりで結論づけている遥さんに、『役』の部分を強調して小声で訂正すると、鼻をつままれた。

「そのセリフは聞き飽きた」

　なんで？　事実でしょう？　どうしてそんな不機嫌な表情をするのよ？

「プライベートに社用車を使用していいんですか？」

「ロビーラウンジの視察も兼ねてるからな。帰りはきちんとタクシーに切り替える」

　嫌味も華麗にやり過ごされ、打つ手がない。

　車が停止した場所は、先月オープンしたばかりの海外資本の有名ホテルだった。

　九重グループが海外進出に力を入れているように、こちらのホテルは、アジア圏の進出に精力的だ。広々としたエントランスに、豪華な花が飾られたロビーは明るく開放感がある。

「澪」

　先に車を降りた遥さんが、手を差し出しながら甘い声で名前を呼ぶ。

「恋人なんだから、手を繋ぐのは当たり前だろう？」

　そう言うと、私の左手に指を絡めて歩きだした。

　途端に暴れだす鼓動に、どう対応すればいいかわからない。包み込まれるように絡めた指の感触は、恥ずかしいはずなのに、なぜか心地よい。

　この一連の仕草はきっと『俺の恋人役をきちんと務めろ』という彼の無言のメッセージだ。わかっているのに勝手に熱くなる頰と、ざわめく心を制御できない。

　こんな風に、この人は恋人と手を繋ぐの？

　降って湧いた疑問に、胸がツキリと痛んだ。

「澪？　どうかしたか？」

　無言になった私を訝しむかのように名前を呼ばれ、慌てて返事をする。

「い、いえ。豪華なホテルだなあと驚いているんです」

「そうだな、サービスも行き届いていそうだ」

　特にそれ以上追求されず、安堵する。

　そのあと、ロビーラウンジでお茶を飲み、軽食をいただいた。

　遥さんは世間話をしながらも、視線をあちらこちらに向けている。その目は生き生きと力強く輝いていて、とても魅力的だった。スマートフォンになにやらメモを取っていて、初めて彼の仕事をしている姿を間近で見て圧倒された。

　この人は、ただの御曹司ではなく、本当にこの仕事が好きで、会社を大事にしている。できるなら、この人がこのままずっと好きなことを思い切りこなせるように、手助けをしていきたい。

　自然とそんな思いが込み上げた。

　ロビーラウンジを出た時、一旦、会社に戻らなくてはいけない、と申し訳なさそうに言われた。どうやらこのあと私と外食しようと計画してくれていたらしいが、急な仕事の連絡が入ったそうだ。

「デートなのに悪かった」

「美味しいお茶をご馳走になったので充分です。デートには今度、連れていってください」

　ほんの少し気落ちしているように見える彼に負担をかけたくなくて、わざと明るい口調で返答する。

「ああ、必ずな。今日はできるだけ早く帰る」

「仕事なんですから、気にしないでください。すみません、私、お手洗いに行かせていただきたいので、どうぞ先に戻ってください」

「……マンションまで送ろう。この近くで待っているから、気にせずに行ってこい」

　当たり前のように送り出されてしまった。夕食を一緒にとれないことを彼は残念に思ってくれているようだけれど、正直、今はそのほうが助かってしまう。

　新たに知ったあの人の魅力、初めて見る表情は、私の心を揺さぶって落ち着かなくさせている。このまま一緒にいるとその魅力にとらわれてしまいそうで、怖くなる。

　お手洗いを出て遥さんが待つロビーに向かうと、遠目に誰かに小さく会釈している姿が見えた。

　……知り合いや取引先の方がいるの？と、思わず足が止まる。

「ねえ、あの人すごく素敵ね」

「本当、芸能人？」

　周囲から聞こえてくる女性たちの声にハッとした。そう、あの人の姿は否応なしに人を惹きつける。すれ違いざまに熱い視線が送られているのが、ここからでも嫌になるくらいよくわかる。

『ハハッ、相変わらず正直だな。外見以外に褒めるところはないのか？』

　以前、圭太に聞かれた質問が蘇った。

　ううん、外見だけなんてとんでもない。あの人は誰よりも努力家で、いつも自分の仕事に真摯に取り組んでいる。うっかりすると後戻りができなくなりそうなくらい、その魅力に引き込まれそうになる。

「澪」

　私に気づいた遥さんが、長い足で近づいてくる。ふわりと緩められた口元は優美な弧を描き、向ける眼差しはどこまでも優しい。

　無意識に高鳴る鼓動に焦ってしまう。

「……ご挨拶されていたようですけれど、お知り合いがいらっしゃったんですか？」

「見ていたのか？　取引先のお孫さんだ。このホテルで華道展があったらしく、姿を見かけたからと挨拶された」

「そう、ですか」

　これだけ素敵な知り合いがいたら、声もかけたくなるだろう、その気持ちはなんとなくわかる。だけどなぜか心の奥がもやもやする。その理由はわからない。

　そのあと、迎えに来ていた社用車でマンションの入口まで送ってもらった。タクシーに切り替えできなかった現状を遥さんは憂いていた。

　いつものように部屋着に着替えてひと息つく。スマートフォンを手にダイニングに向かい、今日の夕食用に準備していたビーフカレーを温め直す。

　遥さんは遅くなると言っていたので先にいただこう。もしかしたら軽く食べてくるかもしれない。それに先ほどいただいた軽食でお腹はかなり満たされている。ビーフカレーを少しだけ食べたらもう充分だ。

　夕食を食べて皿を片付けていたその時、スマートフォンが明るい着信音を響かせた。




　微かに玄関ドアが開く音がしたので、廊下を足早に抜けて向かう。

「おかえりなさい」

「ただいま」

　今では当たり前のように言ってくれるようになった挨拶に、胸の奥が温かくなった。私たちの今日一日が無事に終わったと実感できる瞬間だ。

　ふわりと相好を崩して、こちらに向けられた彼の眼差しはとても優しい。

「今日も一日お疲れさまでした」

「澪もな。今日は付き合ってくれてありがとう」

「いえ、私こそ素敵な場所に連れていっていただき、ありがとうございました」

　そこで、遥さんの視線が、スマートフォンを握った私の右手に落とされる。

「電話してたのか？」

「はい。圭太から十月か十一月にはおそらく帰国すると連絡をもらったんです。お土産に、私が好きそうなチョコレートを買ってきてくれるらしくて」

「……へえ、圭太が。そういえば、向こうでの仕事が一段落したらしいな」

「そうなんですか？」

「……あいつが帰国したら嬉しいか？」

「ええ、もちろん」

　甘いもの好きなだけあって、圭太が選ぶお菓子はいつもハズレがない。チョコレートをもらえるのが、今から楽しみだ。

「……そんなに会いたいのか？」

　低い声が聞こえた。帰宅した時とはまるで違う、どこか剣呑な雰囲気に戸惑う。

　もしかして機嫌が悪い？

「久しぶりに会いたいな、とは思いますけど……帰国を待ち焦がれているとかではないですよ？」

　不機嫌の理由がわからず、慎重に返事をする。

「どちらかと言えば、チョコレートが楽しみというか……」

「圭太は澪の好みをよく知ってるんだな」

「小さい頃から、一緒によく遊んだりしていましたから」

「そんなに長い時間一緒に過ごしているのに、付き合ったりしなかったのか？」

　付き合う？

「誰と？」

「圭太と」

「誰が？」

「お前が」

「……念のために伺いますが、それは恋愛的な意味で、ですか？」

「もちろん」

　突然なにを言い出すの、この人は？

「ないです！　あるわけがない」

「それだけ仲が良いのに？」

「仲が良いからって、必ずしも恋愛には発展しませんよ。それに圭太と私、結構喧嘩もしてきましたし」

「……意外だな」

　それはどういう意味だろうか。そもそもなんでこんな話をしているのだろう。

　遥さんは相変わらず仏頂面のままだ。

「圭太って小さい頃からすごくモテてたんですよ。そのせいで、近くにいる私はいつも、女子たちに勝手に嫉妬されて、迷惑していたんです」

　あなたはそれ以上にモテていらっしゃるでしょうが、という気持ちを込めた眼差しを向けつつ、話を続ける。

「高校に入ったくらいから、短い周期で、彼女が入れ替わるんです。圭太は自分からは絶対に告白しないし、でも、来るものは拒まず去るものは追わずで。今まで、本命がいるなんて話は、一度も聞いた記憶がないです」

「……言えなかっただけじゃないのか？」

「相手に告白できなかったって意味ですか？　それはないですね。あの圭太ですよ？」

　即答すると、なぜか遥さんは小さく息を吐いた。

「今は本命がいるかもしれないだろ？」

「私の知る限り、大人になってからも、圭太が本気で誰かを好きになったなんて聞いたことがありません。ずっと軽い付き合い方でしたよ。それに……」

　ちょっと息を整えてから、続けた。

「私は誰かと交際するなら、きちんとお互い向き合って、長く付き合いたいと思っています。自分が本気で好きになった人に、私のことを本気で好きになってもらいたいんです。だから圭太は完全に対象外です」

「……あいつが方針を変えて、真剣に相手と向き合う恋愛を始めようとしたらどうするんだ？」

「もちろん全力で応援しますよ」

「それでも澪の恋愛対象にはならないのか？」

「ならないですよ、当たり前じゃないですか」

　なんでこんなにも真剣に尋ねてくるのだろう？　まさか圭太と私が隠れて付き合っているとでも思っている？　そんなわけないのに。

「圭太は、私の一番大事な幼馴染み。それだけです」

「……じゃあ、俺は？」

「え？」

　唐突な質問に言葉を失い、瞬きを繰り返す。

　遥さんは、と考えるものの、すぐに答えが思い浮かばない。

　男友達でも幼馴染みでもない。

　上司？　家主？

　ううん、そんな表現ではしっくりこない。

『結婚前提の恋人役』の相手？

　そんな言い方はしたくない。

　圭太には、あてはまる言葉がすぐ見つかったのに、なんで遥さんには見つからないの？　私にとってこの人はどういう存在なの？　どう言い表したらいいの？

　私を見つめる視線は痛いくらいだ。

「……上司で家主、です」

　違う。もっとほかに言い方がある気がする。でも、ぴったりくるものが今はまだ見つからない。

「……わかった、着替えてくる」

　淡々とした声で、遥さんはすっと私の脇を通り過ぎると、そのまま自室へと入ってしまった。ちらっと見えた強張った横顔。不穏な空気を纏ったその背中にかける言葉が見つからなかった。

　帰宅した時はあんなに優しい目をしていたのに。

　彼の心の変化がわからない。

　ふう、と重い息を吐いて、自室に向かう。

　気分転換にお風呂にでも入ろう。温まってゆっくり眠れば、気分もすっきりするだろう。明日の朝には、遥さんの機嫌もよくなっているかもしれない。

　ここの浴室は広く、バスタブも大きい。足を思い切り伸ばしてリラックスできる。でも、脳裏にはちらちらと遥さんの渋面が思い浮かんで仕方がない。

「ああ、もう！　あまり考えないようにしよう」とひとりごちて、浴室から出て身体を拭いていると、フッと頭上の電気が突然消えてしまった。

「えっ？」

　焦って声をあげてしまう。

　嘘、なんで？　まさか停電？

　でも浴室の明かりはついたままになっている。そうすると停電ではない。ホッと胸を撫で下ろしたのも束の間、電球が切れたのだろうか、と気になってくる。そういえば一昨日くらいから、少し明かりが暗かったかもしれない。

「あとで遥さんに言いに行かなきゃ……」と呟きながら、少し重い気持ちになる。

　まだ不機嫌だったらどうしよう。でも、とりあえず今は早く服を着なくては。いつまでも裸にバスタオルを巻きつけただけの姿でいるわけにはいかない。

　少々薄暗いけれど、浴室の明かりのおかげで周囲や手元は見えるので困らない。広い洗面台に置いた着替えに手を伸ばしたその時、カチャリとドアが開く音がした。

　……え？

　開いたドアの前にいる遥さんの姿が見えた。お互いにお互いを見て目を見開く。

　時間が一瞬止まったように思えたが、我に返った途端、パニックになった。

　ど、どうして？

「み、澪!?」

「は、遥さん、なんで今……って、ちょ、ちょっと出ていってください！」

　自分のあられもない姿を思い出して叫ぶ。一気に身体に熱がこもる。思わず胸元のバスタオルを両手で押さえて、うずくまる。

「わ、悪い！」

　バタンッと大きな音を響かせて、遥さんがドアを閉めた。

　恥ずかしい！　……ありえない！

「電気が消えてたから、誰もいないと思ったんだ」

　ドア越しに遥さんの申し訳なさそうな声が聞こえる。

　ああ、もう穴があったら入りたい。素顔を見られるより何倍も恥ずかしい。

「……澪、本当に悪かった。わざとじゃないんだ」

　必死に謝罪する声からは焦りが感じられた。

　とにかく早く、服を着なくては。

　そう思うけれど動揺しているせいか、うまく手が動かない。

「すまなかった。澪」

　声が段々切羽つまってきている。早く返事をしなくては、と思う。

　いい大人が動揺しすぎているかもしれないとは思うけれど、恥ずかしいものは恥ずかしい。とはいえ、いつまでも、ここにいるわけにもいかない。

　着替えを済ませ、深呼吸をひとつ。そして覚悟を決め、ドアを開ける。

「澪……」

　私を見てホッとしたような表情を浮かべた遥さんだが、目が合った瞬間、ふいっとすぐに視線を逸らした。目の周りと耳が赤い。

　私の頰も燃えるように熱い。きっと同じような状態だろう。恥ずかしさで、彼の目を直視できない。

「あ、あのっ、電球が急に切れてしまったみたいで……」

　もごもごと明かりがついていなかった理由を伝える。

「電球が……？　そうか、わかった。あとで替えておく。……本当に悪かった」

「い、いえっ、不可抗力ですし……同居してたら、鉢合わせとかよくありますよね」

「……いや、まあ、その……そうだな」

　ちらりと彼に視線を移すと、長い指で前髪を落ち着かなさそうにかき上げていた。

「……これからは一応、ここのドアを開ける時は声をかける」

　小さな声で呟く彼の頰は、まだ真っ赤だった。




　そんな日々をやり過ごし、迎えた九重への初出勤の日。一般社員の私は電車で出勤すると主張したのに、遥さん――――副社長は聞く耳を持たなかった。

「行き先は同じだし、是川もいるんだからかまわないだろう」

「かまいます。新人の秘書が副社長と同じ車で出勤だなんて、ほかの社員に示しがつきません」

　断固拒否すると、面白そうに片眉を上げて凝視される。そんな仕草さえカッコいいのだから嫌になる。

「お前は俺の秘書だろ」

　譲ってくれそうにもないので、とっておきのひと言を投げかける。

「副社長と特別な関係だと、会社の皆さんに誤解されたらどうするんですか？」

　それこそ醜聞だ。求められているのは副社長のプライベートな方面、女性除けの『恋人役』であって、本物の婚約者ではない。どんな理由があっても、公的な方面で、この同居の件がバレたら一大事だ。

「それは願ってもない展開だな」

　ククッとおかしそうに口元を綻ばせる。その表情は全く困っているように見えない。

「……それでは時間も迫ってきていますから、このままご一緒しましょう」

　私たちの言い合いを静観していた是川さんは、絶妙のタイミングで事態の収拾をはかり、私はあれよあれよという間に社用車に乗せられてしまった。……なんのために言い争ったのだろう。

　新調したせいか、ベージュのスーツの着心地が悪い。スカートを引っ張って整える。

　なんだか最近、雰囲気に流されてばかりな気がする。こんな調子でいいのだろうか。自立するためのひとり暮らしのはずが、甘えてばかりだ。

　実際、私自身の問題はなにひとつ解決していない。時間の許す限り物件情報を見てはいるが、どれも予算が届かなかったり、通勤には不便だったりと一長一短。このままだと、改築工事後には実家に戻る羽目になってしまう。




　車は九重本社へ滑らかに到着する。

　朝日を浴びてガラスの壁がキラキラと輝くビル。警備員の立つエントランスに向かって、きっちりとスーツを着た男性に、華やかな服の女性、大勢の人たちが自信ありげに速足で歩いていく。

　改めてこの人の生きる場所を垣間見た気がした。普通の会社員の私とは違う、大きな責任を背負って生きている、遠い世界の人なのだと思い知らされた気がした。心が緊張とは違う重苦しさでいっぱいになる。

「澪、着いたぞ？」

　名前を呼ばれハッとする。気がつけば副社長はすでに車から降りていて、車内を訝しげに覗き込んでいた。是川さんはもちろん、すでに車の外。新人秘書なのに、一番最後に降りるなんて、失態もいいところだ。

「も、申し訳ありません」

　慌てて車から降りる。

「……具合が悪いのか？」

　熱で倒れた日を思い出しているのか、副社長の大きな手の平がそっと額にあてられた。その距離の近さと親密な仕草、そしていつもの彼の香りに包まれて、落ち着かなくなる。心配されている場合じゃない。これでは、上司と部下以上の関係があるのではと疑われてしまう。

「だ、大丈夫です。緊張しているだけです」

　慌てて答え、サッと身体を引く。

「……熱はないな。無理するなよ。気負う必要はない、お前には俺がついている」

　当たり前のように言い切られる。

『俺がついている』って……。確実に、この場に相応しくないセリフに頰が一気に火照った。言い返そうと見上げたが、その目の優しさに息を呑む。

　普段から仰々しい出迎えを拒否している彼は、どこか名残惜しそうに私を見つめたあと、長い足でビルエントランスに向かって歩きだした。熱くなった頰を隠すようにうつむいて後ろに続く私に、是川さんはなにも言わない。

　ビル内に足を踏み入れると、周囲の目が一斉に注がれる。

　高い天井に大きなガラスウォール、広々とした荘厳な空間に圧倒されてしまう。是川さんが一緒とはいえ、いきなり副社長とともに車から降りた私を訝しんでいるのが手に取るようにわかる。これでは、副社長との関係を邪推されてもおかしくない。

　……だから言ったのに。

　気をもんでいる私とは裏腹に、涼しい顔で前を見つめている副社長。ぴかぴかに磨かれた床にカツンカツンと歩く音が響き、居合わせた女性社員たちは皆、頰を染め、うっとりとした表情で見つめている。

　颯爽と歩くこの人は本当に魅力的だ。外見は言うまでもなく、自信に満ちた態度もすべてが人を惹きつける。

　同居して、その恋人役までするなんて、にわかには信じられない。近くにいるけれど実際には手の届かない人、そんな考えが小さな棘のように胸にチクリと刺さる。

　秘書室はこの二十五階建てビルの二十二階にあり、役員室と同じフロアになっている。高層フロア専用のエレベーターを使用し、彼はまっすぐに副社長室に向かい、私は是川さんと秘書室に向かった。

　秘書室には現在、私を含め六名が在籍していると教えられた。是川さんともうひとり、社長秘書で秘書室のサブチーフである阪さか井いさん以外は、全員女性だ。今日、阪井さんは出張で不在だった。

　朝礼では、是川さんから皆さんに紹介してもらい、「では、岩瀬さん」と挨拶するよう促された。

「岩瀬 澪です。秘書業務は未経験ですが、一日でも早く仕事を覚えたいと思っておりますので、どうぞよろしくお願いいたします」

　頭を下げると、温かい拍手で迎えてくれる人々にホッと胸を撫で下ろした。

　そのあと、津つ守もりさんという女性秘書を紹介された。私の教育・指導係を務めてくださる三十五歳の津守さんはベテラン秘書で、現在は是川さんの補佐というかたちで副社長の秘書業務に就いている。小学生の男の子ふたりのママでもあり、気さくな人だ。

「岩瀬さんが正式に着任したら、私は専務の秘書に戻る予定なの」

　津守さんは元々専務付きの秘書だったが、今回の急な事態で担当が変わったらしい。

「最近の副社長はいつにもまして忙しいのよ。新しいホテルの建設計画が大詰めなの」

　そう言って早速、席に案内してくれた。秘書室は六つのデスクが向かい合うように配置し、一番奥には室長である是川さん、その手前は阪井さんの席となっている。阪井さんの真向かいが津守さんの席で、私はその右隣だと言われた。

　各秘書を管理する立場でもある阪井さん、社長と副社長に頻繁に同行している是川さんは、外出が多いとか。

「外出って、もしかして湾岸地区関連のですか？」

　津守さんはサラサラのショートヘアを揺らして頷く。

「そう、これからは岩瀬さんも関係する方々に会う機会が増えるから、説明するわね。基本的に私たちの仕事は副社長のスケジュール管理が中心だけど、それ以外にメールや電話応対はもちろん、来客の接遇もあるから」

　そう言って、分厚いファイルを机の中から取り出して見せてくれた。

「湾岸地区の新ホテル建設計画、これは社長が進めていたんだけど、副社長が引継いだのよ」

　その計画は二年ほど前、大々的に報じられていた記憶がある。日向不動産でも噂になっていたし、業界紙だけでなく一般向けの新聞でも読んだ。

　ホテルの建設以外に目玉になるサービスとして、ヘリコプターでの空の遊覧を検討しているらしい。敷地内にヘリポートを建設し、そこから離発着をする予定だという。価格設定やサービス内容など細かな点はまだ決まっていないものの、コースなどはほぼ決定しているそうだ。

「試験的な導入の意味を込めて、ホテル周辺を飛ぶ案が現在進められているの。でも副社長は徹底して、遊覧にこだわっているわ。どちらにしても、行政の許可は必要だけど、かなり有力な観光事業になるし、あちらも前向きに話を詰めてくれているの」

　示してもらった説明資料に目を向けると、図案などが細かく書き込まれていた。

　昨今の外国人観光客の増加も見込まれた新ホテル建設計画は、現在のところ順調に進んでいるらしい。最新の設備やセキュリティ、魅力的なサービス……読んでいるだけで、ここに泊まってみたいという思いが湧き上がる。

「ヘリコプターでの遊覧は、新ホテル周辺の大地主である植うえ戸と家のご協力が必須なの」

　騒音の件など、周囲の住民の理解や賛成がどうしても必要になる。現在検討されている飛行ルートのほとんどは、植戸家が所有している地所の上空だ。

　旧家である植戸家は、周囲の住民からの信頼も厚く、副社長も植戸家に挨拶に伺っているという。幸いにも現在の当主は新ホテルの建設とヘリコプターの遊覧に賛成だそうだ。七十代半ばにはとても見えない、若々しく元気な男性当主だとか。

「この資料に目を通しておいて。ほかの関係する方々の名前も記載されているから覚えておいてほしいの。あとは……そうね、給湯室の使用方法も説明するわ」

　立ち上がった津守さんに続く。すると、瑞々しい向日葵ひまわりを活けた一輪挿しが入口近くにある棚の上に置かれているのに気づいた。

「あら、社長室のお花ね」

　目をとめて、ごく自然に言う津守さんに思わず尋ねた。

「お部屋にお花を飾るのですか？」

　そういう習慣なのだろうか。

「決まり事ではないのよ。社長の奥様が向日葵をお好きなので、この時期はよく飾るの。社長は愛妻家だから、向日葵をご覧になると嬉しそうな顔をされるし。九重家の方々は花好きの人が多くて、普段からよく贈ったり育てたりしてるのよ」

「そうなんですね……」

「ちなみに副社長は特にお気に入りの花はないらしいから、私が勝手に飾ってるわ。私はトルコ桔き梗きょうが好きなんだけど、岩瀬さんは好きなお花はある？」

「……ガーベラが好きです」

「ああ、可愛いし、綺麗よね、場がぱっと華やぐもの。それじゃ、今度はガーベラを飾りましょうか」

　にこやかに言いながら、津守さんは給湯室の使用方法を教えてくれた。




　秘書業務初日はあれこれ教えてもらっている間に、あっという間に過ぎていった。

　普段、副社長と行動をともにするのは是川さんだそうで、私が外出する機会はそれほどないらしい。今は秘書業務の基本を学び習得するようにと、津守さんに言われた。

「焦らなくていいのよ。わからない時はいつでも聞いてね。副社長と是川さんに前々から岩瀬さんの話は聞いていて、会える日をとても楽しみにしていたのよ」

　退社時間になり、身の回りを片付けている際に、そう声をかけられる。一日つきっきりで教えていただき、迷惑もかけ通しだったにも関わらず、優しく接していただきとても嬉しかった。

「あの、私の話って……」

「今は時間がないから、あなたの歓迎会の時にでもゆっくり話すわ」

　綺麗に口紅を塗った唇を綻ばせ、楽しそうに手帳を開く。

「歓迎会をしてくださるんですか？」

「もちろんよ。社長、副社長や専務、常務にはお伝えしているから。この辺りの日程で考えているのだけど、大丈夫かしら？」

　優しい配慮に胸の中が熱くなる。業務の滞りを防ぐため、退職を若干延期してくださっていた先輩も、とても親切だ。一日も早く戦力になれるように、努力しなければいけない。

「大丈夫です。ありがとうございます。とても嬉しいです」

「じゃあ、この日程で調整するわね。決まったら伝えるから。お疲れさま、気をつけて帰ってね。私はこの書類を完成させたら退社するから」

　そう言ってくれた津守さんや先輩方に挨拶をして、秘書室を出る。是川さんは副社長と外出中で不在だった。

　会社の外に出て、大きな息を吐くと、朝から感じていた緊張感が少しほぐれる。

　これから頑張ろう。

　そう心に誓って藍色に染まった空を見上げた。




　一週間後。会社近くの料亭で、津守さんが幹事となり歓迎会を開いてくれた。

　落ち着いた雰囲気の座敷は、もちろん個室。以前の職場で参加していた居酒屋での歓送迎会とは様子が全く異なり、戸惑いを隠せない。

　社長は急な接待が入ってしまい、開始早々、すぐに離席しなければいけなくなったと前日に津守さんに言われていた。

　遥さん――副社長のお父様である社長は、着任のご挨拶に伺った際、柔和な笑顔を見せてくださった。髪にほんの少し白いものが混じっているが、面立ちは精悍で若々しい。

「今日は本当に申し訳ないね。これから息子をよろしく」

　接待前でお忙しいにも関わらず立ち寄ってくださった社長が、個室の入口近くで優しく声をかけてくださった。すでに座敷内にいた副社長は、社長に気づき、入口までやってきて私の右隣に立った。

「いえ、お忙しいところありがとうございます。未熟者ですが、これから一生懸命務めたいと思っております」

　頭を下げると、副社長が口を挟む。

「そんなにかしこまらなくていい。ここは職場じゃないし、お前の歓迎会だろ」

　それを聞いた社長は小さめの声で、意味深な言葉を口にする。

「圭太くんが『ぜひ』と推したんだ。あまり岩瀬くんを困らせるなよ」

　その通りです、と同調するように副社長をそっと見上げる。

　さすが親子、顔のつくりもだけど、雰囲気もよく似ている。

　まさか同居や恋人のフリまでは話してない、よね？

　内心、冷や汗をかきながら、必死で笑顔を貼りつける。

「もちろん。公私ともに支えてもらうつもりですから、無理はさせませんよ」

『公私ともに』って！　驚きすぎて声が出ない。爽やかに、でも、とんでもない発言をする彼を凝視してしまった。

「……もう一度言うが、くれぐれも岩瀬くんに負担をかけるなよ。佐久間は岩瀬くんを娘のように大事に思っているからな。あいつに岩瀬くんの秘書就任報告はもう済ませたのか？」

　佐久間って、圭太のお父様だよね？　報告って……わざわざなんで？

「あの――」と、浮かび上がった疑問を社長に問いかけようとすると、副社長にサッと遮られた。

「近々するつもりです。それよりも社長、阪井さんがしびれを切らしていますよ？」

　これまた真面目な表情で言われて、社長は一瞬、近くに控えていた阪井さんを見る。無言で頭を下げた秘書に頷いたあと、改めて座敷内の役員や先輩方、私に声をかけてくださってから、次の目的地に向かわれた。

　今の会話の詳細について副社長に問いたい。でも、さすがにこの場所ではそうもできず押し黙った。

　歓迎会は、社長と阪井さん以外の役員、秘書室の社員が参加してくださった。広めの和室ひと部屋が貸し切られ、中央には大きめの座卓。

　私の右隣に副社長、その隣には是川さん。私の真向かいには専務、その右隣には津守さんが座っている。

　出された和食のコース料理はとても美味しく、和やかな時間が過ぎていった。少しずつ話をさせていただき、そのあとはめいめいが席を移動して、楽しく歓談する。

「緊張しすぎ」

　しばらくして専務が先輩方の席近くでお話しされている際に、副社長がそっと私の耳元で言った。津守さんはそんな彼を見て片眉を上げた。

「ずいぶん岩瀬さんを気にかけていらっしゃいますね。今日は、ずっとその席から動かれていませんし。普段でしたら頻繁に席を移動なさいますのに」

「そうですか？」

　はぐらかすのが誰よりうまいこの人は、余裕の表情で返事をしている。自宅で見せる横柄な態度は、会社ではちっとも見せない。いかにも物腰柔らかい〝穏やかな御曹司〟といった調子で、表情も優しく王子様然としている。

　この様子では女性からモテるのも当然だ。お酒も強いのか、会が始まった時と顔も態度も全く変わらないし、その気配すら感じさせない。

　逆に、お酒に弱い私は耳も頰も熱い。勧められたお酒はいただかなければ、と飲みすぎてしまったようだ。きっと今頃、私の顔は茹ゆでだこのように真っ赤だろう。

　そんな私の様子を見た津守さんが、フフッと口元を緩めて話しかけてきた。

「副社長は、あなたをいつも心配しているのよ。私に様子を逐一尋ねてくるの。今まで誰に対しても平等で紳士的だった副社長とは思えない態度に、一部の女性社員たちの間ではとうとう本命の恋人が現れたのかって、噂になってるくらいよ」

　津守さんの遠慮ない物言いに、思わず目を見開く。

　最初『会社では、あくまでも上司と部下として接しておけばいいだろう』と言っていたし、私もそのつもりで接していたのに？

「まったく。いくら副社長の従い姉と弟ことはいえ、容赦ないですね」

　是川さんが困ったように口を挟んだ。従姉弟というふたりの関係性を初めて知った。言われてみれば、副社長と津守さん、目を惹く面立ちは、どこか似ている。

「あら。だって、ここ数日、副社長はずっと機嫌がいいでしょう。しかも噂も否定しないんですもの」

　得意げに話されて、心拍数がどんどん上がっていく。

　いつの間に、そんな噂が会社で流れているの？

「佐久間の大事な幼馴染みなので、気にかけるのは当然です。それよりそろそろお開きの時間では？」

　にこやかに言いながら、副社長は自身の腕時計を見る。そこにはなんの動揺も見られない。――私はこんなにも鼓動が暴れて、彼を直視できないというのに。

「まあ、本当。もうこんな時間ですね」

　先ほどとは打って変わって、津守さんはきびきびと皆に歓迎会の終わりを告げた。

　この人たちの本当の姿、真意がわからない。

　噂になって困らないの？　便宜上で結婚前提の恋人役になっただけでしょ？　プライベートならともかく、会社なんていう公の場に広まったりしたら、取り返しがつかなくならない？　ああ、でもそうしたほうが真実味が増すからいいのかも？

　お酒が回った頭で難しく考えすぎたせいか、気持ち悪くなってきた。でも、まず皆さんに今日のお礼を申し上げ、お見送りをしなければならない。私のために開いてくださったのだから。




　役員の方々をお見送りし、最後に副社長が社用車に乗り込んだ時、グイッと腕をつかまれた。そのまま、後部座席に引っ張り込まれる。抵抗しようにも力の差がありすぎて振りほどけない。

「あ、あの」

「具合が悪いようなので送って帰ります」

　穏やかな口調ではあるものの、まるで決定事項のように言い切る彼に、津守さんが片眉を上げて返事をする。

「……よろしくお願いします」

　どこまで送るのか、と聞かない先輩の口ぶりにひやりとする。

「もちろんです」

　ニッコリ微笑むこの人は、危険なくらいに魅力的だ。

「それでは失礼いたします。岩瀬さん、明日は休日ですし身体を休めてくださいね」

　何事もなかったかのように是川さんが挨拶をし、無情にも車が発車する。よほど緊急事態でもない限り、副社長が秘書を送って帰るなんてありえない。いくら新米秘書の私でも、それくらいわかる。

「ふ、副社長、どういうつもりですか？　私なら大丈夫です。いくらなんでも皆さんの前で……！」

　思わず抗議すると、すっと長い腕が伸ばされ肩を引き寄せられた。頭をトン、とその肩に預けるように促され、話を全く聞いてくれていない。ふわりと慣れ親しんだ香りが鼻腔をくすぐる。

「……俺の呼び方が違う。飲みすぎだ。着くまで黙って寝てろ」

　先ほどまでの麗しの王子様はどこへやら、普段の口調に戻っている。しかもなぜか不機嫌だ。

「具合が悪くなるまで飲むな。いくら自分の歓迎会だからって弱いなら断れ。また倒れたらどうするんだ」

　小さく呟きながら私の髪をそっと梳すく。無愛想な言い方とは裏腹に、その手はとても優しい。触れられた場所から伝わる高めの体温が心地いい。どうしてこんなにも安心するんだろう。

　頭の片隅で考えながら、いつの間にか意識を手放していた。




　喉の渇きを覚えて、うっすらと目を開けた。焦点の定まらない目に飛び込んでくるのは見慣れた私の部屋の天井。そして横たわっている場所は私のベッドだ。部屋の中は薄暗く、カーテンの隙間から漏れる光は仄暗い。まだ朝ではないようだ。

　私、夢でも見てた？　遥さんと会話をしていたような気がするんだけど……。

　身体を起こそうとした途端、ズキリと頭が痛み、起き上がった瞬間の自分の服装を目にして、はっきりとこれまでの出来事を思い出した。

　確か歓迎会で……緊張して……勧められるままお酒を飲んで、連れて帰ってもらって……その先の記憶がない。そもそもいつ車を降りたのだろう。

　考えられる事態にサーッと血の気がひいていく。背筋に嫌な汗がつたう。

　まさか、とんでもない失態をしたのでは……！

　私はジャケットこそ着ていないが、出勤時と変わらない服装をしている。慌ててベッドから降りようとした途端、足がもつれてどさっと尻もちをついてしまった。

「澪、どうした？」

　近くにいたのか、音を聞きつけたらしい遥さんが室内に入ってきた。照明がついて部屋の中が瞬時に明るくなる。

「だ、大丈夫です。あの私、その」

　床の上にうずくまったままの無様な姿で必死に返事をする。恥ずかしさと情けなさでどんな顔をしていいかわからない。

「……ベッドから落ちたのか？」

　心配そうな表情を浮かべて近づく彼は、普段自宅で過ごしている服に着替えている。髪の毛が少し濡れているから、入浴したところだったのだろうか。

　整った面差しから目を逸らせずにいると、ふわりと身体が床から浮く。気づけば横抱きに抱えられていた。慣れてしまったはずの彼の香りにドキリとする。

「は、遥さん？」

　一体なにをしているの？

「動くな、落ちるぞ。また熱が出てふらついたのか？」

　労わるような温かい声が耳に響き、胸の奥が燃えるように熱い。

「平気、です……すみません……」

　返事をするだけで精一杯だ。心臓が壊れそうな音をたてている。お姫様抱っこなんて、兄にも圭太にも、過去の恋人にもしてもらった経験はない。

　そっと、まるで壊れ物を扱うような優しい手つきで私をベッドに戻し、ヘッドボードに腰を寄りかからせるようにして座らせてくれた。私の傍らに座り、顔を覗き込んでくる。以前、熱を出した時に看病してもらった記憶が鮮明に蘇る。

　ああ、もう、どれだけ同じようなことを繰り返しているのだろう。あの日も、こんな風に部屋まで運んでもらったの？

　全身がカッと熱くなる。

「あ、あの、私……」

　恐る恐る口を開く。距離が近すぎて、どうしていいかわからない。こんなに綺麗な容貌の男性にじっと見られて、居たたまれなくなる。目を逸らしたいのに、視線が強すぎて逸らせない。

「……気分はどうだ？」

　頰に骨ばった指で触れながら問われ、その感触にピクリと肩が跳ねる。

「……少し頭痛がしますけど、大丈夫です」

「そうか、よかった」

　ふわりと目尻を下げる遥さんは怒っているようには見えない。指の温もりがゆっくりと頰から離れていく。

「……遥さんが、ここまで運んでくれたんですか？」

　こうなったらきちんと自分の失態を確認して、潔く謝罪しよう。そう覚悟を決めて問いかけた。

「ああ、熟睡して起きないからそのまま運んできた」

　なんでもないように言われて、言葉を失う。予想はしていたけれど、改めて聞かされた衝撃の事実に頭痛がぶり返す。

　不可抗力とはいえ、副社長という立場の人に一度ならず二度までも……！　飲みすぎて熟睡、しかも運んでもらうなんて、なんたる失態、社会人失格だ。

　恥ずかしさと申し訳なさで、うつむいてしまう。

「た、度々申し訳ございません……！」

　ギュッと目をつぶって謝罪すると、ぽんと頭を大きな手で撫でられた。

「恋人を送るのも看病するのも、当然だろ？」

　当たり前のように言われて、慌てて頭を上げる。

「ダメです、私は秘書で、恋人はあくまでもただの役、フリです。なのに、何度もご迷惑をかけてしまって……本当に申し訳ございません」

「……役じゃないって言ったら？」

「え？」

　低い声で囁かれたセリフに、耳を疑った。彷徨う私の視線と彼の視線が交わる。かたちのよい薄い唇が、妖艶に歪む。

「本気だって言ったら？」

　まるで誘惑するような声が耳元近くで聞こえる。ほつれた髪を長い指でそっと耳にかけられ、身体がしびれたように動けなくなる。

　なにが、とは問えなかった。

　美麗な面差しがゆっくり近づいて、そっと私の唇に彼の唇が合わさった。頰に微かに触れる漆黒の髪と、甘く柔らかい唇の感触が身体中に伝わる。

　突然の出来事に、瞬きすら忘れてしまって、呼吸が苦しくなる。伏せられた長いまつ毛をぼんやりと眺めるしかできない。

　ほんの少しだけ唇を離した遥さんに見つめられ、その色香のこもった瞳に吸い込まれそうになる。

「……どうして……」

　理由も意味も尋ねたい。でも混乱してしまってうまく話せない。声が喉に貼りついてしまったようだ。

「わからないか？」

　遥さんはそう言って、もう一度私にキスをした。今度はなにかを伝えるような、性急で焦燥感の込められた長いキスだった。

　胸の奥がしめつけられて、考えなければいけないのに思考が纏まらない。最後に上唇をついばむようにキスをされて、ゆっくりと離れていく。

「……幼馴染みにも、誰にもお前を譲るつもりはない。俺を男として意識しろ。役だなんて二度と言うな」

　甘い低音で物騒な宣言をして、立ち上がる。

「返事は？」

　すぐに答えられるわけがないのに、答えを求めるこの人は本当に意地悪だ。混乱して黙っていると、仕方がないとでも言うかのように軽く首を振ってため息をつく。

「返事は宿題にしておく。それと今後俺以外の男の前で酒を飲むのは禁止だ。飲んだ時は連絡しろ」

　突然強引な命令を下すこの人の考えがわからない。

「まだ夜明け前だ。今日は休みだろう？　もう一度眠れ」

　呆然としている私に声をかけ、頭に小さなキスを落とすと、ゆっくりドアの向こうに消えた。残された私はどうしていいかわからない。

　……今、キスされた？　どうして圭太のことが出てくるの？

　そろそろと、触れられた唇に指で触れる。指が知らない間に細かく震えている。動悸が激しい。

　わけがわからない。振り回すだけならやめてほしい。私は器用な人間じゃないし、取り繕うのもうまくない。

　いくら年齢を重ねても、たかがキス、と捨て置くことすらできない。その証拠にさっきからまるで全力疾走したかのように鼓動が速い。

　学生の頃のようにがむしゃらで向こう見ずな恋愛なんて、しかも絶対に叶いそうもない不毛な恋なんてしたくない。同じ時間を穏やかに共有して、ゆっくりともに歩んでいける人と恋愛がしたいと願っているのに。

「……痛い」

　無意識にこぼれ落ちた自分の声が胸に刺さる。

　こんなに痛いくらいに、胸がざわざわと揺れる理由は、薄々わかっている。だけど、それを認めるのも突きつめるのも怖い。なのに、あの人は必死に張り巡らせた予防線を、予想外の方法で軽々越えてこようとする。

　手の届かない、皆が憧れる王子様。そんな人にこれ以上近づいてどうするの。どうしようもない将来を願っても意味なんかない。

「私は女性除けのために、ここに住んでいるだけ。この先を望んだら、自分が苦しくなるだけ」

　自分に言い聞かせるように、そう呟いて再びベッドに潜り込む。何度も寝返りをうつけれど、気持ちの折り合いはつかず、ため息をついた。

　違うことを考えようとしても、同じところに戻ってしまう。

　長いまつ毛に縁どられた綺麗な目、甘く響く低音、包み込むような大きな手、音も感触も鮮明に記憶に蘇って忘れられそうにない。あの人はこうやって離れていても、心を簡単に奪って揺さぶってくる。

　仕方なくベッドから慎重に降り、そっと足音を忍ばせて洗面所に向かう。

「やだ、最悪……」

　鏡に映った私の化粧は崩れ、髪は乱れてぐしゃぐしゃだった。

　こんな姿を見られてしまった事実に泣きそうになる。しかも、そんな悲惨な状態の私にキスをした彼の真意が、ますますわからなくなって混乱する。

　すべての事柄に目をつぶり、浴室で熱いシャワーに打たれても、心の暴走は収まらなかった。










恋心と恋敵




　髪を乾かし、再びベッドに潜り込んだ。ウトウトとまどろんでいると、微かに玄関ドアが開く音が聞こえた。

　慌てて起きようとした私の行動を見透かすかのようなタイミングで、バッグの中のスマートフォンが震える。

【少し出かける。きちんと身体を休めろよ。俺への宿題をすませろ】

　画面に表示された端的なメッセージに、カッと頰に熱がこもる。全くこの人はどこまでお見通しなのだろう。

『宿題をすませろ』なんて言われても、見て見ぬフリをしてきた心の扉を開ける覚悟は、まだできていない。大体、なにもかも突然すぎる。




　中途半端な想いを抱えたまま、日々は過ぎていく。答えは出ないまま、十月を迎えてしまった。

　遥さんはあの日以来、なにも言わない。ただ、私に向ける目や仕草がさらに優しくなったように感じる。不意に頭を撫でられたり触れられる回数も、以前に比べてずいぶん増えている。

　優しくされれば嬉しい。でも、同時に苦しくて、やるせない。

　仕事面では相変わらず厳しく、しっかりした上司で公私混同はしない。それでも私が恋人だとかいう社内の噂を知らないはずはないのに、一切、否定も肯定もしていないらしい。

　お客様の中には、その件に言及する方も少なくない。私がその噂の秘書だと今はまだ他社の方々にバレていないが、噂の広がっていくスピードに、背筋が冷たくなる。そんな私とは対照的に、彼は動揺もせず涼しい顔でやり過ごしている。

　どこまで本気なの？　どうして、そんなに堂々としているの？

　心の中では何度も問いかけているのに、実際には確認できずにいる私は臆病者だ。

　昨日、帰宅すると佳奈ちゃんから連絡があった。

『澪さん、九重副社長と婚約間近って本当ですか!?』

　電話越しでも、興奮しているのがはっきりわかる後輩の声。

『……そんなわけないでしょ』

　できるだけ冷静に答えるけれど、ドッドッと動悸が激しくなっていく。

　契約当初は、そうした状況にするのが目的だった。でも、ここまで噂が広がり、真実味が増してくると、どうすればいいのかわからず、つい本音を漏らしてしまった。

『本当ですか？　九重副社長がうちの社長に婚約間近の恋人がいるって宣言なさったって、もっぱらの噂ですよ。澪さんの名前をはっきり口にしたって……』

　そういえば五日ほど前に日向不動産の社長が副社長のもとに来られていた。

　私は離席していたけれど、そんなプライベートな話をしていたの？

『独身イケメンとして名高い方ですから、そのうちネットニュースや週刊誌、女性誌で発表されるはずって、皆、興味津々です』

　屈託のない明るい声に、絶句する。今まで私の名前までは表に出ていなかったのに。

『恋人なんてただの噂よ。大体、私なんかが副社長のお相手になるわけないじゃない』

『どうしてですか？　恋愛は自由ですよ？』

　躊躇なく言ってのける佳奈ちゃんの声に、目が覚めたような気分になった。心の深く脆い部分に、後輩の無邪気なセリフが染み込んで落ち着かない。

　結局はっきりした話もできないまま、曖昧にはぐらかして通話を終えた。なにかあった時は報告してくださいね、と何度も念押しされたけれど。

『宿題』を済ませるためにも、いい加減に自分の気持ちと向き合わなければ。そう思うのに、彼の前に立つと、頭が真っ白になって肝心な言葉が出てこなくなってしまう。

　私はまだ半人前なので、仕事量もそれほど多くない。今も副社長の外出にはほとんど同行していない。

　スケジュールについては是川さん、津守さんに手伝っていただいて管理しているような状態だ。いずれはひとりですべてをこなせるようにならなくてはいけないのだが、まだその域には達していない。

　私の帰宅時間がそれほど遅くないのはきっと、副社長や秘書室の皆さんの気遣いなのだろうとわかっている。

　傲慢で強引、そして本当は優しく思慮深い彼に、すでにどうしようもなく惹かれてしまっている。けれど――その気持ちに飛び込んでいく勇気と覚悟は、まだ持てない。




「今日は夕方からエントランスの定期装飾があります」

　翌日、朝礼で是川さんが淡々と告げた。その瞬間、周囲の先輩方の表情がわずかに引きつったように感じた。

　朝礼後、自席に戻り、今日の予定について先輩方に再確認しようと口を開いた時、津守さんが大きなため息をついた。それに呼応するかのようにほかの先輩たちがひそひそと話しだす。

「今日も、こちらにいらっしゃるでしょうか？」

「いらっしゃるでしょうね……。念のため副社長に対応を伺いましょう」

「あの、どなたかのご訪問があるんですか？」

　先輩方に思わず尋ねる。今日は副社長に来客はなかったはずだが、急な変更でもあったのだろうか。それならば把握しておかなければいけない。

　津守さんが困ったような表情を浮かべて教えてくれた。

「厳密に言えば、可能性があるという段階の話なんだけど……今日、定期装飾に来られるのは如月きさらぎ流の方なのよ」

　如月流といえば、華道に縁遠い私でさえ知っている有名な流派だ。歴史も古く、お弟子さんの数もとても多いと、以前なにかの雑誌で読んだ記憶が微かにある。

「その方が副社長に会いに来られるんですか？」

　どうして、わざわざ？　副社長となにかご縁でもあるのだろうか？

「確実ではないけれどね」

　軽く眉をひそめながら詳細を語ってくれた。

　如月流の家元は、現在ヘリコプター事業で関わりのある植戸様の奥様の弟だそうだ。植戸様の奥様も、そのご息女も師範代。植戸家の方々のほとんどは華道と茶道をたしなまれていて、しかも相当な腕前らしい。

「以前、植戸様が奥様と来社された時に、エントランスの生花をご覧になったの。それは見事なものだったって、帰宅後、なにげなくお孫さんに話をされたそうなのよ」

　すると、その孫にあたる方が、大変な興味をもたれたらしい。

「元々、エントランスの花は専門業者にお願いしていたのよ。でも、そのお孫さんから『料金は必要ないので活けさせてほしい』って、お願い……いえ、懇願されたの」

「植戸様を通じてのお願いだったし、事前にイメージ図案もいただいてね。当社に不利なお話でもなかったので承諾したの。もちろん正当な料金をお支払いしたわよ」

　近くにいた先輩が補足してくれる。

「ところがそれ以降、度々そういった話を持ちかけられるようになってしまってね、仕方ないから今は年に二回ほどお願いしているの」

　津守さんが軽く眉間に皺を寄せて、あとを続ける。

「それはまた……すごい情熱ですね。よほどお花がお好きな方なんですね」

　受付業務だったので、会社の顔であるエントランスの生花装飾など、生半可な腕前ではできないと知っている。感心する私に、津守さんが綺麗にネイルが塗られた手を軽く振って否定した。

「いやだ、違うわよ。装飾にももちろん興味はあるだろうけれど、その方が本気で興味がある対象は副社長よ」

　副社長？

「いらっしゃるのは植戸様のご子息のひとり娘で、桃もも子こさんというお名前なの。弁護士をなさっているお父様の影響で、現在法科大学院に通われている生きっ粋すいのお嬢様よ」

「あの、対象というのは……」

「憧れというか、あれは、懸想というレベルかしらね、簡単に言えば好きなのよ」

　真剣な表情で「私たち秘書全員がそう思っているの」と、つけ加えられる。

　桃子さんが直接、そうおっしゃったわけではないという。ただその言動すべてにおいて、そういったものが見え隠れするらしい。

「もちろん、副社長は桃子さんに対しても、ほかの女性に接する時と同じ態度を取っていらっしゃるわ。期待させたり勘違いされるような言動も一切なさらないし」

「それなら、わざわざこちらにお見えになるというのは……」

　ただの挨拶ではないのだろうか？

「いつも、いろいろな訪問理由をつけてここまで来られるのよ。ほかの業者の方々は作業を終えられたらそのまま帰られるか、受付や警備の方を通して連絡をくださるだけなのに」

　そんなあからさまな態度を取るなんて……。

「桃子さんに関しては私たちでは対応しかねるので、その都度、副社長に判断していただいているの」

　津守さんが机に頰杖をつき、渋面を浮かべていた。

　その予想が現実になったと知ったのは午後六時半を過ぎた頃だった。

　副社長から書類を受け取り、執務室を退室しようとしていた時、内線が鳴った。「……わかった」

　応答した副社長が小さく息を吐いた。

「取引先の方がこちらに来られる。お前は一旦、自席に戻れ」

「同席しなくとも、よろしいのですか？」

　秘書なのにいなくていいの？

「相手は桃子さんだからな。津守と是川が対応している。その扉は開けたままにしておいてくれ」

『桃子さん』

　耳にした名前に信じられないくらい心が揺れた。ドクン、と鼓動がひとつ大きな音をたてた。

　胸の中に小さなしこりのようなものが生まれたのを感じたが、指示に従って退室する。廊下に出ると、艶やかな黒髪をひとつに纏め、白い大きな包みを抱えた女性と、是川さん、津守さんがこちらに向かってくる姿が見えた。

　一礼してからサッと脇にずれる。女性の抱えた包みの隙間から胡こ蝶ちょう蘭らんが見えた。津守さんが、小さく片眉を上げた。開いたままになっている扉から、女性は軽く一礼して入室する。

「ご無沙汰いたしております。先日は偶然、華道展の帰りにお会いできてとても嬉しかったです。花材が余りましたのでお持ちしました。よろしければこちらで飾っていただければと……」

　鈴のように軽やかな女性の声が開いた扉の奥から聞こえてくる。頭を上げた私の目に、柔らかな笑みを浮かべている副社長の姿が映った。

「いつもありがとうございます」

「よろしければ活けましょうか？」

「いえ、お疲れでしょうし、そこまでしていただくわけにはまいりません。お気持ちだけちょうだいします」

　副社長の声が響く。その優しい声に、小さな棘が胸に刺さったような気がした。

　いつものお客様への対応よ。そう自分に言い聞かせるのに、胸が、なにかに強くつかまれたように苦しくなる。

　いつまでもここにいてはいけない。嫌になるくらい理解しているのに足がなかなか動かない。そんな私の様子に気づいたのか津守さんが無言で頷いて、そっと後ろ手に扉を閉めた。

　扉の前で、私は深い息を吐いた。

　……戻らなくては。

　ほんの一瞬、垣間見た桃子さんはとても綺麗な人だった。薄っすら頰が染まっているように見えた。副社長が女性が会話する姿なんて、これまでに何度も目にしている。なのに、どうして今日は、こんなにも心がざわめくのだろう。

　席に戻ると、帰社していた阪井さんに「副社長の来客は、自分たちが対応するので気にしなくていい」と言われた。

　今、ひとりで帰宅してもいろいろと考えてしまうだけだ。そう思ったので「副社長から受け取った書類を処理次第退社します」と、返事をした。

　書類仕事を済ませ机周りを片付けていると、是川さんと津守さんが秘書室に戻ってきた。時計を見ると、七時半。桃子さんが来訪されてから一時間近くが経過している。

「あら、まだ残っていたの？　帰ってよかったのに」

「まだ仕事が残っていましたので……あの、お疲れさまでした」

　なにを、と言うまでもなく勘の鋭い先輩は私の考えていることに気づいていた。

「ううん、驚いたでしょう。あのお嬢様、いつもあんな感じなの。目からハートマークの視線が出ているって、木き崎ざきさんは言ってたくらいよ」

　木崎さんは先輩秘書のひとりだ。以前、佳奈ちゃんに副社長の情報を教えてくれた人でもある。

「……綺麗な方ですね」

「外見はね、でも私に言わせれば、ただのワガママなお嬢様よ。どんなに頑張っても副社長の恋愛対象にはならないというのに懲りないわよね」

　津守さんの評価は、かなり辛しん辣らつだ。

「でも副社長もとても優しく対応されていますよね……」

「誰にでも向けている笑顔よ。岩瀬さんも知っているでしょ？　あなたに向ける笑顔には、ほかの人なんて比べものにならないくらいの気持ちがこもっているでしょ？」

　フフッと口角を上げる先輩はなぜかとても楽しそうだ。どう返事をすれば正解なのかわからない。

　公私混同はしないと言う副社長――遥さんだが、向けてくれる眼差しは優しくて、どこか甘い気がする。そして、それを嬉しく感じてしまっている自分が、確かにいる……。




　美しい秋晴れの空が広がる十月半ば、是川さんから、植戸邸を訪問する副社長に同行するように指示された。

　必要な書類や手土産などを確認し、社用車に乗り込む。大事な取引先に、副社長とふたりきりで外出するのは初めてだ。しかも、あの桃子さんの祖父にあたる方のご自宅だ。彼女に会うわけではないのに緊張してしまう。

　そんな私の胸中を見透かすように、隣に座る副社長の手が、膝の上で握りしめた私の手に触れた。肩がピクリと揺れる。

「ふ、副社長……？」

「緊張しなくても大丈夫だ。お前はいつも通りにしていろ。俺に合わせていればいい」

　自信に満ちた言い方に小さく息を吐き出す。甘えてはいけないのに触れられた手の温もりに安心してしまう。

「……はい」

　どうして、そんなに私の心の動きがわかるの？　なんでそんなに優しいの？

　これまでに何度も感じた疑問が胸を占領し、圧迫する。このままじゃ引き返せない想いに沈んでしまうと、もうひとりの自分が警告する。

　目的地に到着するまでの間、ずっと手は離されなかった。




　植戸様のご自宅は、築つい地じ塀べいに囲まれた広い日本家屋だった。門から玄関までの道に植えられているのは、よく手入れされているとひと目でわかる立派な松や槇まきの木。案内役の秘書の方について、家の中に足を踏み入れると微かな木の香りが鼻をくすぐる。

　十五畳ほどの和室に通されると、すでに植戸様はいらっしゃった。副社長は快活に挨拶を交わし、私を自身の新しい秘書として紹介する。

　副社長は勧められるまま、座卓を挟んで植戸様と向かい合うように腰を下ろす。私は、副社長から少し離れた場所で控えるように座った。

「忙しいところ、突然呼び出して悪かったね。今日は仕事ではなく孫娘の話なんだよ」

　少し困ったように眉尻を下げる植戸様に、副社長が穏やかに頷く。

「桃子は、君に大変惹かれているようなのだが……」

　重々しい口調で話される内容に、氷の塊を呑み込んだような気持ちになった。

　……これってまさか、縁談の打診？

　そんな話は、ドラマかなにかだけの出来事だと思っていた。

　この人は誰の目にも魅力的な男性だ。年齢から考えても、こういった申し出はきっと過去何回もあっただろう。頭でわかっていても、目の前で現実を見せつけられると、悲しくて仕方がない。

　……ちょっと待って……悲しい？

　ごく自然に湧き上がった自分の感情に動揺する。見て見ぬフリをしていた想いが、今、はっきりとかたちを取り始めた。

「植戸様、お話は大変ありがたいと思っております」

　その返答に心が凍りついていく。ドクンドクンと大きすぎる鼓動が胸を打って、膝の上に置いた手が震えだす。

　動揺してはいけない。所詮、私とは遠い世界の人なのだ。この間のキスは、ただの気まぐれ、圭太の幼馴染みで行くあてのない同居人に親切にしてくれただけ。一般市民が王子様と結ばれるなんて、おとぎ話の中だけだ。

　何度もそう言い聞かせたでしょう？

　もうこれ以上考えてはいけない。今ならきっと、この気持ちを勘違いで見過ごせる。

　それなのに、胸がジクジク痛む。できるなら今すぐこの場から逃げ出したい。

　……好きな人の縁談話を、どうしてわざわざ聞かなくてはいけないの？

　悲鳴のような心の声に愕然とし、ごまかしきれなかった想いが明確な言葉となる。

　……私は、副社長――遥さんが好きだ。

　どうしようもなく惹かれてしまう気持ちを止められない。『恋愛は自由ですよ？』と、まっすぐに言ってのけた佳奈ちゃんの声が聞こえた気がした。それでも手の届かない人を想うなんて、不毛な恋はしたくなかった。

　こんな場所で、自分の気持ちを確信してしまうなんて。どこまで私の恋は間が悪いのだろう。

　手を伸ばせば、声をかければ届く場所にいるのに、本当の距離はとても遠い。胸が潰れそうに痛くて悲しい。

　けれど認めてしまった気持ちはもう撤回できない。今まで抑えつけていたせいもあって、どんどん広がっていく。

　遥さんは、植戸様が自分を呼び出した目的が縁談だと知っていたのだろうか。私を同行させたのは、もしや自分への想いを諦めさせるため？

　だとしたら正解だ。こんな場面を見せられて叶わぬ夢なんて抱けない。

　だけど、どうしたらいい？　どうやって諦めたらいいのだろう？　胸を焦がしつくすほどのこの想いを、どうやって押し込めたらいいの？

　今なら、秘書室に押しかけてくる桃子さんの気持ちが痛いほどわかる。ほんの少しでも自分を選んでくれる可能性を見出したくて、好きな人に少しでも会いたくてたまらなかったのだろう。たとえ、そこが相手の職場だとわかっていても。

　泣かずにいるだけで今は精一杯だ。しっかりしなくては。私は秘書。公私混同して、醜態を晒したくない。

「おお、そうか。それでは……」

　植戸様の表情が明るく輝く。その時、遥さんが少しだけ身体をこちらに向け、唇を固く引き結んだ私をじっと見つめて言った。

「ですが、私には心に決めた女性がおります」

　低くはっきりした声が耳に響く。綺麗な二重の目にまっすぐ見据えられて動けない。その目からは覚悟と熱い気持ちがにじみ出ていた。植戸様は違和感を覚えたのか、私に厳しい視線を向ける。

「彼女はまさか……噂になっていた秘書の女性なのか？」

　この方にまで噂が届いていたのかと驚く。

「はい」

　迷いなく言い切る遥さんに、植戸様は苦虫を噛み潰したような表情で私たちを見比べ、ふうと大きく息を吐いた。

「この女性が……君の大切な人なのか？」

「ええ、私には彼女以外の女性は考えられませんし、なにより大事な存在です」

　そう言って過分な甘さを含んだ目が向けられる。思わず息を呑んだ。なにか話さなくてはいけないと思うのに、頭の中が真っ白になって言葉が出てこない。

　私が、遥さんの大切な人？

「岩瀬さんとおっしゃいましたな。九重さんの話は真実かね？」

　確認するかのような厳しい声が響く。どうしてよいかわからず、咄とっ嗟さに遥さんを見つめる。

「澪、正直に言ってほしい」

　端正な面立ちに焦燥と切なさがにじんでいる。長いまつ毛の下で熱をはらんだ目が私を釘づけにする。

　あの日の言葉が脳裏に鮮明に蘇る。

『幼馴染みにも、誰にもお前を譲るつもりはない。俺を男として意識しろ。役だなんて二度と言うな』

　まさか今、この場所で返事をする羽目になるとは思いもしなかった。

　どうしてこの人はこんなにも唐突なの？　どこまで規格外の行動で、私を振り回すの？　取引先の自宅で告白だなんて、ありえない。不利益な交渉に終わるだけだし、私を選んでもなんのメリットもないのに。

　不安に屈しそうになる私に、泣きたくなるくらい甘い声が響く。

「澪、将来を一緒に歩む相手はお前しかいない」

　躊躇いを払拭するようなセリフに背中を押される。胸の中がカッと熱くなり、認めたばかりの気持ちが溢れ出す。

　こんな風に逃げ場を奪うなんて反則だ。

　どこまで私を翻弄するの？　悔しいけれど完敗だ。

　震える手をギュッと握りしめる。

「……副社長の話はすべて真実です。私も九重 遥さんをお慕いしています」

　彼を見つめ、素直な気持ちを伝えた。その瞬間、愛しい人は花が綻ぶように相好を崩す。その表情が嬉しくてくすぐったかった。

　やっと伝えたい相手に気持ちを打ち明け、心に安堵にも似た気持ちが広がっていく。

「……そうか……」

　植戸様の気落ちした声が響き、ハッとする。自分の気持ちに浸っている場合ではない。反省し、慌てて声を発しようとすると、遥さんが小さく首を横に振った。

「申し訳ありません。お嬢様には私からお話をさせていただきます」

「いや、それには及ばない、私から話しておくよ。それよりも、私用で呼び出してしまって申し訳なかった」

　気分を害した様子を微塵も感じさせない植戸様に、副社長が言う。

「せっかくのお気持ちにお応えできず、申し訳ありません」

「気にしないでくれ。こういう話はあくまで当人同士の気持ちが一番大事なものだ。おかしいと思ったんだよ。いつもは是川くんが同行するのに、今日に限って岩瀬さんを同行してきたからね」

　苦笑いを浮かべる植戸様に、遥さんは穏やかな表情を見せる。

　もしかして、この展開すべてを予想していた？　だとしたら、本当にこの人は抜け目がない。

「……ふたりの幸せを祈っているよ。桃子からはいろいろと、うるさく言われるかもしれんが、君の本気を見せられた私としては、ふたりを応援したい」

　落ち着いた声で言われて、そっと頭を下げた。同情などではなく、桃子さんの気持ちを思うと、申し訳なさが浮かぶ。和室を包んでいた緊張感が少し緩んだその時、障子を隔てた廊下から微かな足音が聞こえてきた。

「おじい様、失礼してよろしいかしら？」

　鈴の音のように軽やかな声が響き、無意識に身体が強張った。

「桃子か？　どうした、今日はこちらには寄らないと……」

　驚きを隠せない様子の植戸様はちらりと私たちに視線を移した。

「ええ、でも、おばあ様に急な用事があったので参りましたの。そうしたら九重副社長がいらっしゃってると伺ったので。お茶のおかわりをお持ちしました」

　よどみなく話す桃子さんの口調はとても落ち着いているが、声には好きな人に会える喜びが混じっている。遥さんが口を開き、小声で告げた。

「どうぞお気になさらず、入っていただいてください」

「しかし……」

　気遣うような視線を向ける植戸様に遥さんが言う。

「今回の件は、私からもお話させていただきたいので」

　植戸様は小さく頷き、私に遥さんの隣に座るように促した。遥さんにも頷かれ、座る場所を移動する。

「……入りなさい」

「失礼します」

　嬉しさが込められた明るい声とともに障子がすっと開く。襟と七分丈の袖口に白いレースがあしらわれた、紺色の清楚なワンピース姿の桃子さん。白い肌に濃い色がよく映えている。

　桃子さんは、手早くお茶を交換したあと、植戸様の隣に腰を下ろす。その容貌を正面から見た時、小さな違和感を覚えた。

　この方にどこか……会社以外の場所でお会いした気がする。

「お久しぶりです」

　遥さんに向かって口を開く桃子さんは本当に可憐だ。彼はいつもと変わらない穏やかな笑みを返している。

「お仕事のお話をされていたのに、お邪魔してしまって申し訳ありません」

　そう言ってやんわり唇の端を持ち上げる姿は、まさに深窓のご令嬢そのものだ。

「岩瀬さん、長男のひとり娘の桃子です。桃子、こちらは九重さんの新しい秘書の岩瀬さんだ」

　植戸様が紹介をしてくださり、私たちはお互いに挨拶を交わす。

　正面に座る桃子さんを見つめる。陶器のように白い肌に自然な赤みのある頰、背中半分ほどの長さの真っ黒な髪は艶々していた。

「九重さんは、岩瀬さんとの将来を考えておられるそうだ」

　前置きもせず単刀直入に植戸様が言うと、桃子さんは驚いたように瞬きをして小さく身じろぎする。

「……え？」

　その声にわずかな動揺が混じる。理解できない、といったような表情が清楚な面立ちににじむ。

「桃子さん、大変申し訳ないのですが、縁談はお断りさせてください。私には決めた人がいます」

　まっすぐに桃子さんを見つめて、はっきりと言い切る姿に、緊張で身体が強張る。膝の上で握りしめた私の手が、一瞬だけそっと握られた。向かい側に座るふたりからは見えておらず、驚いて隣を盗み見ると優しい目にぶつかった。

　大丈夫だ、と言われているような気持ちになり、緊張が少し解けた。

「そう、なのですか？　でも、この前、お会いした時には決まった方はいらっしゃらないと……」

　桃子さんは、青ざめた顔で話す。

「ええ、気持ちを伝えたのはごく最近です」

　その返答に大きな目を見開いて小刻みに身体を震わせる。

「そんな……」

「申し訳ございません。桃子さんでしたらきっと素晴らしい伴侶に巡り合われると思います」

　はっきりした拒絶に彼女の目が潤みだす。

「桃子、九重さんを困らせるな。仕方ないんだ」

「わかっています……でも、でも……！」

　こらえかねたのか、目から涙がこぼれ落ちる。

「すまんね。こちらから呼び出しておいて申し訳ないのだが、今日のところは……」

　苦渋の表情を浮かべる植戸様に遥さんは無言で頷き、私も頭を下げて退出した。部屋を出る際、桃子さんの悲しげな視線を感じたが、なにも言えなかった。

　彼女の気持ちは、とてもよくわかる。遥さんの人となりをよく知っているだろうし、関わってきた時間は、私より長いはずだ。一途に想ってきたのだろう。そう思うと胸が痛む。だからといって、今さら身を引くことはできない。

　私は、この人を好きになりすぎてしまっているから。




「……なにを考えている？」

　帰りの車の中で不意に問われた。

「あの方のお気持ちは、ご存知だったんですか？」

　社用車でする話ではないと思いながらも、口にせずにはいられなかった。曖昧に眉尻を下げる表情は無言の肯定だ。

「……桃子さんの気持ちには応えられない」

　目には明確な意思が宿り、その強さに圧倒されてしまう。

「俺が選んだのはお前だ」

　感情の機微に敏い人だから、私の心中を推し量ってくれているのだろうとわかる。

　けれど、心の中でなにかが引っかかってしまう。叶わないと思っていた恋心を受け入れてもらえてとても嬉しい。桃子さんの気持ちに応えてほしいとは願えない。

　けれど、取引先として伺った場で、ましてや恋敵ともいえる私がいる前で容赦なく断られた気持ちを思うとなんだかやるせない。

「……気の毒、とでも思っているのか？」

　再び問われた。逡巡しながらも小さく首を横に振る。

「すべての人の恋がうまくいくなんて思っていません。でももっとほかに言い方や答え方があったのではないかと……」

　ああ、なにを言っているんだろう。

　考えが纏まらない。私が言うことではないとわかっている。自分が優位に立っているような物言いをしたいわけではないし、偽善でもない。

　ただもう少し優しい状況にならなかったのかと思うのだ。もしかしたら、その立場になっていたのは私だったかもしれないから。

　桃子さんの涙、思いつめたような表情が目に焼きついて離れない。その瞬間、記憶を取り戻した。

　ずいぶん前の送別会の帰り道、マンションの前で見かけた白いワンピースを着た女性……あれは桃子さんだ。

　きっと見上げていた部屋は遥さんの部屋だろう。どうしてあの日のあの時間、桃子さんがいたのかはわからない。なにか事情があったのか、思いつめていたのか。

　不意に圭太の言葉が浮かんだ。

『熱狂的なファンというか、自宅を知りたがっている人が多くてさ』

　まさか桃子さんも？　でもそれなら遥さんや圭太が気づいていそうな気がする。考えれば考えるほどよくわからない。

　でも、もし桃子さんが思いつめて自宅まで押しかけているとしたら――それはそれで問題だ。取引先の重役の自宅なんて、たやすく知れるものではないはず。

「澪？」

　返事をしない私を訝しげに見つめる。綺麗な目には心配と気遣いが浮かんでいる。

　厳しい言い方をしていてもこの人の本質はとても優しいと、今では嫌というほど理解している。きっと私の葛藤を承知で、あえて悪役を引き受けようとしてくれているのだろう。

　そんな自分が情けなくも不甲斐ない。そう思うと、桃子さんの件を話す気にはなれなかった。

「下手に気を持たせるわけにはいかない。彼女は俺を美化しすぎているし、そんな関係がうまくいくはずがない。今の俺はありのままの姿を見せても態度もなにも変わらずに受け入れてくれる人に出会ってしまったから、もう引き返せない」

　揺るぎない決意を込めた目に射抜かれて頰が熱くなり、うつむく。

「……そんな言い方は反則です」

「そうか？　本心だ。……澪、会社に戻ったら話がある」

　私はうつむいたまま、小さく頷いた。




「ただいま戻りました」

「お疲れさま」

　帰社後、すぐに副社長のもとへ向かった是川さんのほかには、津守さんしか秘書室内にはおらず、自席に腰を下ろした途端に声をかけられた。

「きちんと話はできた？」

　是川さんと津守さんは今回の訪問の本当の目的を知っている。なぜなら、私はこのふたりに同行するよう指示されたからだ。

「……動揺しておられました」

　どう伝えたらよいかと逡巡しつつも、主語を端折って端的に答えると、有能な先輩はふうとため息をついた。誰の話をしているのか察して理解してくれていた。

「そうでしょうね、あの方、本当に副社長が大好きだもの。頻繁に来社されるくらいだし、それなりに自信もあったでしょうから。以前から縁談らしいものは、植戸様から遠回しに何度か出されていたのよ。副社長はいつも見事にかわしていたけれど」

「そうだったんですか……」

「最近はその申し出が真剣なものに変化してきていたの。桃子さんのアピールもあからさまなものになっていたし。きっとあなたとの噂が耳に入って、焦ったんでしょうね。それで副社長と室長は対策を講じていたのよ」

「今日、私が同行してよかったのでしょうか……」

　今さらな話だとわかっていても、口にせずにはいられなかった。

「当たり前でしょう。あなたが姿を見せて、噂は真実で、副社長の気持ちは揺るがないと見せつける必要があったの。そうでもしないと納得していただけないだろうから。でも副社長はあなたを人前に出したくないと言い張って、なかなか譲らなくてね」

　人前に出したくなかった？

「それは、私みたいな新人では、あちらも納得されないからかと――」

「違うわよ！」と、呆れたような口調で即座に否定される。

「自身との結婚を熱望しているご令嬢に会わせたくなかったの。以前、桃子さんが訪問された時、副社長はあなたを同席させなかったでしょ？」

　諭すように言われて、ハッとする。

「あなたがとても大切だから、傷つけたり悩ませたくなかったのよ。恋人と公言していなくても態度を見ていれば一目瞭然だもの。少なくとも秘書室では周知の事実よ」

　……だからあの時、私に退室するよう指示したの？　私のためだったの？　どうしてあの人はそこまでして私を守ろうとしてくれるの……。

「副社長が岩瀬さんを見る目は誰よりも甘くて、声もとびきり優しいでしょ。少なくともあんな視線を女性に向けている姿は誰も見た記憶がないわ」

　そのセリフにどう反応してよいかわからず、体温が急激に上がっていく。胸の中に言葉にできない思いが込み上げる。

「でも桃子さんは、副社長のお相手として、申し分ありませんよね……」

　思わずため息が漏れる。家柄や経歴もなにもかもすべてにおいて敵かなう気がしない。どうしてあの人が私を選んだのか疑問しかない。『気の迷い』と言われても、信じてしまいそうだ。

「なんの話をしているのかと思えば……岩瀬さんを落ち込ませてどうするんですか」

　背後から声をかけられて振り返ると、是川さんが呆れ顔で立っていた。

「室長、違います。岩瀬さんの誤解を解いていただけですよ」

　是川さんは津守さんを一瞥し、私に向き直った。

「いいですか、岩瀬さん。あなたは副社長が自ら選ばれた方です。誰かと比べる必要はありません」

「……はい」

　そう返事をするが、心中は穏やかではない。遥さんの真意が理解できない。

　本当に私でいいの？　本気で私を婚約者にするつもりなの？　桃子さんのように立派な所作も経歴もないし、仕事も半人前の私のなにがよかったのか、わからない。どうしたって比較してしまう。

「あなたを副社長の秘書にと考え、日向不動産に伺ったのはひどい夕立の時でした。昼間は蒸し暑かったのですが、雨で気温が一気に下がっていました。九重の人間だと悟られないよう、離れた場所で社用車を降りた私たちは、ずいぶん濡れてしまった」

　是川さんが唐突に話しだす。

「受付にいたあなたは、笑顔で清潔なタオルを差し出してくれました。驚いて辞退すると『皆様にお配りしておりますし、そのままでは風邪を召されます』と言ってくれました」

「私が、ですか……？」

　全く思い出せない。

「ええ。そのあと訪問した人事課で出されたお茶は温かく、冷えた身体にはとてもありがたかった。あれはあなたの配慮だそうですね」

　どうして知っているの？　そもそも、この話はいつのものだろう？

　戸惑う私の心中を察したかのように、是川さんはフッと口角を上げた。

「人事課、総務課の部長に伺いました。人員不足の、不本意ともいえる状態で打診されたにも関わらず、あなたは真剣に受付業務に従事し、雨の日や暑い日にはタオルを来客にお渡しするなど、積極的に取り組んでいたそうですね」

　頭の中に、今となっては少し懐かしい上司の顔が浮かぶ。

「各部署に連絡する際、天候や気温を伝えて、温かいお茶にするか、冷たいもののほうがいいか進言していたと聞きました」

　それは来社されるお客様に、受付担当としてできることを精一杯したいと考えて始めたものだった。

「……でもそれは受付の皆が協力してくれたからで私の力ではありません」

「そうでしょうか？　あなただから協力をしたいと思ったのではないですか？　あなたには、あなたにしかない能力と魅力が備わっています。誰よりも副社長はそれをご存知なのだと思いますよ」

　眼鏡のブリッジを押し上げながら、滑らかに話す是川さんに津守さんが同調する。

「そうよ。私も室長からその話を聞いた時、ぜひ秘書室に来てほしいと思ったわ。佐久間くんに人材の相談をして、最終的にあなたに打診するよう室長に進言したのは私よ。今回の異動は、あなたのこれまで積んできたキャリアの成果なのよ？」

「マナーやマニュアル通りの動きは、ある程度学んで慣れていけばできるものです。けれど自分自身で考え、実行するのは簡単ではありませんし、一朝一夕でできるものではない」

　胸が詰まって、じわりと目に涙がにじむ。仕事を評価していてくれた事実に胸がいっぱいになる。そういえば、圭太が私を秘書室の先輩に推薦したって言っていたっけ。あれは、津守さんのことだったんだ。

「忘れるところでした。副社長がお呼びですよ」

　是川さんが穏やかな声で、泣きそうな私の背中を押してくれる。

　仕事で迷った時、落ち込んだ時は、きっと今日の出来事を思い出すだろう。そんな気がした。

「失礼します」

　ノックをし、副社長室に入る。遥さんは大きな執務机で書類を眺めていた。背後にある大きなガラス窓からは、綺麗な夕焼けが見える。

　こんな風に一歩離れた場所から見ていると、一枚の絵のようだ。完璧な容姿のこの人に、近づくことすら遠慮してしまいそうになる。

「……お呼びだと伺いましたが」

「ああ」

　短い返事とともにすっと立ち上がって、あっという間に目の前にやってきた。

　突然の接近に思わず、顔を見上げる。どうやら仕事の話ではなさそうだ。

「……平気か？」

　至近距離から覗き込んで言葉少なに問う。二重の目に浮かぶ心配の色。

「なにが、ですか？」

　小さく瞬きをしながら問い返すと、彼は困ったように眉尻を下げた。

「桃子さんの件だ。会社に戻ったら話すと言っただろ？」

　低い声が耳に届く。両サイドを緩く編み込んだ髪のほつれ毛にそっと触れる長い指に、否応なく心拍数が上がっていく。そのまま骨ばった指がスライドし、顎をすくい上げられた。

「今さらだし順番がいろいろと逆かもしれないが……俺はお前が好きで、なによりも愛いとしい」

　どこまでも率直な言い方に、胸がしめつけられた。初めて言われた、はっきりとした言葉に一瞬声を失う。

「歓迎会の夜に話したことも、今日、植戸様の家で話したことも、すべて本心だ。俺はお前の本物の恋人になりたい。お前のすべてが欲しい」

　綺麗な目が私をじっと見据える。泣きたくなるくらい切ない眼差しに、身体が動かなくなる。信じられないほど幸せな告白に、心が震える。

「本当に、私、でいいの？　なんの力もないのに？」

　どうしても自信のなさが口をついてしまう。感覚がなくなるくらい強く、指をギュッと握りしめる。心臓の鼓動がうるさくて、彼に聞こえてしまいそうで怖い。

「澪が女ですべてはお互いの誤解だとわかって驚いたが、不思議と違和感はなく出会うべくして出会った気がしていた。厄介だと思ってもなぜか目を離せなかった」

「え……？」

「女なんて誰も皆同じで、所詮、外見や背後にあるものしか見ていないと思っていた。そのうち、親や取引先の紹介で、見合いでもするんだろうと結婚に期待なんかしていなかった」

「それは……つきまとわれたりしてたから？」

「圭太に聞いたのか？」

　躊躇いがちに頷く。

「ごめんなさい、あまり詮索されたくないよね」

「いや、お前になら、いいんだ」

　そう言って遥さんは表情を崩して、髪に小さくキスを落とした。

「この外見のせいか一方的に勘違いされる場合も多かったが、相手と同じ気持ちをいつも返せなかった。仕事関係の付き合いでは女性を邪険に扱うわけにもいかず、当たり障りなく接していたら王子様、だなんて呼ばれる羽目になって……」

　苦渋の表情を浮かべて、一旦言葉を切る。

「いつからか、女性とは本音で話せなくなってしまった」

「……遥さんには遥さんの葛藤があったんだね」

「そんな大袈裟なものではない」と、困ったように微笑んだ。

「ただ……澪は初めて会った時から違ってた。素の、不機嫌な俺を見て、驚きも物怖じもせずに真正面からぶつかってくる姿に興味が湧いた。それにお前は誰の前でも態度を変えず、媚びもしなかった」

　それは、年頃の女性らしくない、と言われているような気がするんだけど……。

　微妙な私の表情の変化に気づいたのか、副社長の口元が優美な弧を描く。

「それに、俺の両親は冷たい人ではないが、多忙で幼い頃からともに過ごす時間は少なかった。ひとりでの生活に慣れていたつもりだったし、成人してからはそれを当然と受け止めていた。寂しさなんて感じていないはずだった」

　声は淡々としているのに、目には強い光が宿っていた。

「なにげない挨拶や人との関わり……澪は、誰かと一緒に暮らす幸せや喜び、安心感を俺に与えてくれた。誰かと気兼ねせずに食事をする楽しさを教えてくれた。時には思いがけない出来事もあったが」

　洗面所の電球が突然切れた時を思い出したのだろう。眼差しが、フッと一瞬柔らかくなった。

「いつからか、家に帰るとホッとして心地よさを感じている自分がいた。自宅でも会社でも当たり前のように俺を気遣って心配してくれるお前に……敵わないと思った。なによりずっとそばにいてほしいと、心の底から願ったんだ」

　そっと髪が大きな手で梳かれる。長い指が微かに地肌に触れて、トクンと鼓動がひとつ跳ねた。

　そんな風に思ってくれていたの？　突然決めたあのルールじみたものは、迷惑じゃなかったの？

「この気持ちがなんなのか、最初はよくわからなかった。初めての感情に戸惑って納得できなかったんだ。そもそも恋愛感情なんてものは信じていなかったし。婚約者役を打診した時は、そのほうがお互いに都合がいいくらいにしか思ってなかった」

「……うん」

　あの日の遥さんの姿を思い出す。威圧感漂う姿は怖いくらいだった。

「同居を澪から持ちかけられたのは予想外だったが、そのおかげで澪を知る機会を得られた。結果として、お前を想う気持ちを増長させるだけだったが」

　抱きしめたくなる衝動を抑え込むのが大変だったと呟かれて、頰が熱くなる。

「澪には澪だけが持つ力と魅力がある。ずっとそばにいてほしい、俺だけのものになってほしいんだ……誰かにこんな気持ちを抱くのはきっと俺の人生において最初で最後だと思うから」

　顎からゆっくり指を離し、クシャリと長めの前髪をかき上げる。困ったような、少し照れたような表情が真実を物語っていた。

　どんな時も冷静沈着、常に完璧であろうとするこの人の、らしくない、初めて目にする態度。そのすべてが愛しくて、胸の中に熱いものが込み上がってくる。

　瞬きを忘れた目から涙がひと粒こぼれ落ち、大好きな人の優しい指が頰に触れる。

「なんで泣く？」

「……あなたが……大好きだから！」

　本当はもっとうまく伝えたかった。どれだけ好きで、大切か、どんなところが愛しいかを言いたいのに、胸が詰まってなにひとつ言葉にできない。

「本当に？　さっきの植戸様への返答は本心なのか？」

　確認するように尋ねる彼の目を見つめて頷くと、大好きな人の胸の中に包まれた。「……好きな相手と気持ちが通じるというのは、こんなに嬉しいものなんだな。澪、ありがとう」

　そんな甘い言葉が耳をくすぐる。心を解く彼の香りとともに、長い腕に強く身体を抱きしめられる。

「二度と離さないから覚悟して」

　独り言のようにどこか物騒なセリフを口にしながら、ほんの少し私の身体を離した。

　正面から見つめてくるその目には、魅惑的な光が宿り、抗えない色香が漂っていた。

　そっと唇が私の唇に触れる。伏せられた細く長いまつ毛を一瞬見つめ、目を閉じる。

　キスがどんどん深くなって食べられてしまいそうな感覚に陥る。唇の感触以外、なにも感じられなくなる。何度も角度を変えて触れ合う長いキスに、心も頭もしびれて真っ白になっていく。

　大好きな人の温かな気持ちが身体中に染みわたって胸の奥が幸せな気持ちでいっぱいになる。

　下唇を食むようにキスをして、そっと解放される。頰が熱くて恥ずかしさで目を逸らそうとすると、再び軽いキスが落とされた。

「可愛い。もうこのまま今すぐ帰りたい」

　……この人どうしちゃったの？　こんなに甘いセリフを言う人だった？　副社長らしからぬ言い方に、どう反応していいかわからない。

「だ、ダメですっ、まだ勤務時間中ですし、仕事が……」

　そう言ってから、ここが副社長室だという衝撃の事実に気づく。

　仕事場でなんて真似を……！

　サーッと血の気がひいていく。そんな私を見てクスクスと笑いながら、「呼び出したのは俺だし、なによりの最優先事項だぞ？」と、悪戯っぽく片眉を上げるその仕草が艶やかで、つい見惚れそうになる。

　まったくもう、どうしてこんなに色気があるのよ……！

　対する私には余裕なんて欠かけ片らもない。現実とは思えないし、もう心臓が壊れそうだ。

　その時、控えめなノックの音が響いた。

「副社長、そろそろ私の部下を返していただけますか？」

　扉越しに聞こえる是川さんの声に、遥さんは渋面を浮かべる。

「タイミングが悪いな」

　不服そうに呟いて、そっとつむじに軽いキスを落とす。

「時間切れだ。続きは帰ってからな」

「し、失礼します！」

　身体中に熱がこもり、急いで一礼をして副社長室の扉を開けると、これまた渋面の是川さんがいて、自席に戻るように指示を出された。閉められた扉の中からはクスクスと大好きな人の笑い声が聞こえている気がした。

　ああ、もう。まだまだ問題は山積みなのに。

　これから、どうしたらいいんだろう。










宣戦布告




　遥さんが本当の恋人になり、半月ほどが過ぎた。朝晩は冷え込む日が少しずつ増えてきた。私たちの同居生活はとても順調だ。職場が同じなので、毎日顔を合わせて話ができているのはとても幸運だと思う。

　遥さんはとても多忙だ。今後、もし職場も住む場所も変わってしまったらすれ違ってしまわないかと不安になるくらいに。これは前回の恋愛の傷跡だろうか。元恋人への未練は全くないのに傷だけを残してしまうなんて、どれだけ不器用なのだろう。

　けれどもそんな私を見透かしたかのように、忙しい仕事の合間を縫って、遥さんはふたりの時間を捻出してくれている。

　今も変わらず朝食を一緒にとったり、できるだけ早く帰宅してくれたりと、ともに過ごす時間をとても大切にしてくれているのをひしひしと感じている。今度の休日には、少し早いが紅葉を見に行こうかと計画中だ。

　こんな温かな関係になるなんて、予想もしていなかった。

　出会った頃は同じ空間で過ごすわずかな時間にさえ緊張し、敬遠していたのに、今はとても心地よい。

　なにをするでもなく、ただ一緒にリビングのソファに座ってお茶を飲んだり、雑誌を読んだり。お互いが違うことをしていても、そばにいるだけで心がとても落ち着く。無理に話をしなくても、沈黙を苦痛に感じたりしない。

　慣れすぎてときめかないというわけではない。ただ近くにいて、声を聞いて、大きな手に触れられるだけで、心拍数は否応なく上がっていく。恋心は日に日に、際限なく膨らんでいく気がする。

　そんな時間の流れや感じ方を、今までの恋愛では経験したことがない。それだけに、すべてが新鮮で戸惑いも大きい。まるで初恋に右往左往している子どものようだ。

　だから、いらぬ心配や不安を抱えてしまうのだろうか。




　いつもと変わらない朝、出勤準備を終えた遥さんに玄関先で声をかけられた。

「澪、いってくる」

「はい、いって――」

　らっしゃい、と最後まで言えなかった。答えは簡単、恋人が私の唇を奪ったからだ。

　漆黒の髪が額をくすぐって、至近距離に整った容貌が迫る。唇が離れるとそのまま広いスーツの胸に抱き込まれて一気に鼓動が暴れだす。

「い、いきなりはやめてくださいって、あれほど……！」

「いきなりじゃなきゃいいのか？」

　クスクス囁くような声を漏らしながら恋人は楽しそうに言う。

「そういう意味じゃありません」

「やっぱり可愛いな。澪、話し方は？」

「えっと、あ、あの」

　急に指摘されて対応できない。

「はい、お仕置き」

　からかうような素振りを見せて、また唇が優しく重ねられる。

「いってきます。またあとでな」

　熱っぽい眼差しを残し、玄関ドアを開けて出ていく恋人を見送ると、両手で頰を押さえる。

　ああ、もう本当にこの人には敵わない。

　遥さんはふたりでいる時、よく触れてくる。毎朝、出勤前には抱きしめたり不意打ちでキスをしてくるし、それ以外でも手を繋いだり甘く優しく接してくれる。もちろん嫌ではない。

　本質は優しい人だと思っていたけれど、その接し方や気持ちの表現は私の想像を超えていた。

　いくら恋人であっても立場、役職が違うので社用車に同乗して出勤するわけにはいかない。公認になったとはいえ、そこは譲れず電車通勤をしているのだが、この件を告げた時、恋人は猛反対した。

『誰かに狙われたり危害を加えられたらどうする？』

　真顔でそう言って送迎をつけようとするので、全力で拒否をした。遥さんならともかく、ただの一般市民の私を襲う人はいない。是川さんにも説得してもらい、なんとか納得してもらったが、しばらくは不機嫌さを隠そうとしなかった。

　心配性なのか過保護なのか。本当によくわからない。

　会社では上司だし、帰宅してもなかなか言葉遣いが戻らないのが気に入らないらしく、ふたりきりの時に敬語が出てしまうと、さっきのような〝お仕置き〟をされてしまう。

　その近すぎる距離にまだ慣れず、戸惑ってしまうのは私だけなのだろうか。

　今日の遥さんは朝から取引先に直行予定で、普段より早めに出勤した。そのため、私は家を出るまで一時間ほど余裕がある。昨夜、わざわざ起きなくていいとは言われたけれど、見送りをしたかったので彼と同じ時間に起床した。

　最近、是川さんは気を遣ってくださっているのか、エントランス付近で遥さんを迎えてくれている。こんな遥さんの姿を上司に見せるわけにはいかないので、それは申し訳なくも助かっている。

　寝室は今も別々だ。接待なども多い彼とは帰宅時間や就寝時間が違う場合が多く、心を通わせてから数回、彼の部屋で一緒に眠ったけれど、ずっと抱き込まれてただひたすら緊張してしまい、うまく寝つけなかった。

　一緒の寝室にしようと再三言われているけれど、まだ状況の変化についていけず返事をしていない。

　それに、ここに住み続けていていいのだろうかとも考える。

　元々、実家の工事が終了し次第、引っ越す予定の約束だ。新しい家が完成するのはもうしばらく先にはなるが、遠い話ではない。あの頃と関係は変わったとはいえ、そこはけじめをつけたほうがいいだろう。

　しかも、両親や兄にはこの同居についてまだ報告をしていない。遥さんにはその件も鑑みて挨拶に伺いたいと先日言われたが、いまだ返事ができていない状態だ。

　気持ちを信じていないわけではない。好きだと、恋人だとはっきり言われた。私も遥さんが大好きだし、今はとても幸せだ。

　せっかく愛しい人と想いが通じたにも関わらず、その幸せに全身で浸りきれない。家族の件や向き合うべき事柄を先送りにして、すべてを曖昧にしてしまっている気がしてならない。

　過去の恋愛では急激な距離感の変化に悩んだり、気になったりしなかった。ましてや交際を始めてから相手の態度に一喜一憂した記憶もない。

　なのに、どうして遥さんとの関係では、ひとつひとつの出来事に心が揺さぶられてしまうのだろう。……これが本気で誰かを好きになるというものなの？

　正式に恋人になったと報告をした親友に、この悩みを打ち明けたら、『あれこれ無駄に考えすぎよ』と呆れられた。




　考えにふけっていると、マンション入口のオートロック解除の呼び出し音が響く。こんな早朝に誰だろうとモニターを覗くと――そこには兄、凪の姿があった。

　なんで!?

　理解できずに、焦ってその場をウロウロしてしまう。遥さんが出社していてよかった。慌てて目につく彼の荷物を必死で隠していると、焦れたようにもう一度呼び出し音が鳴り響いた。

　急いで応答してロックを解除する。いきなりマンションに来るなんて、なにがあったのだろう。不吉な予感がした。

　しどろもどろになりながら、エレベーター前のオートロックも解除し、玄関先で兄を待ちかまえる。久しぶりにスーツ姿の兄を目にした。

「おはよう、澪」

「お、おはよう、こんな突然やってくるなんて一体どうしたの？」

「突然じゃない。まったく、お前はひとり暮らしを始めてから、一度も帰ってきていないだろ。何度言ってもちっとも寄りつかないって母さんが嘆いてたぞ。父さんも心配していて様子を見に行くとか言うから、とりあえず俺が来たんだよ」

「だからっていきなり、こんな早朝に来なくたって――」

「俺だって仕事があるし、お前もそうだろ。帰りだと残業があったりなかなか時間がつくれないし、それにお前、事前に言ったら理由を並べて避けかねないだろうが」

　さすがは兄、私の性格をしっかり把握している。兄の勤務先は恵比寿にあり、ここからとても近い。

「あまり時間はないけど、とりあえずどうぞ」

　急いで片付けた部屋へ入るよう勧めた。

「へえ、圭太から聞いてはいたけど、本当に豪華な部屋だな」

　室内に足を踏み入れた兄の感嘆の声に頷く。そう、私も最初は度肝を抜かれたものね。それにしても兄にまで報告しているなんて……本当に幼馴染みは気がよく回る。

　その時、まだ圭太に遥さんと正式に付き合うようになった報告をしていないと気づき、あとで連絡しなければと心のメモに書き込んだ。

「まあ、元気そうで安心したよ」

　時間がないのだろう、コーヒーを淹れようかと言うとすぐに出るからと断られた。うまくやり過ごせたと胸を撫で下ろしていると、急に兄の纏う雰囲気が硬質なものに変わった。

「……澪、ひとり暮らしだって言ってたよな？」

「え、うん、もちろんそうだよ」

「……恋人もいないって言ってたよな？」

「う、う……ん」

「だったらなんでふたり分の食器があって、男もののシャツが干してあるんだ？」

　鋭い指摘に声を失う。バルコニーに向けられた兄の視線から逃れられそうにない。

「澪」

　威圧感のある声で名前を呼ばれビクリと肩が跳ねた。

　こうなっては、ごまかせない。観念し、正直に事の次第を報告することにした。いずれは話さなければいけないと思っていたし、下手に取り繕っても勘繰られるだけだ。

　なにせ兄は、妙なところで勘が鋭い。




「……へえ、圭太の言う『遥さん』が男で、急遽帰国して、同居する羽目になって、しかもお前の上司で恋人」

　ソファにも座らず、淡々と事実確認をする声が怖い。そもそも、私より頭ひとつ分高い兄に見下ろされると、それだけで居たたまれない気持ちになる。

「うん……」

「なんでお前は、そんな大事な話を今まで隠してたんだ！　しかも、よく知りもしない男と同棲してるなんてどういうつもりだよ？　どれだけ危機感がないんだ、なにかあってからじゃ遅いんだぞ」

「も、元々は同居だったし、それも無理に私が頼み込んだからなの。遥さんを悪く言わないで」

　怒りを露にする兄に言い返すが、全く納得していない。遥さんをこの場に呼び出せとまで言い出す始末だ。

　心配しているのはわかるけれど、頭ごなしに悪い人間だと決めつけないでほしい。

　そう願って、これまでの経緯を繰り返し、丁寧に説明したのだが、火に油を注ぐようなもので、兄の遥さんへの心証はとても悪いものになってしまった。

「だったらなんで挨拶に来ない？　付き合っているだけならまだしも、お前より年上で同棲相手だろ？　しかも勤務先の副社長。報告に来るのが普通じゃないのか？」

　父に似た切れ長の鋭い目で睨まれる。

「……挨拶に行くって何度も言われたの。でも、私が断ったの」

「なんでだよ？」

「だって、お兄ちゃん……結婚するつもりはあるのか、とか絶対聞くでしょ？　それに、同居を反対しそうだから……」

　尻すぼみになりながら返答すると、はあ、と疲れたように大きなため息をつかれた。

「お前、今の状況をわかっているのか？　これは同棲だぞ？　将来どうするつもりなのか、家族として尋ねるのは当たり前だろう」

「そうかもしれないけど、今時、結婚とか具体的な将来を深く考えずに一緒に暮らしている恋人同士なんて、たくさんいるでしょ？」

「お前の親友の同棲条件は、結婚前提じゃなかったか？」

　……痛いところをついてくる。この前、会った時に、亜由美の同棲をうっかり話したのは間違いだった。

「……まだ付き合って半月くらいしか経っていないし、将来どうするの、結婚するの、なんて重すぎて聞けない」

「なんでだよ？　恋人なら遠慮なく聞けるだろ？」

　あっさり言い返してくる兄を睨む。そんなデリケートすぎる問題を簡単に口にしないでほしい。結婚は一生の問題だというのに、お互いをまだよく知りもしない状態で決断なんてできない。

　植戸様のご自宅ではそれらしき言い方もされたが、あれは桃子さんの話を断るために、勢いで口にしただけかもしれない。

「一緒に生活してお互いの性格や考え方、価値観を知る場合もあるでしょ。それに遥さんは御曹司だし、自分の一存でなにもかも決められないよ。会社や家の繋がりだってあるんだから」

「そんなのはただの言い訳だろ。お前はどうしたいんだ？　さっきから後ろ向きな話しかしてないが、その遥さんとやらと結婚したいのか？」

　そんな話をいきなりされても、わからない。そもそも叶うはずのない恋が叶ったばかりで、彼に相応しい女性になりたいと願うだけですでに精一杯なのだ。こんな状態で結婚話なんて、切り出せるわけがない。

　言葉に詰まる私を見て、再びため息をついた兄はおもむろに自身の腕時計で時間を確認し、玄関に向かった。

「今のお前では話にならないし、同棲を許すわけにいかない。今日のところは時間がないから引き上げるが、あとで圭太にも確認してまた連絡する」

「ちょっと待って、圭太はなにも悪くないし、まだ付き合ってるって報告してな――」

　弁解する私を一瞥すると、兄はそのまま出ていった。バタンと重い音をたてて閉ざされた玄関ドアを、私は途方にくれて見つめるしかできなかった。




　その日の気分は最悪だった。出社はしたものの、作業効率は過去最悪のものとなり、自分が情けなくなった。

　出勤の電車内で【くれぐれも勝手な真似をしないで】と、兄にメッセージを送ったが返事はない。今日、遥さんは夕方までは帰社しない予定なのが幸いだった。

　あまりの作業効率の悪さに、津守さんに「体調が悪いの？」と心配されてしまった。こんな私的な件で仕事に支障をきたすなんて社会人失格だ。

　遥さんは渋滞に巻き込まれてしまったようで帰社が遅くなるらしく、阪井さんの許可を得て先に退社した。

　マンションに着き、自室に足を踏み入れると、見計らったように兄から連絡があった。正直、応答する気にはなれなかったが、きっと出るまでかけてくるだろう。釘はさしたが圭太に連絡したのかも気になるので、スマートフォンの画面をタップした。

「お疲れさま、お兄ちゃん」

『……少しは冷静になったか？』

　挨拶も抜きに単刀直入に言ってくるあたりが兄らしい。微かに車の音が聞こえるので、おそらく帰宅途中なのだろう。

「圭太と話したの？」

　問いかけには答えずに、質問に質問で返す。幼い頃から兄妹喧嘩をする際にいつもこんなやり取りをしてきた。

『時差もあるせいか電話に出ない。メールは送っておいた』

　やはり私の願いは無視している。一体どんなメールを送りつけたのか。怖くて確認できない。

「今朝も言ったけど、圭太はなにも知らないんだから、巻き込んで、いきなり怒るのだけはやめてよ」

『あいつの確認不足でもあるだろう。とにかく、まずは恋人と結婚を前提とした同棲なのかきちんと話し合え。それができないなら実家に今すぐ戻れ。まだ父さんにも母さんにも、今回の件は話していない。恋人ときちんと話し合うなら黙っていてやる』

「話し合って、もし……結婚前提ではないって結論になったら、どうするの？」

『すぐに実家に連れ戻すに決まってるだろ。結婚前提なら、恋人とお互いの両親に挨拶をきちんとしなさい』

　にべもない口調で言い切られて、反論ができない。兄の言い分は、悔しいが筋が通っている。この一件を両親が知ったらきっと兄と同じ反応をするだろうし、余計な心配をかけてしまうのは目に見えている。

「でも遥さんは副社長だし、会社や家の繋がりだってあるから……」

『何度も言うが、それがなんだ？　まさか、ほかに婚約者でもいるのか？　もしそうならますます同棲を認めるわけにはいかない』

　一方的にまくしたてられて反論できない。脳裏に一瞬、桃子さんの姿が浮かんで心が重くなる。

　ほかに婚約者がいるなんて思っていない。でも、候補者はたくさんいるのではないかと考えてしまう。ただの会社員の私が、遥さんの家族に諸手を挙げて受け入れてもらえる自信はない。

『……澪、古い考えかもしれないが、俺はけじめが大事だと思う。今は付き合い始めだが、その中途半端な状態で数年過ぎる可能性もある。その間に恋人がほかの女性と婚約しないと言い切れるのか？』

　返す言葉が見つからない。兄の主張は悲しいくらいに正しい。私が決断できずにこのまま逃げていたら、充分に起こりうる事態だ。遥さんが承知しなくとも、家や仕事のしがらみから押し切られて……という可能性は否めない。

「……しばらくはゆっくり話せないから、少し時間をちょうだい」

　これは事実だ。今は特に新ホテル事業の件で忙しい。

『待っても一ヵ月だ。それ以上は待たない。それまでにきちんと話し合わないなら、父さんと母さんに話して、お前を実家に連れ戻す。もちろん交際も認めない』

「そんな！　もう大人なのに、私が誰と付き合おうと自由でしょ？」

『大事な妹が不幸になるのが明らかな、そんな付き合いに賛成する兄が、どこにいるんだ？　いいな』と、念押しをされて通話が切られた。

　ため息とともに、ガックリと肩を落とす。間違っていても自分の考えを貫こうとする兄だが、今回に限っては正しいのでどうにもできない。のろのろと手にしていたスマートフォンをサイドボードの上に置いた。

『この同居はどういうものなの？』

『いつまで続けるの？』

　簡単に軽く尋ねればいいだけだとわかっている。恋人になる前は、もっとずけずけと意見を伝えていた。そもそも、この同居は私から無理やり申し込んだのだ。

　それなのに、どうして恋をしたらこんなにも臆病になって言葉が出なくなるのか。失う怖さに負けてしまうのだろうか。

　こんな時、対等に堂々と物事を捉えて、思ったことをぶつけていく兄はすごいと尊敬してしまう。

　部屋の窓からは明るい月の光が差し込んでいるけれど、心の中は新月の夜のように真っ暗だった。

　結局その日は兄の来訪を遥さんに告げられなかった。普段よりも疲れた表情で帰宅した恋人の姿に言葉を呑み込んでしまった。




　翌日、副社長室で指示を受けて、一礼して退室しようとすると呼び止められた。

「澪、なにかあったのか？」

「え……？」

　その問いかけにギクリと身体が強張った。遥さんがゆっくりと立ち上がって扉近くまで歩いてくる。

「昨日、なにか思いつめた表情をしていたし、今日もどこかうわの空だろ？　誰かになにか言われたのか？」

「……なにかって？」

「俺たちの関係への嫌がらせ、とか」

　ドクンと鼓動がひとつ大きな音をたて、冬も近いというのに嫌な汗が背中ににじむ。なにもかも見透かすような目で見据えられ、そっと頰に長い指が触れた。

「大事な人の様子に気づかないと思うか？　どれだけ見ていると思う？」

　言葉が胸の奥深くにまっすぐに刺さって、痛む。

「なにか悩んでいるなら教えてほしい。ひとりで抱えずに頼ってほしい。誰かにあとから聞かされるのは嫌だ」

　温かすぎる願いに涙がにじみそうになる。コツンと彼が私の額に自身の額を合わせる。伝わる体温が心を弱らせる。

「……お前以上に大切なものはないんだ」

　切ない声が心に染み込んでいく。

　あなたは私との未来を考えてる？　家族に会ってくれる？

　心を塞いでいる想いが口からこぼれそうになった時、コンコンと軽快なノックの音が響き、慌てて距離を取った。

　仕事中に、なんて話をしようとしていたのだろう。

「澪、気にするな」

　そう言って離れた距離を詰めようとする遥さんに小さく首を横に振り、無理やり口角を引き上げる。

「……大丈夫、昨日なかなか寝つけなかっただけなの」

「失礼します。急ぎの電話がありまして……」

　扉の向こうから姿を見せたのは是川さんだった。

「あの、それでは……失礼します」

　早口で退出の挨拶をするだけで精一杯だった。逃げる必要はないのに、どうしてこんなに後ろめたいのだろう。答えの出ない迷路に迷い込んで、うろうろするしかない自分が情けなくて嫌になる。




　今夜、遥さんは接待の予定があるため、またひとりで帰路についた。逃げずに話をしなくてはと思うのに、考えれば考えるほどタイミングが合わない。

　遥さんは明日の夜から六日間、アメリカに出張する。遥さんと圭太が現地で会わないはずがない。

　幼馴染みが兄から見当違いの怒りの矛先を向けられていないか心配で、何度か電話やメールをしているのだが、連絡がつかない。私と遥さん、兄との関係について圭太が遥さんに万が一尋ねたりしたら……。彼も混乱するだろう。

　現在、ヘリコプターでの観光事業を反対していた住民の方々が、植戸様の口添えもあり少しずつ理解を示してくれるようになった。そんな大切な時期に、私的な問題で煩わせるわけにはいかない。

　ただ一緒にいたい、それではダメなのだろうか。恋心を少しずつ育んで、ともに過ごす時間の中で、自然と将来の話をしたいと思うのは、間違っているのだろうか。

　時間の流れが、これまでとは違う速さと重みになっているのを否応なく感じるのはこんな時だ。

　兄の言い分はわかるが、私には私の気持ちだってあるし、遥さんには遥さんの考え方がある。

　遥さんが大事という気持ちは揺るがない。けれど、大企業の御曹司の伴侶として歩んでいく未来を具体的に思い描けないし、その覚悟も正直、今はまだできていない。第一、遥さんが本気で私を伴侶に望んでくれているのかもわからないのに。

　一生の問題を、今すぐには決められない。せめて一ヵ月以内に決めて挨拶に、という部分だけでも兄には考え直してもらいたい。

『なにか悩んでいるなら教えてほしい。ひとりで抱えずに頼ってほしい。誰かにあとから聞かされるのは嫌だ』

　遥さんの言葉が蘇る。この兄の課題も抱え込んでしまっているうちに入るのだろうか。でも私と兄の問題だし、大事な人を巻き込みたくない。

『今日の夜には話そう』が『明日には話そう』になり、『出張前には話そう』と考えては、話さない言い訳をつくるという無意味な行動を何回繰り返しただろう。

　結局、なにひとつ行動できないまま、アメリカ出張の日を迎えてしまった。

　今回の出張の同行者は是川さんだ。今、私が副社長室を退室したら、一週間は会えなくなる。

「準備を確認して参ります」

　書類を抱えた是川さんが立ち上がって扉に向かう際、思わず声をかけた。

「それなら、私が……」

「いえ、岩瀬さんはそちらの書類にサインをいただいて阪井さんに渡してください」

　是川さんが抑揚のない声でそう言って、副社長室を辞した。室内になんとも言えない重苦しい沈黙が落ちる。その空気を必要以上に意識してしまっているのは、私だけなのだろう。

　いつものように執務机で書類に目を通している彼の頰に、長いまつ毛が影をつくっている。どこから見ても完璧な容姿のこの人が恋人だなんて、今でもたまに信じられなくなる。

　机の傍らに立ち、しばらく離れてしまう好きな人の姿をそっと盗み見る。ただそれだけで胸がいっぱいになってしまう私は、どれだけこの人が好きなのだろう。

「……サインしたぞ」

　不意に低い声が耳に届き、焦って返事をすると遥さんはすでに立ち上がっていて、真向かいから書類を差し出していた。

「は、はいっ、いただきます」

　……なにをしているの、仕事中なんだから、しっかりしなくては。

　自分を叱咤しつつ、書類を受け取ろうと右手を伸ばすとグイッと引かれて広い胸に引き寄せられた。大好きな香りがふわりと私を包む。大きな左手に顎をすくい上げられ、噛みつくようなキスをされた。

「……気が長いほうじゃないし、大事な恋人がなにか言いたそうにしているのを静観できるほど寛容じゃない」

　キスの合間に降ってくる低い声には微かなイラ立ちが混ざっていた。

「自分から話すのを待つつもりだったが限界だ……澪、帰国したら覚悟しておけよ？　逃がさないからな」

　物騒なセリフと突然の行動に頭が真っ白になって、瞬きしかできずにいる私の唇をもう一度強引に奪って、広い胸に閉じ込めた。暴れだした鼓動はもう抑えようがない。

「……行ってくる。俺はなにがあってもお前を手放す気はないからな」

　念押しのように言って、するりと腕を解いた。

「見送りはここでいい。その可愛い表情を俺以外に見せるなよ？」

　声を発せずにいる私に、熱のこもった声で囁き、颯爽と部屋から出ていった。執務机に視線を向けると、サイン済みの書類がきちんと置かれている。

「……どうしたら、いいの？」

　兄のことを話すタイミングを失い、ひとり残された私は火照った頰を持て余し、書類を手に呟くしかできなかった。




　遥さんが不在の毎日は想像以上に寂しく、存在の大きさを今さらながら痛感した。どれだけ遅くても、毎日帰ってきてくれるだけで、どれほど安心していたのかを思い知らされた。

『澪』

　ただ名前を呼ばれるだけで、どれほど心が満たされていたのか。一日が終わるのが遅く、すべてがスローモードで動いている気がしていた。

「岩瀬さん、ため息つきすぎよ」

「……申し訳ありません」

「副社長が心配？　大丈夫よ、無事に現地に到着して精力的に取引先とも交渉しているって報告があったから」

　津守さんがパソコンで書類を作成しつつ、軽やかに言う。

　心配かと言われたら心配だが、それだけではなく、そばにいないという事実がこたえていた。帰国は明日の朝だというのに、持ちこたえられるか不安しかない。

　考えてみれば恋人になってからこれほど長い時間、顔を合わせなかった日はない。一緒に暮らす意味を、毎日会える幸せを、改めて考えてしまう。

　時差もあり、電話で会話もほぼできていない。昨夜遅く、やっと話ができた時には、声が聞ける、名前が呼ばれる、ただそれだけで胸がいっぱいになり、涙がこぼれそうで、話したいことをろくに口にできなかった。

「まあ、向こうもいろいろ限界だと思うけど？　なんていったって仕事中も四六時中、隙さえあればあなたを見つめている人だからね」

　クスクスと笑いながら言われて、思わず頰が熱くなる。

「あ、あの……」

「副社長は、いつも岩瀬さんに甘い視線を送ってるでしょ？　恋人になってからは特にね。あなたを大切に想う気持ちが手に取るようにわかるの。そんな風に想える相手に出会えるなんてそれだけで幸せよ」

　先輩からの意外な指摘に胸の奥が熱くなった。

「仕事はあんなにも冷静沈着で、厳しささえ感じるのに、あなたには無理なのよ。遅い初恋に暴走ぎみの従姉弟を、よろしくね」

「……津守さんはどうしてそんなに遥さ……副社長と私を応援してくれるんですか？」

「どうしてって言われると……そうね、少し昔話をしてもいい？」

　問われて頷く。

「副社長がモテるのは知っているでしょ？　幼い頃からやたら容姿も整っていたせいで、下心のある女の子しか彼の周囲にはいなかったの。その影響で段々と女性不信になっていく姿を見るのが、従姉弟としてはどうにもしのびなくてね」

　見たことのない幼い頃の遥さんの姿に、思いを馳せる。

　そんなことがあったんだ……。

「お節介とは思いながらも、誠実な女の子を紹介しようとした時にはもう遅くて、恋愛に興味も希望もなくしていたのよ」

　そう言って津守さんは悲しそうに目を伏せた。

「それなのに、あなたがここに配属になった途端、甘い視線を送ってるじゃない。最初は信じられずに驚いたけれど、とても嬉しかったのよ。ああ、やっと従姉弟が心を許せる女性に出会えたんだって、大切にしたい人を見つけたんだって思ってね」

　先輩の優しい声に返事ができなくなった。

「あれほど女性を遠ざけていた副社長が選んだあなたを守らなきゃ、ふたりの恋を絶対にサポートしなくちゃと思ってね。室長に相談したら、諸手を挙げて賛成されたわ。ずっと副社長を心配していたから」

　おふたりがそんな風に考えてくれていたなんて……。

　思いがけない温かな心遣いに胸がいっぱいになった。

「……ありがとうございます……！」

「だからね、あなたにはずっと副社長のそばにいてもらいたいの。責任ある立場の人だから不安になる時だってあると思う。それでも彼があなたを想う気持ちを信じてあげてほしいの。副社長は自分の気持ちに嘘はつかない人よ」

　目が覚めたような気分だった。

　私はなにを怖がって足踏みをしていたんだろう。遥さんはこんなにもそばに寄り添ってくれていたのに、出発の直前でさえ、あんなにも気にかけてくれていたのに。私はただひとりで考え込んで、心配をかけていただけだった。

『……行ってくる。俺はなにがあってもお前を手放す気はないからな』

　気持ちをきちんと言葉にして伝えてくれていたのに、なんで私は、自分から距離を取ろうとしてしまったんだろう。

　帰国したら逃げずに話そう。だってこんなにも今、遥さんに会いたい。この気持ちは、これから先も変わらないという自信がある。『一緒に未来を考えてほしい』と、素直な気持ちを伝えたい。

　こんなに胸が苦しくなるくらい好きになった人は今までいなかった。だからこそ私との未来をどう考えているのか、きちんと遥さんに聞こう。

　しっかり向き合って話そうと決断し、気持ちが少し軽くなる。

　津守さんと話せて、本当によかった。




　一日の業務を終え、仕事の目途をつけてから帰ると言う津守さんに挨拶をしてから、秘書室をあとにする。

　ロビーには退勤する社員が数人歩いていた。エントランスを抜けて外に出ると、肌寒い風が吹きつけ、咄嗟にベージュのトレンチコートの襟元を掻き合わせる。カツン、とヒール音を響かせて一歩踏み出した時、聞き覚えのある声に呼び止められた。

「岩瀬さん」

　振り返ると、コートを手に、桃子さんが佇んでいた。今日は、白い襟のついた深い緑色の上品なワンピース姿だ。

「……植戸様」

　思いがけない人の姿に驚き、声が掠れてしまう。

　なぜここに桃子さんが？

「突然、ごめんなさい。どうしてもお話がしたくて」

　あどけなさの残る目にまっすぐ見つめられる。

「……副社長でしたら、現在出張中ですが……」

「存じています。今日は岩瀬さんに会いに来たんです」

　はっきりと言い切られ、返す言葉を失う。

　なんのために、と口の中で呟いた問いかけは外に出せない。

「お忙しいとも不ぶ躾しつけだとも承知しています。でも少しだけお付き合い願えませんか」

　丁寧な言い方なのに、断る余地のなさを感じる。

　私たちの脇を通り過ぎる社員たちが、チラチラと無遠慮な視線を投げかけていく。

　この場所は人目につきすぎる。彼女も同じ考えだったのか、おずおずと切り出した。

「今日は車で来ておりますので、よかったら車中で話を聞いていただけませんか？」

　どう返事をしたらよいか逡巡する私に、車は会社の裏にある公園の前の駐車場に停めてあると説明された。

　しかし、あまりよく知らない相手、しかもお客様の車に乗り込むというのはいかがなものかと躊躇していると、しびれを切らしたように「では、公園で話しましょう」と言われ、歩きだされた。慌ててあとを追う。

　公園といっても、ベンチがふたつに小ぶりな花壇があるだけの小さな空間だ。この辺りはオフィス街なのでこの時間帯にここを訪れる人はほぼいない。ともに歩いて公園に向かう間、私たちは無言だった。

　言葉通り、駐車場には車が停まっていて、車の脇に立つ運転手らしき男性に頭を下げられた。頭を下げ返し、そのまま公園内に足を踏み入れる。意外にも、周囲のビルの照明や街灯で明るい。

　足を止め、向かい合うと最初に口を開いたのは桃子さんだった。

「……岩瀬さんが九重副社長の恋人だとわかっています。でもどうしても諦めきれないんです。あんなに紳士的で素敵な男性に出会ったのは初めてでした」

　声は震えていてとてもかぼそかったが、街灯に照らされた頰はうっすら上気して赤くなっていた。

　予想していた通りの告白に、胸が苦しくなる。遥さんに少しでも近づこうと、自ら花を活けさせてほしいと売り込み、縁談話も懇願していたくらいだ。並々ならぬ想いを抱いているのだろう。

　まっすぐで迷いのない気持ちをぶつける彼女の姿は、いろいろなしがらみで動きが取れなくなっている私の目にとても眩しく映る。

「初めてお会いした日からずっと惹かれていました。何度もおじい様に縁談の申し入れをお願いして、やっと了承してくださったのが先日なんです」

　そう言って私を見つめる目は涙で潤んでいた。

「あの方とならこれから先の人生を幸せに暮らしていけると思って……勝手な話をしていると理解しています。ですが、考えていただけないですか？」

　……なにを？

　伝えられた内容が頭の中を素通りしていく。まっすぐな感情の裏に透けて見えるワガママにも似た強引さ。恋は人を変える。想いが強ければ強いほど、手に入れたいと願えば願うほど。なりふりかまってはいられない、その想いは痛いほどわかる。

　でも、これはあまりに私たちの気持ちを無視したものではないだろうか。

「それは……別れてほしいという意味ですか？」

　確認するかのように吐き出した声に力はなかった。彼女は、ハッとしたように瞬きをして悲しそうな表情を見せる。本来なら、その表情は、私が見せるべきものだろう。

　佳奈ちゃんとはまた違う、庇護欲をそそる可愛らしさと素直さ。そうしたものが、私にはない。

「……岩瀬さんは大人の女性ですし、しっかりされているから素敵な方が見つかると思います。でも私にはあの方しかいないんです。祖父や親族が認めて、しかも惹かれる方は……」

　ますます言われている意味がわからなくなる。

　大人の女性？　しっかりしている？

　全く自分にあてはまらない表現。確かに、私は桃子さんより年齢を重ねているけれど、好きな人に素直な気持ちすら伝えられず、迷って立ち止まってばかりだ。

　大人なら、ひとりで大丈夫だと言うの？

　そんなわけはない。今だってあの人を奪われそうで怖くてたまらないし、どうしていいかわからない。桃子さんのように華道の腕前、可愛らしさといった武器になるものをなにひとつ持っていないし、なんの自信もない。

　私にだって遥さんしかいない。この数日会えなくて、話ができなくてずっと寂しかった。逃げていたせいもあり自業自得な部分は否めないのに、それでも会いたくて焦がれていた。

　いつからこれほど惹かれてしまっていたのか、わからない。

　ただ九重 遥という男性が好きだ。

　皮肉にも、桃子さんによってなおさら自分の気持ちを認識してしまった。

「……ごめんなさい、私には――」

　できません、と言いかけた時、抑揚のない声に遮られた。

「九重副社長は今、新ホテルのサービスに奔走されていますよね？　私ならいろいろなかたちでお力になれると思います。今後、一層華道の腕も磨くつもりですし、お弟子さん方にも、展示会などは九重グループのホテルを利用するようお勧めしています」

　すっと血の気がひいた。

『いろいろなかたち』

　……あどけない、無邪気な表情を浮かべたまま、最大の切り札を見せられた。それは私には決して手にできず、敵わないものだ。

　植戸家の協力がなければ、あの土地に住んでいる方々の理解を得るのは難しい。華道や茶道の心得、そこから生まれる人脈もない私は、あの人の力になれない。

　そこから導き出される答えなんて、ひとつしかないだろう。

　やっと気づいた本当の気持ち。でも、彼の大切な仕事の足を引っ張るような存在にしかなれないなら、この気持ちは手放したほうがいいのかもしれない。

　肩にかけたバッグの持ち手を握りしめる手が震え、足は力を入れなければ今にも崩れ落ちそうだ。

「……よく考えていただきたいんです」

　とどめのひと言に、胸の奥が凍りついていく。

「ずいぶんと冷えてきましたね。お引き止めしてしまってすみません。ご自宅までお送りいたしましょうか？」

　柔らかな表情を浮かべ、小首を傾げるように尋ねる桃子さんが怖かった。一刻も早くここから逃げ出したい。心がボロボロで砕けそうなのに、声が嗄かれてしまったように言葉をうまく発せない。

　一緒に暮らしているなんて知られたら一大事だし、これ以上一秒たりとも一緒にいたくない。でも、もしかしたらこの人はすでに同居の件も知っているかもしれない。

「澪」

　混沌としてまともな判断ができなくなっていると、右腕を背後から強い力でつかまれた。その感触にハッと我に返る。

「植戸様、ご無沙汰いたしております」

　振り返ると、なんの感情もうかがわせない端正な面差しの幼馴染みが、優雅に挨拶をしている。口元は柔らかな弧を描いているのに、目は驚くほど冷たい。

　……なんでここに圭太がいるの？

「佐久間さん……お、お久しぶりです。あの、どうしてここに……海外に転勤なさったのでは……」

　ほんの少し動揺した声を出す桃子さんに視線を向けると、先ほどまでの穏やかで、どこか優越感をうかがわせた表情が消えてしまっている。

「ええ、仕事で一時帰国いたしております。岩瀬に急ぎの案件がありまして捜していましたら、こちらに向かったのを見た社員がおりまして……。なにか、彼女にご用件がございましたか？」

　へりくだっているようで一切の弁明を許さない言い方に、桃子さんが怯んだのが見てとれた。

「い、いえ、特に……」

「そうですか、それでは失礼いたしますね。岩瀬になにかありましたら九重が心配しますので」

　そのセリフに彼女の顔色がサッと変わったが、圭太は素知らぬフリで一礼すると、つかんだ腕を離し、私の背を軽く押しつつ踵を返す。

「澪、もう少しだけ頑張って歩いて。通りに出たらタクシーを拾うから」

　いつもと変わらない幼馴染みの優しい囁きに、強張っていた身体が少し動いた。こぼれそうになる涙を、瞬きして押し戻す。こんなところで泣くわけにはいかない。そんなみっともない真似はできない。

　背中に痛いほどの視線を感じながら、その場を去った。

　大きな通りに出ると、幼馴染みは無言でタクシーを拾って私を乗せた。運転手に行き先を告げる声は頭に入らず、私はぼんやりと流れゆく景色を車窓から見つめていた。
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　どれくらい車に乗っていたのだろう。降りるように促された場所は、九重グループの系列ホテルだった。

「部屋に連れ込んだりしないから大丈夫」

　相変わらず男前な幼馴染みが冗談交じりに言って、白い歯を見せた。昔から私を大事にしてくれている圭太を疑うつもりはない。

「きちんと話を聞きたいから、ラウンジに行こう」

　明るい調子でどんどん歩みを進める。圭太は仕事で今日一時帰国をし、このホテルが宿泊先だという。都内に実家があるのに、経費での宿泊にしては豪華だと思ったが、どうやらモニター的な役割も担っているらしい。

　都心にあるこのシティホテルは人気が高く、予約が取りにくい。緑豊かな公園のそばにあって、ロビーからは木々しか目に入らないので、自然に囲まれているような気分にさせられる。しかも施設内はサービスが行き届いていて、誰もがゆったりと過ごせるような雰囲気を醸し出していた。

　このホテルのラウンジには、お酒だけではなく紅茶やコーヒーのサービスもあるので、お酒に弱い人の利用が多いと聞いた記憶がある。午後九時近い今は、ロビー自体に人気が少なく十階フロアにあるラウンジは、落ち着いた雰囲気を漂わせていた。

　ウエイターのひとりに話しかけた圭太は、そのまま私を奥へと連れていく。案内された場所は、座り心地のよさそうなソファセットの置かれた小さめの個室だった。

　相変わらずの細やかな配慮には脱帽だ。ここなら人目につきにくいだろう。水を給仕してくれたウエイターに圭太が注文をすると、優雅に一礼をして出ていった。

「……迷惑かけてごめんね」

　向かい側に腰を下ろした幼馴染みに謝る。圭太は私が窮地に陥るたび、いつも自然に助けてくれる。そのタイミングのよさは、不思議なくらいだ。

「なんで澪が謝るんだ？　凪さんから大体、話は聞いたよ。おびただしい着信履歴に慌てて電話したら、すごい剣幕で怒鳴られてびっくりしたけど。今日は大方、凪さんにあれこれ言われて悩んでたところに、あのご令嬢が乗り込んできたんだろ？」

　わざと軽い調子で話してくれる圭太に小さく頷いて、兄の言いがかりに巻き込んでしまった旨を再び謝った。兄の性格を熟知している圭太は、逆に慰めてくれる。

「アメリカに赴任する前は、俺も植戸様の案件に関わっていたからね。あのお嬢様に面識はあるけど、まさかこんな手段に出るとは予想外だったな」

「……桃子さんは遥さんが好きなのよ」

　ポツリと言葉がこぼれる。

「いや、自分の理想通りの男性が好きなだけだ。物語の王子様に恋をするというか、完全に先輩を美化してるだけだと思うけど？」

「それは……そうかもしれないけど」

　桃子さんの話に感じたほんの少しの違和感はそれだ。遥さんは王子様ではないし、彼自身、そう見られるのが好ましいとは思っていない。

「その時点で、あの人は選ばれない。気にする必要なんかないんだって」

「……どうして、あの場所に私たちがいるってわかったの？」

「急ぎの案件があって本社に寄ったら、たまたま受付の子にご令嬢を見かけたって聞いたんだ。彼女が訪ねる先なんて、先輩のところか秘書室あたりしかない。津守さんに確認したら、誰も面会していないし、澪は帰ったって言われて嫌な予感がしてさ」

　察しのいい圭太は、すぐに九重のビル裏手にある公園に私たちが向かったのではと考えたらしい。そして話の内容を聞いたという。

「盗み聞きするつもりはなかったんだけど、澪を連れ出すタイミングをはかっていたら、自然と聞いてしまって……」

　ぎこちなく眉尻を下げる幼馴染みに首を横に振る。駆けつけてくれて本当に助かった。もし来てくれなければ取り乱して、どうなっていたかわからない。

「……ありがとう」

「さっきも言ったけど気に病む必要はないよ。先輩が選んだのは澪なんだから、堂々としていればいい」

「……無理だよ、だって私にはなんの力もない」

　力なく声を発した途端に、こらえていた涙がこぼれ落ちそうになる。泣きたくなんてない、泣いたってなにも変わらない。幼馴染みの前とはいえ泣くわけにはいかない。

　自分の無力さに泣くなんて、いい大人なのに情けなさすぎる。わかっているのに心が痛くて苦しくてどうしようもない。

　どうして、私はあんなとんでもない人を好きになってしまったの。

　その時、軽いノックの音が響き、ウエイターが温かいコーヒーをふたつ運んできた。

「先輩を諦めるのか？　お前の気持ちはその程度なのか？」

　ウエイターが退出したあと、眉間に皺を寄せた幼馴染みが厳しい声で問いかける。

「諦めたくない……！　でも仕方ないじゃない。遥さんや皆があんなに必死に取り組んできた新事業の邪魔はしたくないし、なにより作法ひとつ満足にできない私が、あの人に相応しいわけがない」

「相応しいかどうかを決めるのは、澪じゃなくて先輩だろ？　なんで仕方ないとか言うんだ」

　珍しく幼馴染みが語調を強める。

「先輩を紹介したのは、澪を幸せにしてくれるって思ったからだ。俺の自慢の、唯一の幼馴染みなんだ、先輩がお前に求めているのは、そんなわかりやすい上辺のものや資格じゃない。お前にしかないものだ、説明しただろ？」

「そんなの、ない」

「落ち着けって、いつもそんなに難しく考えないだろ？　なんでこの件だけ、そんなに頑なになって、こじらせてるんだよ」

　はあ、とため息をつきながら髪をかき上げる、その表情に疲労の色が見える。圭太は帰国したてで疲れているはずだ。それなのに、こんな時間まで私の問題に巻き込んでしまって、申し訳なさが募った。

「……前の彼氏と付き合っている時も悩んではいたけど、自分のペースを崩したり、取り乱したりしなかっただろ。澪の泣きそうな姿を見るのなんて学生の時以来だ。お前、本気で先輩が好きなんだな……」

　コーヒーカップを持ち上げながら、ぼそりと圭太が呟いた。

「凪さんの気持ちがわかるよ。ちょっと悔しい」

「……どういう意味？」

「大事な妹を、泣く泣く違う男に任せなくちゃいけない気分？」

　ほんの少し眉尻を下げて答える、その口調は驚くほど明るい。幼い時は、圭太は私の弟みたいなものだったのに、今や私が妹になってしまった。

「凪さんは妹を悩ませて追いつめたいわけじゃない。大事だから幸せになってほしいだけなんだ。今回の改築のせいで追い出したっていう罪悪感もあって、余計に心配なんだよ、わかるだろ？」

　さすがは圭太、兄をよく理解している。

「澪は変なところで意固地だから、先輩が自分と結婚する気があるのかとか悩んで、さらには重荷になるんじゃとか考えて、二の足を踏んでたわけだろうけど……まあ、その件はしっかり当事者に投げつけておいたから話し合え」

「え、当事者って……？」

　思わず瞬きをすると、胡乱な目を向けられた。

「澪、先輩の本気を舐めすぎだ。あの人がそんな中途半端な想いで、女性と付き合うわけないだろ？」

「……そんなの、わからない」

「あのな、本心は本人にしかわからないんだ。いくら恋人同士でも、口にしなきゃわからない出来事なんて無数にあるんだぞ。恋人は神様じゃないし、恋愛はドラマみたいにカッコよく進まない。お前の意味のわからない遠慮を先輩が喜ぶと思うか？」

　いつになく強い口調の幼馴染みの姿に圧倒される。

「本気になればなるほど、恋愛なんてカッコ悪くてみっともなくて、情けないものなんだよ」

　言葉が痛いほどまっすぐ胸に刺さる。

　そんなみっともなくて、情けない思いを圭太はした経験があるの？

　そう問い返そうと口を開いたその時、静かなラウンジにはおよそ似つかわしくない騒々しい足音が響き、向かいに座る幼馴染みが小さく肩をすくめて立ち上がった。

「やっと来たかな？　澪、先輩の凄まじい本気をちゃんと理解しろよ？」

　ニッと右口角を上げた途端、バンッと勢いよく、ドアが開いた。

「澪！」

　大声で私の名を呼んだのは日本にいるはずのない、遥さんだった。

「は、遥さん？　え、なんで？」

　どうしてここにいるの？　帰ってくるのは明日の朝でしょう？

　慌てて立ち上がり、ふたりの男性を交互に見つめる。

「……無事なんだな？」

「危害は加えられていないと説明したでしょう」

　圭太が眉間に皺を寄せて、私の代わりに返答する。

　……私を心配してくれていたの？　そんなに必死になって？

　冬も近いというのに遥さんの額には薄っすら汗がにじみ、呼吸も乱れている。

「無事でよかった……なんで大事な話をきちんとしない？　お前からは電話をかけてこないし、俺がどんな気持ちだったと思う？」

　綺麗すぎる面立ちに恐ろしいくらいの不機嫌さを貼りつけた遥さんが私に近づこうと手を伸ばすと、圭太がすっと前に立ちはだかった。

「……圭太、なんの真似だ？」

「俺の大事な幼馴染みなんですけど、本当に任せて大丈夫ですか？　無理なら俺がこのまま連れ帰って、全力で幸せにします」

「ちょっと、圭太！　なにを言ってるの？」

　慌ててスーツの腕を引っ張ると、振り返ってしれっと言い放つ。

「本気。俺たちに今、恋愛感情はないけどきっとうまくいくよ。幸せになれない相手を選ぶより、お互いのみっともないところをわかり合って、ともに生きていける相手を選択したほうがいいだろ？　俺なら確実に澪を幸せにできる」

「……絶対に渡さない。俺のものだ」

　背筋が凍りつきそうなくらい凄みのある声で遥さんが言う。端正な面立ちには静かな怒りさえ浮かんでいる。それでも圭太は、淡々とした口調で言う。

「こんなに追いつめて、澪の抱える重石に気づかなかったのにですか？　今回は俺が間に合ったからよかったものの、万が一の場合どうするつもりだったんです？　次にこんな事態が起きたら対応できますか？」

「それでも手放す気はない。今回の件は完全に俺の失態だ。澪を助けてくれたことについては礼を言う。でも、もうこんな目には絶対に遭わせない。俺の持つ力すべてで守る……俺には澪が必要なんだ」

　冷静な口調で、物騒な意見を交わすふたりにどう反応していいかわからない。

　ただ、この心優しい幼馴染みは私のために演技をしてくれている。本気で結婚する気なんてきっとない。

　それに、なにより私は遥さん以外の人と将来を歩みたいとは、もう思えない。唯一無二の人に出会ってしまったから。

　そうだ。今こそ、大事な人に気持ちをきちんと伝えなくちゃ。先ほどの津守さんとの会話が脳裏を掠める。

「圭太、ごめん。そんな風に言ってくれてありがとう。でも私、遥さんのそばにいたい。遥さんが好きなの」

　すべてのしがらみを取り払った本心。本当に望んでいたものはこんなにもシンプルだった。

　なぜ大人になるとあれこれ余計な思念にかられて、そんな簡単な行動ひとつできなくなるのだろう。幼い頃はただまっすぐに『好き』を迷いなく伝えていたはずなのに。

「……答えは簡単に出ただろ？　それでこそ澪だよ」

　一瞬浮かんだ寂しそうな表情は、気のせいだったのだろうか。ふわりと相好を崩して圭太は私を前に押し出した。勢いあまって傾いた身体を大好きな人の手が受け止めてくれる。

「フラれたので帰ります。先輩、俺の分まで澪を幸せにしてくださいよ？」

　どこまでも明るい口調でそう言って、ドアへと向かう。

「……当たり前だろ」

「け、圭太！　あの、ありがとう」

　背中に声をかけると、幼馴染みはひらりと片手を上げてドアを閉めた。

「……澪、大丈夫か？」

　今まで聞いた中で一番心配そうな声が頭上から降り注ぎ、ギュッと胸の中に閉じ込められた。ほんの少しの時間離れていただけなのに、安心する温もりと柑橘系のいつもの香りに心が震えた。

「つらい思いをさせてごめん」

「……なんで遥さんが謝るの？　謝らなきゃいけないのは、勝手に不安になって逃げて、きちんと話そうとしなかった私よ」

「いや、それだけじゃない。桃子さんの件で澪に怖い思いをさせてしまった」

　謝罪に首を横に振る。

「違うの、遥さんのせいじゃない」

　伝えたい想いがたくさんある。謝りたい気持ちもたくさんある。なのに、気持ちばかりが急いてうまく言葉が出てこない。

「ごめんなさい、弱虫で覚悟ができなくて。本当はずっと怖かった。遥さんの隣にいる自信をなくしていたの。好きだって言ってくれて、そばにいられて嬉しいのにずっと将来もこの幸せが続くのか不安で、もし否定されたらと思うと口にできなかった」

　吐き出した気持ちはとても情けないものばかり。それでも、精一杯伝えたい。本心とどれだけ私が、この人を大切で愛しく想っているのかを知ってほしかった。

「……だから、お兄さんの件も話さなかったのか？」

　一段と低くなった声に思わず頭を上げる。

　なんで知っているの？　まさか圭太が話した？

　整った面差しを少し歪めた遥さんと目が合い、ゴクリと息を呑む。彼の胸に置いた手が微かに震える。

「……ここでする話じゃないな、とりあえず帰ろう」

　視線を逸らして私の身体を解放する。離れていく温もりに、不安と寂しさを覚えてしまう。きちんと説明しなくては、と思えば思うほど、気持ちが空回りして言葉が出てこない。

「あ、あのっ、遥さん、聞いてほしい話があるの」

　私の手を引き、ドアの外に出ようとする背中に声をかけると、一瞥してすぐに真正面に向き直る。

「……帰ったら聞く」

　呟く声が乾いて硬質なものに聞こえたのは、気のせいだろうか。

　……怒らせた？　それとも呆れている？　兄の話を黙っていたから？

　この人の感情の変化が理解できない。なにが悪かったのか見当がつかない。

　広い背中に、無数の言葉にできない質問をぶつけながら、歩きだす。先ほどとは違う意味で足取りが重く、心の中は鉛を呑み込んだかのように重苦しい。

　繋いだ手の温もりも声もすべてが愛しいのに、久しぶりに会えて本当に嬉しいのに、どうして気持ちが伝わらないのだろう。『俺のものだ』と言い切ってくれて、泣きたくなるほど幸せだと、どうしたら伝えられるのだろう。

　会計はすでに圭太が済ませてくれていたようで、遥さんは迷いのない足取りでホテルの出口に向かう。

　途中すれ違う従業員たちが遥さんの姿を見て、挨拶をする。

　手を引かれている私に訝しげな視線を向けるような無粋な真似はされないけれど、きっと不思議に思われているだろう。こんな夜ふけに、天下の九重グループ副社長と手を繋いで歩いているのだから。

　居たたまれずに、手をそっと引き抜こうとすると、遥さんが不意に立ち止まって振り返る。

「泣きそうだな……どうした？」

　驚くほど穏やかな声で心配そうに私を覗き込む。ロビーの真ん中だというのに躊躇いもせず空いてるほうの手で頰をそっと撫でる。

　ああ、もうどうしてこんな時にそんな優しい声を出すの？

　触れられた指が温かくて胸が詰まる。

「……人が、見てるから」

　手を放そうとした理由だけを簡潔に伝え、距離を取ろうとする。今はそれしか言えない。この想いを言葉にしてしまったら、きっとみっともなさを晒してしまう。

「気にしなくていい。むしろ、澪が特別な存在だと周囲に知られたほうがありがたい」

「なんで……？　怒ってるんじゃないの？」

「澪に怒るわけないだろ」

　なぜかムッとしたように言われてしまう。

「だって、急に帰るって……」

「……それは……ああもう、とりあえず帰ろう」

　そう言って踵を返した遥さんの耳が真っ赤に染まっていた。その変化が意外すぎて瞬きをすると、もう一度振り返った彼が軽く睨みながら耳元で囁く。

「帰ったら覚悟しろよ？」

　その声にゾクリと背中がしびれた。物騒なセリフのはずなのに心の中に甘く染み込んでいく。

　意味もわからないまま私を翻弄するこの人は、やっぱりいつもの遥さんだ。

　タクシーに乗り込み、マンションの住所を告げた美麗な横顔に見惚れそうになってしまう。視線に気づいたのか、少しだけ首を傾げて、繋いだままになっている指にギュッと力が込められた。

　よくわからない状況だというのに、その温もりにすべてを忘れて溺れそうになる。

　マンションに着き、タクシーを降りたあとも手は離されないままエントランスを抜け、エレベーターに乗り込む。最上階に到着し、玄関ドアを開けると、焦れたように靴を脱ぎ捨てそのまま部屋を突っ切り、リビングに私を引っ張っていく。

「あの、遥さん」

　奇妙な沈黙に耐えかねて尋ねると、振り向きざまに強く抱きしめられた。

「……怒ってないが、不愉快なんだ」

　低いため息混じりに吐き出された声に心が軋む。確認したかった出来事なのに実際に言われると胸が痛い。

「ご、ごめんなさい。兄が勝手なことを言って……付き合ってからの時間も短いし、そう考えるのも当然――」

　うつむいてギュッと目をつぶると、さらに強く抱きしめられた。

「違う！　俺はその話をお前から聞きたかったのに、なんで圭太に言われなきゃいけないんだ……答えなんて最初から決まってる。澪との将来を迷うわけない」

「え……？」

「澪の悩みに気づけなかった自分自身に一番腹が立つ。ご家族に真っ先にご挨拶に伺うべきだったのに、仕事を優先してしまっていた。つらい思いをさせて、泣かせて悪かった。お前がひとりで抱え込む必要はないんだ。ふたりの未来だろ？」

「それ、って……」

　唇が震えて言葉にならない。胸の中に熱い気持ちが込み上げて視界がにじんでくる。

「愛してる、澪。俺の家族になってくれませんか？」

　その瞬間、周囲から音が消える。

　今、なんて？　これは夢？

「遥、さん……？」

「過ごした時間なんて関係ない。俺が結婚したい……これからを一緒に歩みたいと思った人は澪しかいない……不安にさせてごめん。これから先は、ずっと俺がお前を守ると誓う」

　限界だった。泣くわけにはいかないと我慢していた涙がにじんで視界が歪む。こらえきれない想いと涙が溢れ出して、声は出せなくなった。足がガクガク震えだす。目の前の大好きな恋人は、少し身体を離してそっと涙を長い指で拭ってくれる。

「本当は、もっときちんと演出してプロポーズをしたかったんだが……これ以上お前を不安にして失いたくない。そんなことになったら、きっと、一生後悔するから」

　優しくて甘い言葉が雨のように降り注いで、思考が奪われていく。

「俺と結婚してほしい。澪に会って、初めて誰かを愛する気持ちを知った。こんな気持ちになるのは世界中探しても、お前しかいないんだ」

　改めてはっきりと伝えられた言葉に、嗚咽を漏らしながらコクコク頷く。

　信じられない幸せに心が震える。

　夢なら覚めないで。

「は、い……よろしくお願いします……！」

「よかった……」

　そう言って広い胸に、壊れ物を扱うかのようにそっと抱きしめられた。

「これから先、泣くのは俺の前だけにしろよ」

　少しだけ拗ねたような甘い口調に、幸せな涙がひとつ新たに目尻からこぼれ落ちた。

「……遥さんの前でしか泣いてない」

　どうしてだろう。圭太の前ではこらえられたのに、この人の前では涙腺が緩んでしまう。かたちのよい唇が涙を拭ったあと、私の唇にそっと重なる。

　温かくて柔らかい誓いのキスに心臓が幸せなリズムを刻みだす。

「……せめて出会った部屋でプロポーズしたかったんだ」

　頰に、額に羽のようなキスを落としながら呟く。

「あの日、ここで澪と対面した瞬間、俺の人生が変わったんだ」

　甘いセリフに涙が止まらない。困ったような表情を浮かべながらも、目はとても優しい光を帯びている。

「これからはずっと一緒だ」

　力強く言われて、胸がいっぱいになり、ただ頷くしかできなかった。




　遥さんは泣きやまない私をひとしきり抱きしめて、落ち着かせてくれた。そのあと、ソファに並んで座り、長い話をした。

　ずっと私の肩を抱き、髪や頰に何度もキスを落とす仕草には仄かな色気が漂っていて話に集中するのが困難なくらいだった。元々スキンシップの多い人ではあったけれど、ここまでまっすぐな愛情表現をされると、嬉しさより羞恥心が勝ってしまう。

「……疲れていたのに、ごめんなさい」

　右隣に座る恋人を見上げて謝罪すると、大人の色香をにじませた目で見つめられる。

　圭太から兄の話を聞いた遥さんはスケジュールを前倒しにし、驚くべき速さで仕事を終えて帰国する算段をつけたという。

「当たり前だろ？　仕事も大事だが、それは圭太や是川に任せることもできる。でも澪とのことは誰にも任せられない。失ったら後悔するとわかっているのに優先しないわけないだろ。俺の秘書は、気持ちをため込んで我慢するのが得意みたいだから」

　甘く小さな声で漏らす指摘が的を射すぎていて、二の句が継げない。

「と、得意なわけじゃ……」

「わかってる。普段、何事にも無頓着なくせに変なところだけ頑なで頑固になる、圭太に以前聞いた話を思い出した」

「圭太が？」

　……私のことを全然知りもしない人に、なんて失礼な評判を振りまくのよ。

「あの頃はまだ澪を男だと勘違いしてたからな……よくお前の話をしていて、気心の知れた幼馴染みとはいえ、ずいぶん世話をやくなと思ってた」

「その時に、私の性別を確認してくれたらよかったのに」

「相手との距離感なんて人それぞれだし、俺には幼馴染みがいないから、そういうものなのかと思ってたんだよ」

「……遥さんも、かなり無頓着な人だと思う」

　唇を尖らせながら言い返すと、長い指で軽く鼻をつままれる。

「お前、言うようになったな。でも澪の話を度々聞いていたから部屋を任せたいと思ったし、知り合いでもないお前に勝手に親近感を抱いていた。そんな感覚は初めてで……あの頃から、澪とはこうなる運命だったのかもしれないな」

　真剣な目で見据えられて、目が逸らせない。鼓動がひとつ大きな音をたてた。

　私が秘書に推薦された時は、前職の担当業務を聞かなかったのと海外事業の引継ぎなどで忙しかったせいもあり、性別を疑わなかったと言われた。それに、基本的な部分は是川さんに任せていたらしい。

　慎重なように見えて意外と大ざっぱな人だが、それは自身の部下への信頼の表れでもあるのだろう。

　さらり、と大きな手が髪を優しく撫でた。

「とはいっても、お前はなかなか俺の気持ちに気づかないうえ、逃げ出そうとまでするから、苦労は尽きないが」

「そ、そんなのわかるわけないじゃない」

「そうか？　俺は植戸様の前で『将来を一緒に歩む相手はお前しかいない』と言っただろ？」

「あれは……」

　なんと答えていいかわからず口ごもってしまうと、周囲が凍りつくような冷え冷えした眼差しを向けられる。一気に室内の空気が冷たく変わったような気がする。

「……へえ澪、まさか俺の本気を疑ってたのか？」

　絶対零度かと思うほどの低い声に、この場から逃げ出したくなる。

「う、疑うとかではなくて、わかりにくい……」

「お前がきちんと聞かないからだろ」

「付き合って間もないのにどうやって聞くの？　そんな自信、持てません」

「変なところは強気なのに、なんでそこだけ弱気なんだよ。だからお兄さんの話も伝えなかったのか？」

「……ちょうど新ホテルが山場の時だったし、負担をかけたくなかったから」

「何度も言ってるが、お前以上に失いたくない存在はいない。なのに結局苦しめて、本心を言い出せない雰囲気にしてしまったのは俺だ。……お前が俺を一番必要としていた時に、そばにいられなかった。本当に……すまなかった」

　苦しそうな表情を目の当たりにして、胸がしめつけられる。

「遥さんは悪くない。お願いだから謝らないで。自信がないって言い訳して、あれこれ抱え込んでしまった私が悪いの……ごめんなさい。これからはなんでも話すから」

「そうしてほしい。これ以上あいつに負けたくないし、澪を譲るつもりはない」

「あいつ？」

「圭太。俺にとっては一番のライバル」

　眉間に皺を寄せ、険しい表情を浮かべる。

「圭太？　なんで？」

「……お前を幼馴染み以上に想っている可能性もあるだろ」

「まさか、ありえない。前にも言ったでしょ？　それに、私は圭太をそんな風に思ったことなんて、生まれてから一度もないし」

「……わかってる。澪を疑っているわけじゃない、ただの嫉妬だ。圭太はお前を、俺よりよく知ってるから」

　少し拗ねたような口調を可愛いなんて思ってしまう私は、きっと重症な恋の病にかかっている。嫉妬されて嬉しい、なんて口にしたら怒られてしまうだろうけれど、不謹慎にも胸が高鳴って頰が熱くなる。

「澪を誰にも譲るつもりはないからな？」

　妖艶な眼差しを向けられて、一気に体温が上昇する。可愛いなんて思っていたのが嘘のように、隣の恋人は大人の色香を醸し出す。

「桃子さんの件は改めてきちんと植戸様に申し入れをするつもりだ」

「……でも、事業への影響が……」

　思わず口にしてハッとする。この話は軽々しくできるものではない。

「澪、その件はすでに圭太から報告を受けている」

「えっ、いつ？」

「お前たちがラウンジに向かう途中で聞いた」

　そう言われてタクシーの中でスマートフォンを操作していた幼馴染みの姿を思い出す。きっとあの時に報告していたのだろう。

「大事な恋人ひとり守れずに事業を采配する資格はないし、なにより澪を犠牲にしてまで手に入れたい仕事なんてない」

　何度聞かされても、その甘い言葉に頰が緩んでしまう。

「そもそも桃子さんにはなんの権限も影響力もないんだ。合意した内容は正式な契約としてすでに締結済みだ。だから、今回の桃子さんの行動は、脅迫ととられてもおかしくない。弁護士を志しているなら、それくらいわかるはずなんだが」

「や、やめて。大おお事ごとにはしないで」

　咄嗟に引き止める。桃子さんは遥さんが好きなだけで、ただその方法を間違えてしまった。恋は盲目と言われるように想いが一途すぎてブレーキが利かなかった、それだけだ。

「彼女は偶像の俺を好きだからな」

「……気づいてたの？」

　躊躇いがちに口にすると、フッと表情を崩す。

「まあな、俺としては正式に植戸様に謝罪を求めたい」

　その声には静かな怒りがこもっている。でも、私は小さく首を横に振る。同じ人を好きになった者同士、気持ちが痛いほどわかるから。

　自分だけを見てほしい、好きになってほしいと思うのは当然で、仕事や取り引きを絡めざるをえないほど必死だったのかもしれない。

　結局、ひとりで抱えて、悩んで、周りの人たちに慰められ、かばってもらってばかりの私とは違う。もっと毅然と前を向くべきだったと今さらながらに考える。

　遥さんを譲れない私が願うのは傲慢かもしれないけれど、桃子さんにはこれから先、一緒の道をともに幸せに歩める人を見つけてほしい。

　そう伝えるとまた少し遥さんの表情が緩んだ。

「相変わらずお人好しだな。わかった、この件はできるだけ穏便に済ませるようにするが、今後お前に接触しないよう厳重に申し入れはする。それと、ご両親やお兄さんに挨拶に行く件も譲らないぞ」

「ほ、本気なの？　……迷惑じゃないの？」

「なんで迷惑なんだ？」

　先ほどよりもさらに渋面を浮かべる声は普段よりさらに低い。

「だって、こんな無理強いみたいで……」

「結婚したい恋人の家族に会いに行けるのは、このうえない幸せだ。第一、俺は以前から挨拶に行くと言ってただろ？」

　真顔になって、私の目を覗き込みながら「意味がわかっていなかったのか？」とつけ加えられて胸が震えた。

　そんな前からずっと真剣に考えてくれていたの？

　揺るぎない彼の態度に、胸のつかえが取れた気がした。

　涙がひと粒こぼれ落ちる。

「澪、愛してる」

　紡がれた言葉は甘美で、抱きしめられた腕の中は温かく、世界にたったひとつの居場所を見つけた気がした。

　ドキドキして落ち着かない。なのに、なぜこんなにも安心して、心地よいのだろう。

「今日からは、なにを言われても寝室を一緒にするからな？　もう遠慮しないし、離さない」

　耳元で色気たっぷりに囁かれて鼓動が壊れそうな音を刻む。そのまま顎をすくわれて、唇を奪われて……、反論する術をなくしてしまった。










幸せな挨拶




　遥さんがアメリカ出張から帰国して一ヵ月。十一月も下旬に入り、本格的な冬の訪れを感じる毎日だ。

　湾岸エリアのホテルは完成間近になり、来春早々にはお披露目を兼ねたパーティーが開催予定だ。ヘリコプター事業も順調で、ホテルのオープンと同時にサービスの開始ができる運びとなっている。

　遥さんは植戸様に桃子さんの一件についてお伝えした。思ってもいなかった孫娘の行動に植戸様は慌てふためいていた。桃子さんに厳重に注意すると何度も言いながら、正式な謝罪をいただいた。

　桃子さん自身からも、謝罪の意をしたためた手紙をいただき、そこには彼女の思いがこもっていた。

　もっとも、津守さんは『欲しいと思ったものは、どんな手を使っても手に入れてきたワガママお嬢様には、いい薬よ』と、相変わらず辛辣だった。

『優しい王子様と思い込んでいた副社長が、実は厳しいただの人間だとわかって、一気に熱が冷めたらしいわね。人間の本性をきちんと見極められないで、弁護士になんてなれるのかしら』と言ってのけ、是川さんを苦笑させた。

　圭太にも一連の結果を報告した、と遥さんから聞かされ、改めて私も電話をする。いつものように軽くやり合ったあと、あの日と同じように優しい声で『幸せになれよ』とだけ言われた。

　さらに遥さんは、社内外で曖昧に噂になっていた私たちの関係をきちんと肯定した。

　彼の腕の中でまどろみながら聞かされたような気がするけれど、はっきりとした記憶はなく、もしや夢だったのか……と思っていた。そこに、佳奈ちゃんから『澪さん、ご婚約おめでとうございます！　結婚式はいつですか？』と、いきなりの電話で知らされたのだ。

　寝耳に水の出来事に焦って遥さんを問いただすと、『澪は、俺の大事な婚約者だと周囲に話すって言わなかったか？』と、あっさり返されてしまって愕然とした。

『澪は俺のものだ。男除けのためにも、きちんと宣言するのは当然だろ？』

　どこか怪しい眼差しと甘い声で囁いてくる〝婚約者〟に、それ以上反論できなかったのは惚れた弱味なんだろう。




　金曜日。いつものように仕事を終えて帰宅し、夕食の準備をする。

　今夜は仕事を早めに切り上げて帰ると連絡をもらっていたので、急いで着替えて準備を始めた。久しぶりのふたりでの食事が嬉しい。

「ただいま」

「おかえりなさい、夕食はもう少しででき上がるから」

　玄関が開く音がしたので、遥さんを出迎えに向かうと唐突に言われた。

「澪、契約書を持ってきてくれないか？」

「契約書って？」

「最初、この部屋に住む時に交わした契約書」

「いいけど……どうしたの？　夕食のあとでいい？」

「いや、できれば今すぐ持ってきてくれないか」

　どこか緊張した面持ちの遥さんの様子に一抹の不安を感じながらも、自室に保管していた契約書を手にリビングに行く。眼前に契約書を突きつけた最初の出会いと同じように、着替えもせず彼は佇んでいた。

「遥さん？」

　おずおず声をかけて渡すと、ふわりと甘く口元を綻ばせる。そして、盛大な音をたてて契約書を破った。

「えっ、ちょっと……！」

　無残な状態になった契約書を、遥さんは平然とゴミ箱に入れる。

　いきなり、なにをするの？

　状況についていけず、ただ瞬きを繰り返すしかできない。

「もうこれは必要ないから。新しい契約書に記入してもらいたいんだ」

　そう言ってスーツの内ポケットから、折りたたまれた白い紙を取り出す。

　新しい契約書？　なにか違う条文でも入れ直したの？

　訝しみながらも差し出された紙を受け取り、広げて息を呑んだ。

「これ……！」

「一生一緒に生きてもらいたい澪にあの契約書はもう不要だろ。今度はそれにサインしてくれないか？」

　渡された紙は婚姻届だった。遥さんの名前は、すでに記入されていた。

　受け取った指が震える。

　なにか言いたいのに、胸が詰まって言葉が出てこない。嬉しくて、幸せで、そして突然の出来事に対する少しの戸惑い……いろいろな気持ちがない交ぜになっている私に、大好きな人はいつの間に用意していたのか、ソファに置いたクッションの陰から薄いピンクのガーベラの花束を取り上げた。

「今すぐ届けを出すわけじゃない。お互いの両親に挨拶をきちんとして、証人欄を書いていただいて、ふたりで納得した日に提出しに行こう。婚約指輪は、できるだけ早く一緒に選びに行こう」

　真摯な目が私を見据え、誰よりも愛しい声が耳に響く。いつの間にか溢れ出した涙が床にポタリと落ちた。

「……嫌か？　まだそこまで覚悟はできないか？」

　ほんの少し不安が交じる声に勢いよく首を横に振る。

　そんなわけない。こんなに嬉しい契約書なんて、これから先、きっと手にできない。

　ただ、幸せすぎてなにを言えばいいのかわからないだけ。

　プロポーズはすでにしてもらっていたし、遥さんと歩く未来を迷う気持ちは微塵もない。だからこそ、こんな風に目の前でその礎となるものを見せられてしまったら、胸がいっぱいになって泣きたくなる。どうしても確認せずにはいられない。

「本気なの……？」

「当たり前だろ」

　迷いなく返事をするこの人が、愛しくて仕方ない。

「ありがとう。嬉しくて、……もう、どうしていいかわからない」

「澪は、ただ笑って受け入れてくれるだけでいいんだ」

　まったく、この人はどこまで私を甘やかすのだろう。

　涙がさらに溢れた私に、遥さんはそっと花束を手渡してくれた。

「こういう時はバラがいいらしいが、な」

「……なんで、私がこの花を好きだって知ってるの？」

　聞きたいことはほかにもあったけれど、すでに頭が回らなくなっている私が口にできたのはそれだけだった。

「津守に聞いたんだ。だから今日はどうしても、俺にとって特別なこの花を澪に贈りたかった。我が家では大事な人に花束を贈る風習があるから……副社長室に飾ってくれるか？」

　悪戯っぽく口角を上げながら緩く私の身体に両腕を回す。脳裏によぎるのは、ずいぶん前に先輩と交わした給湯室での会話。

　そんな小さな出来事をずっと覚えてくれていたの？　わざわざ選んでくれたの？

　ああ、この人に私はきっと一生、敵わない。

「……はい……！」

　もう、それしか言えなかった。

「ありがとう」

　ほんの少し身体を屈めて額にキスが落とされる。頰と瞼に唇で触れられたあと、ゆっくりと唇が重なる。

　〝新しい契約書〟は、このうえなく私を幸せにしてくれた。




　翌日、優しく髪を梳かれる感触に、重い瞼を持ち上げると、眼前に柔らかな表情を浮かべた遥さんがいた。

「おはよう、澪」

　私と同じ寝起き姿なのに、驚くほど美麗で色香の漂う容貌に声が出なくなる。寝ぼけていた頭が一気に覚醒した。

　……そうだ、昨日婚姻届を渡されて……思い出して頰が瞬時に熱くなる。

　頭の中であれこれ考えを巡らせている私を面白がるように、ついばむようなキスが唇に落とされた。

「目が覚めたか？」

　もう何度もこうして一緒に朝を迎えているのに妖艶な姿に胸が高鳴り、遥さんへの想いに際限はないと再認識する。

　いくら年齢を重ねても好きな人の前で寝起きの姿を晒す羞恥は拭えない。慌てふためく私を楽しそうに眺める婚約者を、毎回憎らしく感じてしまう。

　土曜日の今日、私は休日だが、彼はどうなのだろう。頭の中で私が把握しうる限りの仕事内容を思い浮かべていると、「今日は大事な用事があるから休みを取る」と言われた。

「出かけるから支度して」

　唐突な誘いに訝しみながらも、身支度をする。遥さんは濃紺のスーツを身に着けていた。私にも少しかしこまった服装をしてほしいと言われたが、なんのためなのか、それ以上はなにを聞いても一切教えてくれない。

　あっという間に外に連れ出され、遥さんの運転する高級車の助手席に乗せられる。普段の彼は送迎されているので、自身が運転するのは休日のみだ。何度か乗せてもらったが運転する姿もとてもカッコよく、ドキドキして心が落ち着かなくなる。

　本当になにをしても様になると思ってしまうのは、恋のなせる業だろうか。




　車が止まったのは、見覚えのあるマンションの前だった。

「ここって……！」

「言ってただろ？　挨拶に伺うって。なにより大事な用事だ」

　両親が仮住まいをしているマンション近くの駐車場に車を置き、先に降りた彼は助手席のドアを開けた。

「どうして、そんな急に……」

「急にじゃない。今日、時間を取っていただけるように以前からお願いしていたんだ」

　焦る私とは対照的に、遥さんはとても落ち着いている。服装の指示にやっと合点がいった。身に着けている薄いグレーの膝下丈のワンピースの裾を無意識に引っ張って、おずおず降車する。

「これ以上、澪を不安にさせたくない。黙って連れてきたのは悪かったが、俺にご両親へ挨拶する機会を与えてほしい」

　そのセリフに胸がいっぱいになる。拗ねているわけでも怒っているわけでもない。ただ戸惑っているだけ。それなのに、うまく言葉が出てこない。

「大丈夫。お兄さんにもきちんとお願いする」

　なにもかも見透かしたような温かな微笑みとともに、大きな手が差し出される。震える指をギュッと握り返され、涙がにじみそうになった。

　ああ、どうしてこの人はこんなになにもかもお見通しなんだろう。

「……ありがとう」

　やっとの思いでそう伝えると、大好きな婚約者はゆっくりとまなじりを下げた。

　両親と兄には、遥さんにプロポーズをしてもらった日以来、何度か連絡をしていた。挨拶の件も伝えていたが、なぜか兄には『九重さんと直接話す』と言われてしまい、以来、その件については話していなかった。遥さんにも『なにかあればきちんと澪に話すから任せてほしい』と言われ、気になりながらも委ねていた。

　そんな流れの中での訪問だったので、どうしても戸惑いを隠せない。

　マンションのエントランスで両親にオートロックを解除してもらう。もちろん、私も鍵を持っているが、『あくまでも今日は来訪者として扱ってもらいたい』と遥さんに言われたからだ。私のために尽力してくれる姿に胸が熱くなった。

　玄関のチャイムを鳴らすとすぐに母がドアを開け、その隣には父の姿があった。

「本日はお忙しいところお時間を取ってくださり、ありがとうございます」

　開口一番、玄関先で遥さんは両親に頭を下げた。

「いえいえ、わざわざ来てくださって。九重さん、頭を上げてください」

　至近距離から見る美麗な面立ちと雰囲気に圧倒されたのか、母は少し頰を赤らめながら遥さんを室内へ案内する。

「まったく澪ったら。同棲だとか……こんな大切な話を、今までずっと黙っているなんて」

　遥さんの後ろに続いて部屋に上がろうとすると、母に「ちょっと、こっちに来なさい」と腕を引かれ、その場でお小言をもらった。

　どうやら遥さんはアメリカで圭太から報告を受けて、すぐに両親に連絡を取ってくれたらしい。父も母も、今回の同棲に至った経緯や諸々の出来事の説明を受けていたそうだ。

「そのうえで、九重さんは帰国次第改めて挨拶をしたいと言ってくれたのよ。だけど、凪がねぇ……」

　両親は寝耳に水の出来事に戸惑ったものの、ひどく反対したり、怒りを露にすることもなく受け入れたそうだ。ただ、両親から話を聞いた兄が『一緒に住む時点で挨拶に来るべきだった』と、けんもほろろの態度で即座に断ったという。

　それを、父から聞いた遥さんは、帰国前から何度も兄に電話をかけ、謝罪と自身の気持ちを伝えたそうだ。帰国後は、両親と兄へ、これまでなんの挨拶も説明もしていなかった非礼を詫びるために、やはり幾度となく連絡をしてそれぞれの自宅を訪れたという。

「九重さんの真剣な態度に、凪もなんとか落ち着いたのよ」

　あの兄の性格を考えると、遥さんにひどい言い方をしたのではないだろうか。

　リビングの入口で父と立ち話をしながら、私と母を待つ遥さんを思わず見やると、ふわりと相好を崩された。その目には私を安心させるような色がにじんでいて、しっかりしなくては、という思いが湧き上がる。

　ここは私の実家だ。私自身がきちんと家族に彼への想いを伝えて説明しなければいけない。自分自身がどうしたいのか、なにを望み、誰と生きたいのか、しっかり自分の言葉で気持ちを語らなければいけない。

　ギュッと拳を握りしめる。

「澪、こちらに来なさい」

　いつもと変わらない穏やかな父の声に促されて、和室に向かう。

　座卓の前にはすでに兄が座っていて、両親は兄の隣に並んで座った。私は両親の真向かいの席に腰を下ろした遥さんの隣に座る。

「ご挨拶が遅くなり、大変申し訳ございません。本日はお時間をいただき、ありがとうございます」

　はっきりとした声で遥さんが口火を切った。

「いや、何度も丁寧な電話をくださっただけでなく、わざわざ足を運んでいただきありがとうございます。幾つになっても、やはり娘が心配でね、息子も同様でいろいろあなたに失礼な物言いをしてしまったようで、大変申し訳ない」

　父はゆったりとした口調で謝罪した。

「父さん、俺に話をさせてほしい」

　お世辞にも機嫌がいいとは言えない表情で兄が口を開く。父は困ったような表情を浮かべながらも、小さく頷いた。

「澪、俺が以前に話したことを覚えているか？」

「……う、うん」

「お前の気持ちを九重さんにきちんと伝えて、ふたりで将来について真剣に話し合ったのか？」

　普段とは違う厳しい兄の声に、すうとひとつ息を吸い込んだ。

「……話し合ったよ。遥さんと一緒に生きていきたいの」

「九重さん、あなたのお気持ちは、すでに伺っています。ですが、今もその気持ちに変わりはありませんか？　正直、あなたほどの方なら、ほかに魅力的な条件の女性は大勢いらっしゃるでしょう。それでも妹を選びますか？」

「私には澪さんが必要です。澪さん以外の女性には心惹かれません」

　迷いのない物言いに胸が熱くなる。泣きたくなるほど優しい目が私を見つめる。

「ほかの誰でもない、澪さんを、一生愛して守りぬくと誓います。どうか結婚を認めてください」

　そう言って静かに頭を下げる。私のために申し入れてくれる姿に、涙が自然と込み上げた。ともに頭を下げて両親と兄に許しを請う。

「……今まで黙っていて、心配をかけてしまってごめんなさい。でも本当に遥さんが大切で、一緒にこれからの人生を歩みたいの。どうか許してください」

「……まったく。お前は小さい頃から無茶ばっかりだな。考えているようで行き当たりばったりすぎなんだよ」

　兄の、どこか呆れたような声が頭上から響く。

「本当にね、そのくせ頑固だから、勝手になんでも自分で抱えて決めちゃって。あんなに結婚願望はないって言ってたくせにね」

　どこか面白がるような母の声も聞こえる。

「母さん、凪、やめなさい。九重さん、頭を上げてください。澪も」

　父の穏やかな声にそっと頭を上げると、眼前には優しい目をした家族がいた。

「おわかりのように、澪は大企業の令嬢でもなんでもありません。おそらくそういう意味ではこれから先、あなたの手助けにはならないでしょう。それでも後悔はされませんか？」

「もちろんです。生涯の伴侶に、そうしたバックグラウンドなどは望みませんし、後悔なんて絶対にしません。ただそのままの澪さんが、私には必要なのです」

　力強く言い切る声に、胸が震えた。

　父と兄が心配する気持ちが痛いほどわかる。世界に名を響かせる九重グルーブの御曹司の妻が、私に務まるのか。私自身、不安でしかない。なにも持たない私で大丈夫なのかと案じてくれる言葉の中に、家族からの愛情を感じた。

「至らない点は多々あるかもしれません。それでも澪は――親バカと思われるかもしれませんが、私たちの自慢の娘です。どうか傷つけて泣かせないでください。この子が愛する人の隣で笑って人生を送れることが、私たちの望みなのです」

　父の声が静かな和室に響く。母と兄も同じように頷く。

「この子は、ここぞという時に我慢して、なにも言わなくなってしまうところがあります。お立場上、難しい時もあるでしょう。ですが、どうかこの先、澪を一番に優先して考えてやってください」

　母が初めて遥さんに願いを口にした。その声は凛としたもので胸が詰まった。

「はい、そうするつもりです。澪さんより優先すべき事案などありません」

「澪も、それでいいわね？」

「は……い。お父さん、お母さん、お兄ちゃん、ありがとう。心配かけて……ごめんなさい」

　家族に伝えたい気持ちは、数えきれないくらいある。込み上げる熱い思いが大きすぎて、涙が溢れてしまう。

　膝の上で強く握りしめた拳をそっと遥さんが大きな手で包んでくれた。その温もりが嬉しくて温かくて涙がさらに止まらなくなった。

　もう迷わない。私はこの人とともに生きていく。この人とならきっと幸せに生きていける、その自信がある。




　そのあと、緊張の和らいだ我が家でささやかな食事会が開かれた。入籍や結婚式の日程、遥さんのご両親への挨拶や両家の顔合わせは今後、相談して決めていく運びとなった。そして、婚姻届の証人欄のひとつを、父に記入してもらった。

　食事会は、兄嫁の瑠香さん、甥っ子の昌くんも駆けつけてくれて和やかなものになった。事の次第をすべて知っていた瑠香さんは祝いの言葉をくれた。

「凪は澪ちゃんが可愛くて仕方ないから心配なのよね。私と結婚する時も澪ちゃんを残すのが気がかりなんて、本気で言ってたから」

　意外な兄の思いに驚きつつも感謝した。なぜなら、あの兄の来訪がなければ、臆病な私は逃げてばかりで、結婚なんてうやむやにしてしまっただろう。

　兄の考えは理解できないと思っていたけれど、問題や自分の気持ちにきちんと向き合わなければいけないという当たり前の出来事を今回、身に染みて感じた。年齢を重ねて大人になったような気でいたけれど、まだまだ私は未熟なのだ。

　これから先、遥さんの妻となるうえで学ばなければいけない課題等は数えきれないほどあるだろう。それらをひとりで抱えるのではなく、きちんと相談しながらこなしていきたい。

「お兄ちゃん、ごめんね。本当にありがとう」

　食事会がお開きになり、帰る間際、兄にもう一度声をかけた。

「……まったくな。圭太にも感謝しろよ？」

「うん、あとで連絡しとく」

「澪、幸せになれよ。俺たちが望むのはそれだけだ。もし泣かされたらいつでも助けに行ってやるよ」

　それは小さい頃、近所の男子と喧嘩して泣かされるたびに兄と幼馴染みに言われたセリフだった。特に幼馴染みは、私以上に泣き虫だったにも関わらず、守ってくれようとしていた。

「……うん、大丈夫。ありがとう」

　万感の思いを込めて伝えた言葉を兄はまっすぐ受け取ってくれた。

「そんな思いをさせないよう、全力を尽くします」

　いつの間にか後ろに立っていた遥さんが、そう言って私の肩をそっと抱き寄せた。兄は満足そうに眉尻を下げて私たちを送り出してくれた。

　駐車場までの道のりを、手を繋いで歩く。西の空には、鮮やかな夕焼けが広がっていた。

「遥さん、本当にありがとう。私を選んでくれて、今日、家に来てくれて」

「俺のほうこそ、ありがとう。澪に出会えてよかった」

　歩みを止めて私と向き合う。

「是川に、澪の視察の話を聞いたか？」

　唐突な質問に小首を傾げつつも頷く。

「あの夕立の日、俺も一緒にいたんだ。まさかあの受付の女性が、圭太の幼馴染みだとは思わなかった。受付を通ったあと、俺は、従兄弟に会いに行っていたから知らなかったんだ」

　足を止め、どこか懐かしむような口調で話す。

「だけど、あの日のお前の姿がなぜかずっと頭から離れなかった。マンションで再会して、自分の勘違いを知った時、これまで気にもしなかった〝運命の出会い〟なんて言葉を信じてみたいと思ったよ」

　大きな手がそっと頰を包む。その温かな感触に胸が甘くしめつけられる。

　そんなにも前に出会っていたの？

　知らされた事実に驚きを隠せない。

「圭太には、視察に同行した件を以前に話していた。俺の心の変化に、あいつは気づいていたんだろう。俺と澪を引き合わせようと考えてくれていたそうだ」

　相変わらずそつのない幼馴染みの姿が脳裏に浮かぶ。

「そうだったんだ……」

　どこまでも思いやり深い幼馴染み。圭太がいなければこの恋は叶えられなかった。

「俺としては悔しい気もするけどな。でもそのおかげで今、澪がここにいてくれる」

　そう言って私を広い胸に抱きしめる。

「愛してる、澪。これからずっと」

「私もあなたを愛してる……！」

　たくさんの気持ちが交じって、こぼれ出した涙を長い指がそっと拭ってくれる。

　最初は、完璧すぎて近寄るのも緊張していた。こんなにも誰かを本気で好きになれるなんて、思いもしなかった。

　そっと重ねたキスは涙の味がした。

「婚約指輪を買いに行こう。俺の両親にも会わせたいし、同棲じゃなくて澪を早く妻にしたい」

　有言実行の婚約者が真剣な眼差しを向ける。

　どうやら社長夫妻には前々から話をしていたらしく、社長夫人にはいつ自宅に連れてくるのかと何度も催促されているそうだ。

『これから息子をよろしく』

　脳裏に、秘書室歓迎会の日の社長のセリフが蘇る。婚姻届の証人欄の記入も、快く引き受けてくださったと遥さんが話してくれた。

「佐久間社長が残念がるだろうが……改めてご報告に伺おう。俺の婚約者は多方面で愛されているから気が気じゃない」

　その言葉に頰が熱を持つ。なぜか圭太のご両親は本気で私を息子の妻にと考えてくれていたらしく、遥さんの婚約者宣言後、事あるごとに九重社長に『残念だ』とこぼしているそうだ。

　そうは言っても、会えば『おめでとう』と祝福してくださるおふたりには、感謝の気持ちでいっぱいだ。

「澪、帰ろう」

　そう言って車の横で抱きしめてくれる腕に、身を委ねた。

　私は今日のこの日を、きっと一生忘れない。

　いつも私を守ってくれる愛しい婚約者。これから先、願わくば私がこの人を守れますように。
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　このたびはベリーズ文庫様で二冊目となる『エリート御曹司と愛され束縛同居』を読んでくださり、本当にありがとうございます。素晴らしい機会を与えていただき、とても嬉しく思っております。

　性別、名前の勘違いから始まるふたりの出会いを通して、お互いに最悪だった第一印象をどう変化させていくかを描くのに悩みました。

　完璧な容姿、御曹司という肩書を持つ遥。彼は、羨望の眼差しや期待を受け止める毎日の中で、息抜きのできる場所を探していたと思います。そんな恋愛に夢を持たない遥に、自分の中に知らず知らずのうちに芽生えた恋心に悩みつつ、まっすぐぶつかる澪。その想いが頑な遥の心に届くよう、応援しながら書いていました。

　作品に登場するガーベラは、澪同様に私も大好きなお花です。遥が澪に花束を贈る場面では、その心惹かれる幾つかの花言葉を表現できたらと、密かに願っていました。

　そんなふたりを可愛く、素敵に描いてくださった蔦森えん先生、素晴らしいイラストを本当にありがとうございました。ふたりの甘い雰囲気が伝わり、さらにガーベラを拝見した時には、感動で胸がいっぱいになりました。

　私を担当してくださった阪上様には大変お世話になりました。未熟で表現の拙い私に懇切丁寧なアドバイスや温かな励ましをくださり、心から感謝いたしております。様々な視点や率直な感想を惜しみなく伝えてくださったおかげで、最後まで書き終えることができました。

　スターツ出版の皆様をはじめ、本書の書籍化に携わってくださったすべての皆様に深く感謝いたします。

　最後になりましたが、本書を手に取って読んでくださった読者様、応援してくださる皆様、本当にありがとうございます。皆様に喜んでいただける、楽しい作品を書けるよう、感謝の気持ちとともに、これからも頑張っていきたいです。
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